
Ⅲ　平城宮跡等の調査概要
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表₂₅　₂₀₁₃・₂₀₁₄年度　都城発掘調査部（平城地区）発掘調査一覧

調査次数 調査地区 遺　跡 調査期間 面　積 調査地 担当者 調査要因 掲載頁
（2013年度）
520次 6ABQ-H 平城宮第一次大極殿院広場 2014.1.7～2014.3.18 476㎡ 奈良市佐紀町 海野　聡 学術調査 142
522次 6AFJ-Q･P･R 平城京左京三条一坊一坪 2013.12.16～2014.3.28 1,953㎡ 奈良市二条大路南 山本祥隆 建物建設 160
523次 6SNY 中山瓦窯 2014.1.21～2014.2.10 135㎡ 奈良市中山町 石田由紀子、川畑　純 建物建設 168
524次 6BFK-E 平城京左京二条二坊十四坪 2014.2.3～2014.2.18 48㎡ 奈良市法華寺町 青木　敬 宅地造成 176
525次 6BKA-C 海龍王寺旧境内 2014.2.19～2014.2.28 30㎡ 奈良市法華寺町 青木　敬 建物建設 184
526次 6BFO-C･D 法華寺旧境内 2014.3.6～2014.3.18 30㎡ 奈良市法華寺町 青木　敬 住宅建設 187

（2014年度）
527次 6ABA-E 平城宮内裏北方官衙地区 2014.4.1～2014.4.7 13.3㎡ 奈良市佐紀町 番　　光 住宅建設 140
528次 6ABN-K 平城宮大膳職地区北方 2014.4.1～2014.4.7 45㎡ 奈良市佐紀町 庄田慎矢 住宅建設 140
529次 6BFO-E・F 平城京左京一条二坊十坪 2014.4.9～2014.4.11 10㎡ 奈良市法華寺町 庄田慎矢 住宅建設 140
530次 6AGC-I　

6AGA-J
平城京右京一条二坊四坪・
二条二坊一坪・一条南大路

2014.4.14～2015.2.18 3,591㎡ 奈良市二条町 小田裕樹、鈴木智大、
神野　恵

学術調査 191

531次 6ANN-C 平城宮跡（市庭古墳） 2014.4.16～2014.4.24 32㎡ 奈良市佐紀町 庄田慎矢 住宅建設 140
532次 6BFK-I 法華寺旧境内 2014.4.22～2014.5.30 210㎡ 奈良市法華寺町 庄田慎矢 宅地造成 187
533次 6AFF-D・E 平城京左京二条二坊十一坪 2014.7.2～2014.8.22 270㎡ 奈良市法華寺町 石田由紀子 住宅建設 195
534次 6AFJ-E・F 平城京左京三条一坊十五坪 2014.6.3～2014.7.24 400㎡ 奈良市二条大路南 庄田慎矢、番　　光 店舗建設 201
535次 6AJF-O 平城京右京三条一坊十五坪 2014.7.1～2014.7.2 6㎡ 奈良市二条大路南 石田由紀子 住宅建設 140
536次 6BYS 薬師寺東塔 2014.7.8～2015.4.22 314.2㎡ 奈良市西ノ京町 青木　敬 学術調査 204
537次 6BFK-I 法華寺旧境内 2014.8.5～2014.8.6 12㎡ 奈良市法華寺町 馬場　基 宅地造成 140
538次 6ASB-L 平城宮北方 2014.8.25～2014.8.28 40㎡ 奈良市佐紀町 石田由紀子 店舗建設 140
539次 6AED-E 興福寺旧境内 2014.9.16～2014.10.2 50㎡ 奈良市東向中町 石田由紀子 店舗建設 205
540次 6BKF-L・M 興福寺境内 2014.9.29～2015.1.16 451㎡ 奈良市登大路町 芝康次郎 学術調査 212
541次 6BKF 興福寺境内 2014.10.7～2015.2.12 270㎡ 奈良市登大路町 山本祥隆 防災工事 212
542次 6ALO-M・N 平城宮東北官衙地区 2014.10.14～2014.11.27 272㎡ 奈良市法華寺町 渡辺晃宏 史跡整備 151
543次 6ABA-E 平城宮内裏北方官衙地区 2014.12.15～2014.12.24 14㎡ 奈良市佐紀町 渡辺晃宏 住宅増築 140
544次 6AFO-D 法華寺旧境内 2015.1.13～2015.2.6 126㎡ 奈良市法華寺町 渡辺晃宏 住宅建設 140
545次 6AFB-J 法華寺旧境内 2015.2.4～2015.2.12 24㎡ 奈良市法華寺町 小田裕樹 住宅建設 140

表₂₆　₂₀₁₄年度　都城発掘調査部（平城地区）小規模調査等の概要

調査次数 遺　跡 調　査　の　概　要
527次 平城宮跡内裏東方官衙地区 住宅建設にともなう事前調査。調査区は東区と西区の２ヵ所設定し、いずれも地山上面で遺構を検出した。地山

はもっとも浅い部分で現地表下10㎝（標高75.40ｍ）で確認したが、いずれの調査区も現地表下0.5～0.6ｍまで近
現代の造成により削平される。東区では中近世の南北溝の東肩を検出した。西区は顕著な遺構はみられなかった。

528次 平城宮跡大膳職地区北方 住宅建設にともなう事前調査。現地表面より最大で1.9ｍまで掘削したが、調査区全体を昭和の公衆浴場の煙突の
基礎が破壊していたため、近代以前の遺構は検出されなかった。

529次 平城京左京一条二坊十坪 住宅建替にともなう事前調査。調査区は東西２ｍ、南北５ｍ。地山上面（標高72.00ｍ）で遺構検出をおこなった。
調査区内では近世以前の遺構は確認されなかった。

531次 平城宮跡（市庭古墳） 住宅建設にともなう事前調査。現地表下0.6～0.7ｍ（標高74.2～３ｍ）で遺構面を確認した。上層で平城宮の造営
と関わる整地土を確認したが、建物などの遺構は検出されなかった。下層では市庭古墳の周濠底（標高72.15ｍ）
を確認し、周辺の調査成果とあわせて市庭古墳の東南部の様相がより一層あきらかになった。

535次 平城京右京三条一坊十五坪 住宅建設にともなう事前調査。調査の結果、調査区全体が自然流路の中にあることが判明した。遺構は自然流路
を埋め立てた整地土の上面で検出している。遺構面の標高は78.3ｍ。奈良時代の可能性がある土坑を１基検出した。

537次 法華寺旧境内 住宅建設にともなう事前調査。現地表面下35～55㎝で地山（標高64.9～65.1ｍ）を確認した。近世以降の土坑１基
を確認したほかは顕著な遺構は確認できず、中世以降の大規模な造成で古代の遺構面は削平されたとみられる。

538次 平城宮北方 店舗新築にともなう調査。調査区は西区と東区の２ヵ所設定し、いずれも地山直上で遺構を検出した。地山の標
高は、西区で78.3ｍ、東区で78.4ｍ。今回の調査では、西区で落ち込みを検出した他は顕著な遺構は認められなかっ
た。調査地は周辺部より一段低く、後世の水田開発等で古代の遺構面は削平されている可能性が高い。

543次 平城宮跡内裏北方官衙地区 住宅増築にともなう事前調査。東西２ｍ、南北７ｍの14㎡。現地表下0.5～0.7ｍの市庭古墳周濠の埋立・整地土面
で約10基の穴を確認したが、性格や時期は不詳。また一部で検出面から約185㎝で周濠底の青灰色シルトの地山
面とその直上に堆積する有機質（径10㎝超の大型木片〈自然木か〉）を多く含む灰黒色粘土層約20㎝を確認した。

544次 法華寺旧境内 法華寺旧境内北端にあたる場所で、共同住宅建設にともない東西９ｍ、南北14ｍの126㎡の発掘調査を実施。現
地表下40～60㎝の地山面で、奈良時代と考えられる東西塀・南北塀各１条東西溝１条のほか、中世から近代に至
る遺構を検出した。遺物は奈良時代の瓦・土器のほか、近世染付が出土。詳細は『紀要 2016』で報告予定。

545次 法華寺旧境内 共同住宅建設にともなう事前調査で、東西６ｍ、南北４ｍの調査区を設定した。現地表下約0.5～0.7ｍ（標高63.2
～63.5ｍ）で遺構面を確認した。奈良時代の整地土層および14～15世紀代の井戸１基と時期不明の小穴群を確認
した。遺物包含層からは奈良時代の瓦、土器が多量に出土した。

表₂₇　₂₀₁₄年度　都城発掘調査部（平城地区）現場班編制　※総担当

　春 　夏 　秋 　冬
　庄田　慎矢（考古第一） 　尾野　善裕（考古第二） ※芝　康次郎（考古第一） ※神野　　恵（考古第一）
※小田　裕樹（考古第二） 　石田由紀子（考古第三） 　青木　　敬（考古第二） 　川畑　　純（考古第三）
　今井　晃樹（考古第三） 　馬場　　基（史　　料） 　山本　祥隆（史　　料） 　渡辺　晃宏（史　　料）
　番　　　光（遺　　構） ※鈴木　智大（遺　　構） 　箱崎　和久（遺　　構） 　松下　迪生（遺　　構）

　浦　　蓉子（考古第一：研修） 　大澤　正吾（考古第二：藤原）
　金　　宇大（考古第二：藤原） 　清野　陽一（考古第三：研修）

統括：副所長　小野　健吉 　写真担当：企画調整部写真室



Ⅲ－１ 平城宮の調査

図₁₈₆　平城宮発掘調査位置図　1：₈₀₀₀
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１　はじめに

　奈文研では、第２次調査（1959年）以来、第一次大極殿
院の区画東半および回廊部分を中心に、継続的に調査を
おこなってきた。既往調査により、主にⅠ期（奈良時代前

半）、Ⅱ期（奈良時代後半）、Ⅲ期（平安時代初頭）の３時期
の遺構変遷があきらかとなっている（『平城報告 ⅩⅦ』）。
　今回の調査は、第72次調査（1971年）で検出した、桟
敷風の遺構と解釈されているSB7141（Ⅲ期）、Ⅰ期の
第一次大極殿院の南北通路の東側溝と目される南北溝
SD7142の中軸線を挟んだ対称位置における西側溝の確
認を主な目的とし、区画の中軸および上記の遺構の西対
称位置を含む範囲に調査区を設定した（図187）。調査区
は第72次調査と第217次調査（1990年）の両調査区に挟ま
れる。調査面積は東西34ｍ、南北14ｍの476㎡である。
調査は2014年１月７日に開始し、３月18日に終了した。
なお、概要は『紀要 2014』で報告している。

２　地形と基本層序

　第一次大極殿院地区は、奈良山丘陵の尾根筋に位置
し、北から南へなだらかに傾斜する。今回の調査区は、
磚積擁壁SX6600の南方約20ｍの中軸線付近に位置し、
2010年の大極殿復原にともなう整備によって、現況の調
査前の地形も緩やかに南に傾斜していた。
　基本層序は、地表から整備にともなう盛土、旧地表
面、耕作土、床土、包含層、Ⅱ期礫敷層、Ⅱ期の整備に
ともなう整地土、Ⅰ期礫敷層、地山の順である。部分的
にⅠ期造成前の地形を均すための整地土が地山上にみら
れる。遺構検出は包含層を取り除いたⅡ期礫敷層でおこ
ない、一部これを掘り下げ、Ⅰ期礫敷層および整地面で
検出した。なお、第一次大極殿院の中軸付近では、大正
期の石積み護岸の溝（以下、大正水路とする）によって深
く掘削されているため、この範囲では、地山面あるいは
Ⅰ期造成前の整地面で検出をおこなった。

３　検出遺構

　今回の調査では、主にⅡ・Ⅲ期の遺構を中心に検出し、

一部、Ⅰ期およびそれ以前の遺構を確認している。以下、
古い時期の遺構から順に記す。

Ⅰ期以前の遺構

南北溝SD₁₉₇₄₉　　調査区の西北部の排水溝および調査
区南端のサブトレンチの断面で確認した素掘りの南北
溝。地山面あるいはⅠ期の造成以前の整地土の上面から
掘り込んでおり、Ⅰ期の礫敷広場SH6603Aに覆われる。
第一次大極殿院の造営にともなう遺構の可能性がある。

Ⅰ期の遺構

礫敷広場SH₆₆₀₃A　　磚積擁壁から第一次大極殿院の南
面築地回廊まで広がる礫敷広場。今回の調査区では、主
に排水溝や断割調査の断面で確認し、第一次大極殿院の
中軸付近で、部分的にⅡ期の礫敷をはずして検出した（図

190）。調査区の大半で、元の地形の上に直接、径約３～
５㎝の礫を敷いており、一部、元の地形の窪む部分では
整地が確認できる。礫敷は良好に遺存するところで、約
10㎝の厚さが確認できるが、失われている部分も多い。
調査区全体で、南に向かって緩やかに傾斜し、南に向け
て排水したと考えられる。
南北通路SF₁₉₇₅₁・南北通路西側溝SD₁₉₇₅₀　　SD19750
は調査区西北部の排水溝の断面および東西溝SD7132の
底面で確認した素掘りの南北溝（図191・192）。幅約1.5ｍ、
深さ約15㎝。第一次大極殿院の区画中軸を挟んだ対称の

平城宮第一次大極殿院広場
の調査
－第520次

図₁₈₇　第₅₂₀次調査区位置図　1：₃₀₀₀
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図₁₈₈　第₅₂₀次調査区遺構図　1：₁₅₀
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位置で、同様の南北溝SD7142を検出しており（第72次調

査）、これを第一次大極殿院南門から大極殿へ至る幅約
38ｍの南北通路の東側溝と想定していた。今回、検出し
たSD19750は西側溝にあたり、両側溝を検出したことで、
南北通路SF19751の存在が確認された。南北通路の幅は
約38.5ｍ（130尺）。SD19750は礫敷広場SH6603Aの礫敷
の上面から掘り込んでおり、通路部分とそれ以外の部分
で舗装の違いは確認できない。またⅡ期の整地土が溝埋
土の直上にあることから、Ⅰ期の間は存続していたと考
えられる。なおSD19750は磚積擁壁の斜路南端部よりも
北方で確認しており、この点は大極殿院の中軸および磚
積擁壁の上下の動線を示す重要な知見である。

Ⅱ期の遺構

礫敷広場SH₆₆₀₃B　　石積擁壁SX9230から西宮の南面
築地回廊SC3810まで広がる礫敷で、調査区全体で良好

に遺存する（図194）。調査区の大部分で、Ⅰ期の礫敷上
に、厚さ約５㎝の整地を施し、その上にさらに径５㎝程
度の礫を約５～15㎝の厚さで敷く。調査区西部の一部で
は、Ⅰ期の礫敷上に、Ⅱ期の礫敷が直接敷かれる。南に
向かって緩やかに傾斜しており、南に向けて排水したと
考えられる。なお、Ⅲ期の礫敷は確認できず、Ⅱ期のも
のを踏襲したと推察される。
幢旗柱穴SX₁₉₆₉₇～₁₉₇₀₃・₁₉₇₀₇～₁₉₇₁₃　　調査区のほ
ぼ中央で検出した、東西５基、南北２列に並ぶ柱穴列（図

194）。第72次調査とあわせて、各列７基ずつであること
が確定した。柱間寸法はともに約5.9ｍ（20尺）等間で、
南北の柱穴列の間隔は、約3.8ｍ（13尺）。７基の中央に
あたる柱穴SX19700・19710は、ほぼ区画の中軸線上に
位置する（図189）。
　柱掘方は東西に細長い楕円形で、大きさは北側の柱穴

図₁₉₀　Ⅰ期礫敷広場SH₆₆₀₃Aの平面検出（西から）

図₁₈₉　第₅₂₀次調査区と周辺の遺構図　1：₆₀₀

図₁₉₁　西側溝SD₁₉₇₅₀（北から）
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図₁₉₉　幢旗柱穴SX₁₉₇₀₀断面図　1：₅₀
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図₁₉₂　第₂₁₇次排水溝南壁土層図　1：₈₀

図₁₉₃　大正水路西壁土層図　1：₈₀

図₁₉₄　幢旗柱穴列とⅡ期礫敷広場SH₆₆₀₃B（東から）

図₁₉₇　幢旗柱穴SX₁₉₇₀₀断割（北から）

図₁₉₅　幢旗柱穴SX₁₉₇₀₀断割（東から）

図₁₉₆　幢旗柱穴SX₁₉₇₁₀断割（西から）

図₁₉₈　幢旗柱穴SX₁₉₇₀₀断割（北東から）
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列で東西約3.0ｍ、南北約1.2ｍ、南側の柱穴列で東西約3.0
ｍ、南北約1.0ｍを測る。断割調査から、掘方の深さは
約1.0ｍで、各柱穴の柱掘方の底面がほぼ揃う（図199・

200・202）。各柱掘方は３つの抜取穴を有し、それぞれの
抜取穴の間隔は約1.0ｍ、柱抜取穴から想定される柱径
は約25～30㎝である。掘方部分・抜取部分ともに、礫敷
の上面から約５㎝の深さまで埋め戻し、これより上は
礫で埋めており、再舗装と考えられる。なおSX19697～
19703・19707～19713のいずれの柱穴においても、複数
回の掘方・抜取穴は確認できない。
　南北の柱穴で掘方の埋土に違いがみられ、北側の柱
穴SX19700・19701では、掘方の埋土が砂質であるのに
対し、抜取穴の埋土には、径約５㎝の礫が多く詰まる。
一方、南側の柱穴SX19710・19712の抜取穴には、柱穴
SX19700・19701と同様に径約５㎝の礫が多く詰まるが、
掘方は粘性の高い埋土である。

　また掘方と柱位置の関係にも特徴の違いがみられる。
南側のSX19710では、掘方の北壁や東西の壁に接する位
置に柱を立てるが、北側のSX19700では掘方の壁から離
して柱を立てている（図195・196）。
　また柱穴SX19700では掘方内の西脇柱部分に段が確認
でき、これは構築物の設置のために設けられた作業場の
可能性がある（図197・198）。
　これまで、南北２列の柱穴SX19697～19703・19707～
19713を一連の遺構と考え、桟敷状の遺構SB7141と解釈
してきたが、上記のように、南北の柱穴列は特徴を異に
する点も多く、一連の遺構ではなく、後述するように、
これらは、元日朝賀において立てられた３本の宝幢と四
神旗、計７本の幢と旗（幡）（以下、幢旗）の遺構の可能
性が極めて高い。
　なお幢旗柱穴SX19697～19703・19707～19713は同じ
Ⅱ期の礫敷面から掘り込んでおり、両者の先後関係は不

ＷＥ
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図₂₀₀　幢旗遺構SX₁₉₇₀₁断面図　1：₅₀

図₂₀₁　幢旗遺構SX₁₉₇₀₁断割（北東から） 図₂₀₃　幢旗遺構SX₁₉₇₁₂断割写真（南から）

図₂₀₂　幢旗遺構SX₁₉₇₁₂断面図　1：₅₀
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明で、年代指標となりうる遺物も出土していない。
柱穴SP₁₉₇₂₀　　調査区の西北部で検出した掘立柱の柱
穴。柱掘方は一辺約1.5ｍの隅丸方形で、深さは約30㎝。
柱の部分のみ約80㎝の深さとする（図204）。現状、これ
と組み合う柱穴を検出しておらず、区画中軸線を挟んだ
対称位置においても、同様の遺構は確認できない。幢旗
など単独の柱による構築物の可能性も推察されるが、そ
の詳細は不明である。

Ⅲ期の遺構

石敷列SX₁₄₃₄₁　　調査区の西北部で検出した凝灰岩の
切石の石敷列で、今回の調査区で約４ｍ分を検出し、第
217次調査とあわせ、総長5.4ｍとなった（図205・206）。
凝灰岩の幅は約50㎝で、二上山産と春日山地獄谷産と推
定される。一部の凝灰岩には、石敷列には不必要な欠き
込みがあり、基壇の羽目石などを転用した可能性がある。
　区画の中軸を挟んだ対象の位置で、安山岩の石敷列
SD7133を検出しており、『平城報告 ⅩⅠ』・『平城報告 
ⅩⅦ』では、これを東側溝、SX14341を西側溝、両溝間
を内庭中央通路SF14342と解釈し、遺存する凝灰岩や安
山岩は石組溝の底石で、側石は失われているとしてき
た。しかし、Ⅱ期の礫敷広場SH6603BよりもSX14341の
凝灰岩上面の標高がやや高いこと、Ⅱ期の礫敷上にⅢ期
の礫敷の舗装が確認できないこと、据付掘方に凝灰岩粉
がほとんどみられないことから、側石をともなう石組溝
の底石の可能性は考え難い。
　また後述の南北溝SD19740と関連し、溝の蓋石の可能
性も想起しうるが、SX14341の据付掘方がSD19740を壊
しており、南端から約２ｍ部分は幅約20㎝の凝灰岩が２
列に並び、かつ下層の溝のほうが凝灰岩より幅が広いこ
とから、蓋石の機能を果たし難く、この可能性も考えに
くい（図205・206）。このほか、区画や中央通路を示すため

の設備などの可能性もあるが、いずれも決め手に欠く。
南北溝SD₁₉₇₄₀　　調査区の北西部、石敷列SX14341の
下層に幅約40㎝、深さ約15㎝の素掘りの南北溝を確認し
た（図205・206）。調査区の北方へ延びると推定される。
径３～５㎝の礫が詰まる状況が確認できるが、Ⅱ期の礫
敷との区別は明瞭ではないため、人為的に礫を詰めた礫
詰暗渠であるのか、素掘りの開渠に礫が入り込んだのか
については判然としない。
東西溝SD₇₁₃₂・₁₉₇₄₁　　調査区のほぼ中央で、第72次
調査で検出した素掘りの東西溝の延長を約33ｍにわたっ
て検出した。幅約40㎝、深さ約15㎝。南北溝SD19740と
接続する可能性がある。SD19741の直上に、幅約1.4ｍ、
深さ約10㎝の素掘りの東西溝SD7132が位置する。調査
区東半のSD7132付近の包含層から、幅約50㎝の凝灰岩
の切石が出土しており、凝灰岩の据付溝とみられる遺構
が一部確認できることから、SD7132上の石敷列SX14341
と同様、凝灰岩が敷かれていた可能性も考えうる。
掘立柱建物SB₇₁₄₀　　第72次調査で桁行６間分を検出し
ていた東西棟掘立柱建物の延長を、調査区の東南部で検
出した。柱間寸法は桁行約2.7ｍ（９尺）等間、梁行約2.4
ｍ（８尺）等間。今回の調査で北西隅の柱穴を検出し、
建物規模が桁行７間、梁行２間と確定した。
掘立柱建物SB₁₉₇₃₅　　調査区の西南部で検出した東西
３間以上、南北２間以上の掘立柱建物。柱間寸法は均一
ではなく、柱穴は径約30㎝の小さい円形で、浅く、仮設
建物と考えられる。中軸を挟んだほぼ対称の位置で、同
様の仮設とみられる掘立柱建物SB7134を検出している。
掘立柱建物SB₁₉₇₃₀　　調査区の東北部で検出した東西４
間の掘立柱建物。柱間寸法は約3.0ｍ（10尺）等間。調査
区の北方に展開すると推定されるが、塀の可能性もある。

（海野　聡）
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図₂₀₄　柱穴SP₁₉₇₂₀断面図　1：₅₀ 図₂₀₅　石敷列SX₁₄₃₄₁・南北溝SD₁₉₇₄₀断面図　1：₅₀ 図₂₀₆　石敷列SX₁₄₃₄₁と南北溝SD₁₉₇₄₀（南から）
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４　出土遺物

　遺物包含層から鉄製の火打金１点、鉄角釘２点、耕作
溝から鉄角釘１点が出土した。鉄角釘はいずれも頭部が
欠損する。図207は火打金と考えられ、薄い鉄板を台形
状に整形する。左側辺がやや内彎ぎみだが、錆膨れによ
り判然としない。幅4.7㎝、高さ3.0㎝、厚さ0.3㎝。平城
宮および京での火打金の類例は、内裏東方の基幹排水路
SD2700（『昭和61年度 平城概報』）や西一坊坊間路西側溝
SD920 １）にある。� （芝康次郎）

　土器・土製品は、整理用コンテナ２箱分の土器が出土
した。奈良時代の須恵器・土師器と中世の土師器・瓦器
が大半である。各遺構からは須恵器・土師器の細片が少
量出土したのみで図示し得るものはない。耕作溝からは
瓦器や土師器小皿が出土しており、中世には耕地化して
いたことがうかがえる。� （青木　敬・小田裕樹）

　瓦磚類・凝灰岩が少量出土したが、特筆すべきものは
みられない（表28）。� （今井晃樹）

５　幢旗の遺構について

　SX19697～19703・19707～19713については、第72次
調査から『平城報告 ⅩⅦ』までの解釈と異なる知見を
得たため、これまでの解釈の概略を述べ、今回、新たに
幡旗の遺構と判断するに至った論拠を提示したい。

既往の遺構解釈

　第72次調査において、東西に長い楕円形の遺構が東西
に３基、南北２列並ぶことが確認された。当時は他に類
似した発掘事例がなく、２列の柱穴が組み合った桟敷
風の遺構SB7141と解釈し、時期もⅡ期・Ⅲ期のいずれ
とも決め難いとしつつ（『平城報告 ⅩⅠ』）、Ⅲ期の南北溝
SD7231および東西溝SD7132に囲まれることから、これ
らを一連の遺構と解釈し、Ⅲ期としてきた。
　今回の調査により、SD7132が石敷列SX14341より西に
延びず、SD7131・7132が柱穴列SX19697～19703・19707
～19713を取り囲まないことが確認され、これらの遺構
を一連と捉えることに対し、再考の必要が生じた。加え
て、東西溝SD7132（Ⅲ期）と柱穴SX19697～19703の間隔
が約0.4ｍと非常に近く、同時併存の蓋然性が低いことか
らも、時期を異にすると考えられ、SX19697～19703・

19707～19713はⅡ期の遺構と解釈するのが妥当である。
文献資料・絵画資料にみる幢旗

　『延喜式』によると、元日朝賀には、大極殿からみて、
中央に烏形の幢、左（東）側に日像の幢、さらに朱雀・
青龍の旗、右（西）側に月像の幢、さらに白虎・玄武の旗、
合計７本の幢旗を立てるとされる。また幢旗の柱の相互
間隔は「二丈許」（約６ｍ）と定められる。これらの『延
喜式』に記された幢旗の数、相互の間隔は、SX19697～
19703・19707～19713と一致する。このほか、『続日本紀』
にも大宝元年（701）の元日朝賀の際に藤原宮で同様の７
本の幢と幡（旗）を立てたという記述が確認でき、８世
紀には元日朝賀において幢や幡（旗）を立てる儀式が成
立していたと考えられる。
　また、院政期の儀式の様子を反映していると考えら
れる「文安御即位調度図」（図208）には、中央の柱と２
本の脇柱を持つ構造の幢旗が描かれ、高さは「三丈」

（約９ｍ）と伝える。この３本の柱をもつという特徴も、
SX19701・19712で確認された、３つの抜取穴と対応する。

２時期の幢旗遺構

　以上のことから、SX19697～19703・19707～19713は、
文献や絵画資料の幢旗に関する記述や描写と一致する点
が多く、２時期分の幢旗の遺構の可能性が極めて高い。
また元日朝賀は大極殿院で執りおこなうのが通例である
が、『続日本紀』によると、西宮において、天平神護元
年（765）には称徳天皇が朝賀を受けており、神護景雲３
年（769）には法王道鏡が大臣以下の拝賀を受けたことが
確認できる。むろん、これらの２回の儀式がSX19697～
19703・19707～19713に直接、対応すると即断はできな
いが、西宮においても、元日朝賀がおこなわれたことを
示している。
　ただし、①西宮の既発掘調査区でSX19697～19703・
19707～19713以外にⅡ期の幢旗の遺構が確認できないこ
と、②複数回の掘方や抜取穴が確認できないこと、③西
宮における元日朝賀が特殊であり、それゆえ『続日本紀』
に記載された可能性が考えられること、以上の３点を鑑
みると、SX19697～19703・19707～19713は、『続日本紀』
に記された２回の正月儀礼に対応する可能性が高いと考
えられる。

他の幢旗の遺構との比較

　古代宮都における幢旗の遺構は、平城宮第二次大極

表₂₈　　第₅₂₀次調査出土瓦磚類一覧
軒丸瓦 軒平瓦 その他

型式 種 点数 型式 種 点数 種類 点数
型式不明（奈良） １ 6663 Ｃ １ 凝灰岩 １

道具瓦 1
軒丸瓦計 １ 軒平瓦計 １ その他計 2

丸瓦 平瓦 凝灰岩
重量 6.335㎏ 20.108㎏ 27.624㎏
点数 94 421 37

図₂₀₇　第₅₂₀次調査出土火打金　２：３

0� 3㎝
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殿院や長岡宮大極殿前庭で検出されている。それぞれ
の特徴を述べつつ、幢旗柱穴SX19697～19703・19707～
19713との比較を試みたい。
平城宮第二次大極殿院（図₂₀₉左）　　SX9151・9168・11259・ 
11260、SX11252～11258が幢旗の遺構とされ、前者は第
二次大極殿の四隅に位置し、光仁天皇の即位式にともな
うもの、後者は大極殿の前に東西に並び、桓武天皇の即
位式にともなうものとする。SX19697～19703・19707～
19713は後者と特徴を一にするため、これを比較対象と
する。SX11252～11258は、大極殿の基壇南端から23.6ｍ

（80尺）に位置する。柱掘方の規模は東西約4.0ｍ、南北約
2.0ｍで、相互の柱穴の間隔は一定ではなく、7.1ｍ（24尺）

～7.7ｍ（26尺）。１つの掘方に３つの抜取穴が確認できる。
断面観察によると柱穴ごとに掘方の深さが異なり、中央
柱のみやや深い。中央の柱と脇柱の間隔は約1.25ｍであ
る。また、ともに掘方の底面まで抜取穴が延びず、掘方
底面に直接柱を立てた形跡はみられない。
長岡宮大極殿前庭 ２）（図₂₀₉右）　　大極殿の基壇南端から
29.5ｍに位置する。柱掘方の規模は東西約3.0ｍ、南北約
1.1ｍで、相互の柱穴の間隔は約6.0ｍ（20尺）等間。確認
された掘方の深さは約60㎝で、掘方の底面は平坦ではな

く、柱位置のみ窪んでいる。掘方の大半に礫が詰まって
おり、抜取穴は掘方の底面でのみ確認したと報告されて
おり、掘方に詰まる礫は礫敷のものと判断している。中
央柱と脇柱の間隔は約1.0～1.2ｍ。また幢旗が複数回立
てられた痕跡はうかがえないとする。
比　較　　平城宮第二次大極殿院の遺構は、即位に関わ
る一時的・仮設的なもの、長岡宮の遺構は、元日朝賀に
ともなうと解釈されている。いずれの幢旗の遺構におい
ても、複数回の幢旗柱穴の掘削は確認できない。
　今回の調査で検出した２時期の幢旗遺構SX19697～
19703・19707～19713は、西宮という場所の特殊性を考
慮する必要はあるが、元日朝賀などの儀式にともなうも
のと考えられる。位置を違えて２ヵ所に設置しており、
また抜取穴より復元される柱径が約25～30㎝と細いこと
から、幢旗を支える常設の構築物の設置は考え難い。
　一方、長岡宮の遺構では、個別の柱の抜取穴がみえず、
掘方の底部にのみわずかに残る。この点から、中央柱・
両脇柱を個別に抜き取ったのではなく、３本セットで柱
を抜き取った可能性、あるいは幢旗を固定するための常
設の構築物を抜き取った可能性が考えられる。

平城宮第二次大極殿院SX11253 長岡宮大極殿前庭SX34300
0 2ｍ

SX11253

P1-1
P1-2

P1-2 P1-2

図₂₀₉　古代の宮殿における幢旗遺構の比較　1：₅₀

図₂₀₈　宝幢・四神旗（幢旗）の姿（神宮文庫蔵「文安御即位調度之図」による）
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幢旗の施工に関する一考察

　幢旗柱穴SX19697～19703・19707～19713の遺構の特
徴をもとに、幢旗の施工について一考を案じたい。まず、
柱穴を布掘りとする点は、中央の柱と脇柱の間隔を一定
とし、東西方向の誤差に対応させる目的が考えられる。
すなわち、３本の柱の間隔は、柱を相互に繋ぐ横架材に
よって定まっており、これを調整した上で、掘方が埋め
られたと推察できる。また抜取穴から想定される中央柱
の間隔は約5.9ｍ（20尺）等間で、その施工精度は高い。
　次に柱穴の底面の標高を揃える点は、地表からの掘削
深度を一定とすることで、柱の下部の高さ調整を省力化
し、幢旗の頂部の高さを揃えるための工夫と考えられ
る。３本の柱が横架材などにより固定された状況の場
合、柱の底部の高さ調整は特に困難であり、柱穴の底面
の標高を揃えることは有効な方法であろう。
　また南側の柱穴SX19710・19712をみると、掘方の壁
に接して柱を立てるが、これは南北・東西方向の柱位置
調整の省力化と柱位置の限定による掘削範囲の縮小のた
めの工夫と考えられる。さらに南北の柱穴列で、中央柱
と脇柱の間隔、柱穴の掘削深度がほぼ等しい状況から、
同じ幢旗を使用した可能性や幢旗の形状が定型化してい
た可能性も想定できる。なお、第二次大極殿院と西宮の
遺構で中央柱と脇柱の間隔が異なるが、第二次大極殿の
遺構の抜取穴は大きいため、西宮と同じ幢旗を使用した
としても、遺構解釈に齟齬は生じない。また抜取後の再
舗装の範囲は掘方とほぼ位置を違えていない。ここから
掘方の掘削から抜取・再舗装までの時間的近接、すなわ
ち幢旗の仮設性・一時性がうかがえる。加えて礫敷の再

舗装は広場の礫敷舗装に対する維持・復旧に対する配慮
の表れであろう。

６　ま と め

　今回の調査によって得られた主な知見は、Ⅰ期（第一

次大極殿院）の南北通路とその西側溝、Ⅱ期（西宮）の大
規模な造成、Ⅱ期（西宮）の幢旗の遺構の３点である。
　Ⅰ期における南北通路の発見は、大極殿の区画におけ
る中軸線や大極殿と大極殿院南門までの動線を考える上
で、重要な知見である。加えて、宮城における中軸線の
重要性を示すものと考えられる。また古代宮殿の元日朝
賀に関わる幢旗の遺構は、長岡宮大極殿前庭において確
認されてきたが、今回の調査において西宮の区画で検出
したことにより、大極殿院以外の場所で元日朝賀がおこ
なわれたことが考古学的に示された。さらに検出した遺
構が『延喜式』に記載される柱間寸法と一致し、「文安
御即位調度図」に描かれた中央柱と２本の脇柱を有する
構造と特徴を同じくしていた。なお、今回あきらかと
なった幢旗の様相は、あくまで奈良時代後半のものであ
り、奈良時代前半以前の様相については、藤原宮中枢部
の発掘成果に期待したい。� （海野）

註
１）	 奈文研『平城京右京八条一坊十一坪　発掘調査報告書』

1984。
２）	 財団法人向日市埋蔵文化財センター『長岡宮「北苑」・宝

幢遺構』2005。

図版出典
　図209左図：『平城報告 ⅩⅣ』、50頁、Fig.24。
　　      右図：注２）前掲書、100頁、第56図。

図₂₁₀　第₅₂₀次調査区全景（南から）
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１　はじめに

　この調査は、国土交通省による平城宮跡歴史公園工事
関連施設（平城宮第一次大極殿院築地回廊の復原整備のための

工事ヤード）造成・建設にともなうものである。
　同施設は、旧耕土とその上面の表土が露出した現地表
面に１～1.5ｍに及ぶ盛土造成をおこなった上で建設さ
れる予定であるが、平城宮東張り出し部北半（仮に東北

官衙と呼ぶ）、ことに今回の予定地を含む県道谷田・奈良
線より北側の内裏東大溝SD2700から東面大垣までの広
大な空間については、調査事例がほとんどない。隣接す
る造酒司の存在からみて官衙ブロックが展開していたと
みられるこの地域は、水上池のすぐ南に位置し、内裏・
第二次大極殿院・東区朝堂院がのる尾根と東院・法華寺
の位置する尾根に挟まれた谷筋の源頭部分にあたり、複
雑に遺構が展開することが予測された。
　このため約10,000㎡の予定地のうち、木材保管庫と調
整池予定部分の一部について、遺構面の高さなど遺跡の
状況確認のための発掘調査が必要と判断された。調査は
Ａ区からＦ区までの６つの調査区を設けて実施した（図

211）。Ａ区とＢ区はそれぞれ東西20ｍ南北４ｍの80㎡、
Ｃ区とＤ区はそれぞれ東西７ｍ南北４ｍの28㎡、Ｅ区と
Ｆ区はそれぞれ東西４ｍ南北７ｍの28㎡で、総発掘面積

は計272㎡となる。調査期間は2014年10月14日から11月
27日までである。なお、調査の目的に鑑み、排水溝部分
などを除き、断割調査は必要最小限にとどめた。

２　基本層序

　今回の調査区における現地表面から奈良時代の遺構面
までの深さは、平城宮跡における一般的な状況に比べて
総じて浅く、遺物包含層もごく薄い。Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ区
では、橙褐色礫土の地山面で遺構を検出した。Ｅ区では
一部に整地土の黄褐粘土が残る。これに対し、敷地西南
隅のＦ区のみは様相が大きく異なる。遺物包含層が厚く
残る上に、全面に整地土とみられる橙褐色粘土の整地土
が堆積する。以下、調査区ごとに概要を述べる。
Ａ　区　　表土・耕土・床土直下に薄い遺物包含層があ
り、その下の現地表面から約25～35㎝の深さで橙褐色礫
土（地山）の奈良時代の遺構面となる。遺構面の標高は、
70.10～70.20ｍである。
Ｂ　区　　表土・耕土・床土直下に薄い遺物包含層があ
り、その下の現地表面から約25～40㎝の深さで、橙褐色
礫土（地山）の奈良時代の遺構面となる。遺構面の標高は、
69.70～69.90ｍである。なお、調査区中央には水田境界
にともなうとみられる南北方向の約20㎝の段差がある。

平城宮東北官衙地区の調査
－第542次

図₂₁₁　第₅₄₂次調査区位置図
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Ｃ　区　　表土・耕土・床土直下に薄い遺物包含層があ
り、その直下の現地表面から約30㎝の深さで、橙茶褐色
粘土（地山）の奈良時代の遺構面となる。遺構面の標高
は約69.35ｍである。
Ｄ　区　　表土・耕土・床土直下に薄い遺物包含層があ
り、その下の現地表面から約30～40㎝の深さで、橙褐色
礫土（地山）の奈良時代の遺構面となる。遺構面の標高
は約69.35ｍである。
Ｅ　区　　表土・耕土・床土直下に薄い遺物包含層があ
り、その下の現地表面から約35～50㎝の深さで、黄褐粘
土（整地土）または橙褐色礫土（地山）の奈良時代の遺構
面となる。遺構面の標高は約69.40ｍである。
Ｆ　区　　表土・耕土・床土の下に、奈良時代の土器を
多量に含む遺物包含層（厚さ約20㎝）があり、その下の
現地表面から約0.6～0.7ｍの深さで、橙褐色粘土（整地土。

厚さ約20㎝）に達し、その下が灰色礫土（地山）となる。
奈良時代の遺構は橙褐色粘土（整地土）上面（標高69.10～

69.20ｍ）で検出したが、一部遺構の稀薄な北から約2.5ｍ
分については、灰色礫土（地山）の面まで掘り下げて、
下層の遺構の存在を確認した。下層遺構の検出面の標高
は約68.95ｍである。

３　検出遺構

Ａ　　区

　主な検出遺構には、柱穴８基、南北溝１条、性格不詳
の土坑１基がある（図214・217）。また、排水溝の断面で
SP19773・SP19793（図212）など柱穴の可能性のある落
ち込みを６ヵ所で確認した。柱穴と認識している穴と組
み合いそうなものもあるが、いずれも一部のみの検出で
大きさや位置を確定しがたいため、建物と認めるには至
らなかった。遺存する深さは0.6ｍに達するものもあっ
たが、確認できる柱穴の多くは30～40㎝程度であり（一

辺１ｍ近い柱穴でも同様）、遺存する深さの２倍以上あった
ものが削平を受けた可能性を考える必要があろう。
土坑SK₁₉₇₅₅　　調査区東端で検出した、一辺約1.5ｍの
隅丸方形の性格不詳の土坑。断割の結果、約20㎝で地山
面を確認し、浅い皿状を呈することがあきらかになった。
柱穴SP₁₉₇₇₃　　調査区北端西寄りで一部を検出した柱
穴で、柱は抜き取られている。掘方は一辺１ｍを越える
規模をもつ。抜取から軒丸瓦6282Baが１点出土した。

南北溝SD₁₉₇₇₅　　調査区西寄りで検出した奈良時代と
考えられる溝で、幅約0.7ｍ、深さは約20㎝遺存していた。
第一次大極殿創建時の軒丸瓦6284Cが１点出土した。

Ｂ　　区

　主な検出遺構は、掘立柱建物２棟、掘立柱塀１条、斜
行溝１条、性格不明の土坑などである（図215・218）。
掘立柱建物SB₁₉₇₉₅　　調査区東北隅で検出したもので、
近代の溝により輪郭を失っているが、一辺約１ｍの方形
の掘方をもつとみられる。柱間約2.7ｍ（９尺）で並ぶ２
基の柱穴を確認し、これより西へは続かない。棟の方向
は決めがたいものの、一応建物の西南隅部分と考えてお
く。掘方の遺存する深さは検出面から約30㎝と浅い。東
側の柱穴の抜取から、軒丸瓦6282Baが１点出土した。
東西棟掘立柱建物SB₁₉₈₀₀　　調査区中央から西に続く
柱穴列で、５基４間分を検出した。掘方は南北約1.5ｍ、
東西約1.2～1.5ｍに及ぶ、全体としてやや南北に長い隅
丸方形で、柱間は約３ｍ（10尺）等間。柱はすべて抜き
取られている。深さは検出面から約0.8ｍで、上部40～
50㎝程度の削平を受けているとみられる（図213）。東側
で検出したSP19803と一連の可能性があるが、柱間がや
や広く、また南にずれるので、４間分とみておく。また、
建物のどの部分かは厳密には特定できないが、水田の段
差なども考慮して、一応北側へ展開すると考えておく。
距離からみて、SB19795とは併存しないとみられる。
東西塀SA₁₉₈₁₀　　SB19800の柱穴の東にこれと並ぶよ
うに検出した柱穴列。水田の境を限る東西溝SD19801の
底で、３基２間分を検出した。柱間は約３ｍ（10尺）で、
南北約0.6ｍ、東西約0.5ｍのやや南北に長い掘方をもつ。
掘方の規模の割りに柱間が広く、東西方向の塀とみてお
く。SD19801によって壊されているため、さらに西に延
びていた可能性も充分考えられ、SB19800にともなう足
場穴などの機能を想定することも可能であろう。
性格不詳遺構SX₁₉₇₉₆　　調査区東端で検出した性格不
詳の土坑状の遺構。東西約0.9ｍ以上、南北約1.5ｍ以上、
深さは検出面から約25㎝遺存する。
性格不詳遺構SX₁₉₈₃₀　　調査区西南隅で検出した性格
不詳の土坑状の遺構。東西約1.1ｍ以上、南北約1.7ｍ以
上、深さは検出面から約25㎝遺存する。
斜行溝SD₁₉₈₀₉　　調査区中央を北東から南西方向に横
切る溝。重複関係からみて奈良時代よりも古い時期の遺
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構の可能性がある。幅約40㎝、遺存する深さは約15㎝。
東西溝SD₁₉₈₀₁　　調査区を東西に縦断する溝。水田境
界の段差の下面に沿って延びる近世以降のものであろ
う。幅約40～60㎝、遺存する深さは約30～50㎝。
東西溝SD₁₉₈₀₂　　調査区北端を縦断し西端は北に折れ
る可能性のある近代の溝。西で北にやや振れている。法
面を確保せず直に掘り込んでおり、掘り込み面から0.8
ｍ以上、遺構検出面からでもさらに40～50㎝まで達する
ことを確認したが、周辺の遺構保全を考えて完掘を避け
たため性格は不詳。礫混じり土で堅く突き固めている部
分と耕土を無造作に入れている部分とがある。電気系統
など、何らかの埋設用の掘方か。

Ｃ　　区

　主な検出遺構は、掘立柱の柱穴とみられる遺構３基、
土器廃棄土坑１基で、ほかに小穴多数を検出したが、い
ずれもまとまらない（図216・220）。遺構の状況や、奈良
時代の遺構検出面で耕作溝をあわせて検出している状況
から考えると、奈良時代の遺構はかなりの削平を受けて
いるとみられる。なお、排水溝での断面観察によると、
遺構検出面の下位において、東院中枢部の調査（第401

次調査など）でも確認された細かな縞状の堆積がみられ、
版築土の可能性も考慮したが、地山の自然堆積と判断し
た。東院中枢との類似は、少なくともＣ区が谷筋からや
や東に外れた位置にあることを意味しよう。
柱穴SP₁₉₈₄₀　　調査区東部で検出した柱穴。掘方は東
西約0.6ｍ、南北約0.8ｍ。柱は抜き取られている。
柱穴SP₁₉₈₅₀　　調査区北部中央で検出した柱穴。掘方
は東西約0.6ｍ、南北約0.8ｍで、柱は抜き取られている。
掘方は揃わないが、抜取はSP19840と約2.7ｍ（９尺）の
間隔で東西に並ぶため、一連の建物の可能性もある。
柱穴SP₁₉₈₆₀　　調査区西南部で検出した大型の柱穴。
東西約1.1ｍ、南北約1.3ｍの南北にやや長い方形の掘方
をもつ。柱は抜き取られているとみられる。
土坑SK₁₉₈₅₅　　調査区南辺で確認した土坑で、東西約
１ｍ、南北は１ｍ以上で調査区外に展開する。遺存する
深さは約10㎝と浅い。

Ｄ　　区

　主な検出遺構は、掘立柱建物１棟、単独の柱穴２基で、
ほかに四周の排水溝の断面で、柱穴の可能性のある落ち
込みを４ヵ所確認している（図221・224）。

掘立柱建物SB₁₉₈₇₀　　南側柱筋または南廂の東南隅部
分とみられる柱穴２基を検出した掘立柱建物。後述のよ
うに、東面にSD19871、南面にSD19872がめぐることか
ら、建物と判断した。溝までの距離は東面の方が長く、
どちらかといえば南北棟の可能性が高いが、SD19872の
南限が確定できないため、溝心位置が決められず、東西
棟の可能性も否定はできない。掘方は一辺約1.3ｍの隅
丸方形で、柱はいずれも抜き取られている。西排水溝で
の断面観察によれば、遺存する深さは約0.6ｍで、本来の
深さの半分程度の削平を受けているとみられる（図219）。
南北溝SD₁₉₈₇₁　　SB19870の東雨落溝と考えられる素
掘りの南北溝。幅約0.6～0.7ｍ、深さ５～10㎝程度が遺
存する。SB19870東端から溝心までの距離は約1.5ｍ。調
査区南端で東西溝SD19872に接続するが、Ｔ字に接続し
てさらに南に延びる可能性もある。
東西溝SD₁₉₈₇₂　　SB19870の南雨落溝と考えられる東
西溝。南限は調査区外となり、幅約１.1ｍ以上、深さ約
10㎝が遺存する。東端はSD19871と接続する。
柱穴SP₁₉₈₇₃　　調査区東北隅で検出した柱穴、掘方は
一辺約80㎝の方形。柱は抜き取られている。
柱穴SP₁₉₈₇₅　　調査区西南隅のSD19872の底で検出し
た柱穴。調査区外に続く。掘方は一辺約0.7ｍ以上の方形。
遺存する深さは約20㎝で、底面の標高はSB19870の柱穴
より約40㎝浅い。柱は抜き取られているとみられる。

Ｅ　　区

　主な検出遺構は掘立柱建物１棟で、ほかに北面の排水
溝の断面で、柱穴１基を確認している（図222・226）。
総柱掘立柱建物SB₁₉₈₉₀　　調査区南半で検出した総柱
の掘立柱建物。方形に並ぶ柱穴４基を検出した。掘方は
一辺約１ｍの不整方形で、柱はすべて抜き取られている
とみられる。深さは約0.6～0.7ｍ遺存する（図225）。柱間
は東西方向が約2.1ｍ（７尺）、南北方向は約1.95ｍ（6.5尺）

で、南、および東西（またはそのいずれか）に展開し、倉
庫の可能性がある建物の北端の一部と考えられる。

Ｆ　　区

　橙褐色粘土の整地土面で検出した主な遺構としては、
溝１条と、調査区南西隅部分に集中する４基の掘立柱の
柱穴があるが、近接しており建物としてはまとまらない

（図223・227）。
東西溝SD₁₉₉₂₁　　調査区中央で検出した東西溝。幅約
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図₂₁₄　第₅₄₂次調査Ａ区全景（東から）

図₂₁₅　第₅₄₂次調査Ｂ区全景（西から）

図₂₁₆　第₅₄₂次調査Ｃ区全景（東から） 図₂₁₇　第₅₄₂次調査Ａ区遺構図　1：₁₀₀ 図₂₁₈　第₅₄₂次調査Ｂ区遺構図　1：₁₀₀
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図₂₂₁　第₅₄₂次調査Ｄ区遺構図　1：₁₀₀

図₂₂₄　第₅₄₂次調査Ｄ区全景（東から）

図₂₂₇　第₅₄₂次調査Ｆ区下層掘り下げ後の
全景（北から）

図₂₂₆　第₅₄₂次調査Ｅ区全景（東から）
図₂₂₅　第₅₄₂次調査Ｅ区柱穴断面図

図₂₂₂　第₅₄₂次調査Ｅ区遺構図　1：₁₀₀ 図₂₂₃　第₅₄₂次調査Ｆ区遺構図　1：₁₀₀

図₂₂₀　第₅₄₂次調査Ｃ区遺構図　1：₁₀₀
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30㎝、遺存する深さは約５㎝。
柱穴SP₁₉₉₀₅　　調査区南辺中央で検出した一辺約0.7ｍ
の不整方形の掘方をもつ柱穴。遺存する深さは約0.5ｍ。
柱穴SP₁₉₉₀₆　　調査区南部中央で検出したもので、東
西約1.4ｍ、南北約1.2ｍの掘方をもつ。
柱穴SP₁₉₉₀₇　　調査区西南隅で検出した。掘方は一辺
約１ｍの隅丸方形。深さは約0.6ｍ遺存する。抜取に多
量の甕の破片や軒平瓦6721Cが１点投棄されていた。
柱穴SP₁₉₉₀₈　　SP19907の北に隣接する一辺約１ｍの
不整方形の掘方をもつ柱穴。遺存する深さは約0.5ｍ。
　次に、地山の灰色礫土の面で検出した下層の遺構に
は、柱穴の可能性のある穴３基（うち２基は排水溝とその

断面で確認）のほか、凹み状の落ち込み多数がある。下
層部分の調査面積が狭小であるため、遺構としてまとま
るものは確認できなかった（図223）。� （渡辺晃宏）

４　出土遺物

土器・土製品　　整理用コンテナ10箱分の土器が出土し
た。奈良時代から近世までの土器が出土したが、大半は
奈良時代の須恵器・土師器である。特に須恵器甕類の破
片が多く出土している点が特徴といえる。また、各遺構・
遺物包含層からは奈良時代前半から末頃までの土器片が
出土しており、奈良時代を通じて調査区周辺が利用され
ていたことを示唆する。この他、本調査区からは墨書土
器２点、蹄脚円面硯の脚部１点、須恵器杯Ｂ蓋転用硯11
点、甕転用硯１点が出土した。図228の１・２はＢ区の
掘立柱建物SB19800東南隅の柱穴出土の須恵器杯Ｂ蓋。

頂部から緩やかに口縁部が降り、口縁端部を丁寧に折り
曲げる。奈良時代前半から中頃までに位置付けられる。
３はＦ区遺物包含層出土の皿Ａ。精良な胎土で灰白色の
色調を呈する。内外面に火襷痕が残る。底部外面に墨書
がある。４はＦ区の柱穴SP19907から出土した須恵器甕
Ｂ。軟質の焼成で、内面に放射状の刻線を施した当て具
の痕跡が残る。Ｆ区からは遺物包含層も含めて多くの須
恵器甕片が出土した。� （小田裕樹）

瓦磚類　　概要は表29に示す通りである。軒瓦７点はい
ずれも奈良時代のもので、出土地点の内訳は、Ａ区の
柱穴SP19773抜取とＢ区の掘立柱建物SB19795の東側の
柱穴抜取から6282Baが各１点、Ａ区の南北溝SD19775
から6284Cが１点、Ａ区遺物包含層とＦ区西南隅の柱穴
SP19907（抜取か）から6721Cが各１点、Ｆ区の遺物包含
層から6225Aと型式不明の軒平瓦各１点となる。ヘラ書
平瓦はＦ区の性格不詳遺構SX19925出土。「×」ないし

「十」とみられる記号状のもの。� （今井晃樹）

５　ま と め

　内裏北外郭官衙から平城宮東北隅に至るこの地域で
は、従来ほとんど調査事例がなかった。この地域は平城
宮の東張り出し部北半北寄りを占め、官衙施設が想定さ
れていた（東北官衙）が、今回の調査成果はこれを裏付
けるものとなった。なかでも、甕など土器の多さは今回
の調査区の南に位置する造酒司との関連を想起させるも
のがある。小面積の部分的な調査であったが、この地域
の様相を解明する大きな手がかりが得られたといえる。
　この地域は水上池のすぐ南にあたり、現地形から考え
ても第二次大極殿院・中央区朝堂院と東院に挟まれた東
方官衙の谷筋の源頭にあたるとみられていた。しかし、
基本層序の観察によると、東院西辺の谷筋から尾根筋に
上がる部分の状況と酷似しており、谷筋とはいい難いこ
とが判明した。その中では南西隅に設けたＦ区に分厚い
包含層がみられることや、検出面の標高がもっとも低い
ことから考えると、谷筋は今回の調査区の西に位置する
可能性が高いとみられる。また、この地域の奈良時代の
遺構面が予想以上に浅いことがあきらかになったのも、
今回の調査の大きな成果の一つである。� （渡辺晃宏）

図₂₂₈　第₅₄₂次調査出土土器　１：４（４は１：６）

表₂₉　第₅₄₂次調査出土瓦磚類一覧

軒丸瓦 軒平瓦 その他
型式 種 点数 型式 種 点数 種類 点数
6225 Ａ １ 6721 Ｃ ３ 平瓦（ヘラ書） １
6282 Ba ２ 型式不明 １
6284 Ｃ １

軒丸瓦計 ４ 軒平瓦計 ４ その他計 1
丸瓦 平瓦 磚 凝灰岩 レンガ

重量 23.475㎏ 62.166㎏ ０ ０ ０
点数 222 786 ０ ０ ０

1 2

3

4

0� 10㎝

0� 10㎝
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１　はじめに

　平城宮東方官衙地区の調査（第440次）で検出した土坑
SK19189の堆積土壌を水洗選別したなかに、ウニ類や海
産貝類を確認したので報告する。

２　出土遺構の概要

　これまでの報告から、動物遺存体が出土した土坑
SK19189の概要をまとめておく １・２）。
　平城宮東方官衙地区は、第二次大極殿、東区朝堂院、
東区朝集殿院の東側に位置する。第440次調査で検出さ
れた土坑SK19189は、東西約11ｍ、南北約７ｍの不整形
を呈しており、多量の木簡、削屑、木製品、土器、瓦な
どが廃棄された深さ約１mの大土坑である。下からⅠ：
木屑層、Ⅱ：粘性の強い混合層、Ⅲ：礫と粗砂の混合層、
Ⅳ：粗砂が堆積していた。Ⅰの木屑層は、大きく３つの
単位に分けられ、東側へ２度穴を拡張していたことがあ
きらかとなった。埋没後には、掘立柱建物SB19175が建
てられている。
　Ⅰの木屑層からは宝亀２年（771）や宝亀３年（772）

の木簡が集中し、上層であるⅢの礫と粗砂の混合層から
は宝亀８年（777）の木簡が出土しており、時期は奈良時
代後半と考えられる。微化石や木簡の所見から、この廃
棄土坑は短期間で埋没した可能性が指摘されている。
　出土した木簡の内容は衛府に関わるものが多い。宝亀
３年（772）の２月16日には、内竪省や外衛府が廃止され、

その舎人が近衛・中衛・左右兵衛府に分けて配置されて
おり ３）、こうした衛府の改編にともなう建て替えの際に
廃棄された可能性が指摘されている。また、この廃棄土
坑には炭を多く含む堆積物が認められ、廃棄後に焼却処
理をした痕跡と考えられる。

３　同定・記載

　動物遺存体は、Ⅰ：木屑層の堆積土壌を水洗選別した
際にみつかったものである。同定は現生標本との比較に
よりおこない、比較標本には環境考古学研究室と千葉県
立中央博物館の所蔵標本を用いた。貝類の同定に関して
は、千葉県立中央博物館の黒住耐二氏より多くのご教示
をいただいた。
　ウニ綱は、殻板の破片が１点出土した。残存長は最大
で16.5㎜である。棘や口器の骨は認めらなかった。
　貝類は、巻貝の貝殻片２点と蓋12点が出土した。貝殻
片の残存状態は、非常に悪かった。１点は殻頂部であ
る。殻頂の螺塔が直線的ではなく、やや丸みを帯びてい
ることから「クボガイあるいはコシダカガンガラ」と同
定した。もう１点は、種が不明だが、巻貝の螺塔片であ
る。蓋12点のうち、石灰質が残存する蓋が１点で、残り
は角質のみであった。石灰質が残存する蓋は、小さな棘
状が密生しており、サザエの蓋である。角質の蓋は、千
葉県立中央博物館所蔵の現生標本を検討した結果、蓋の
形態、大きさ、巻の強さが同定に有効な部分であった。
出土した蓋は、すべて直径0.5～１㎝程度の円形を呈し
ており、巻の強さで多施型（曲線幅0.3～0.5㎜程度）と少旋
型（曲線幅1.3～1.5㎜程度）に分けられた。多旋型は同心円
状の輪紋、少旋型は螺旋状の輪紋がみられる。こうした

平城宮東方官衙地区SK19189
出土の動物遺存体
－第440次

表₃₀　SK₁₉₁₈₉から出土した動物遺存体

遺構・層位 分類群 部位 点数

SK19189
Ⅰ木屑層

ウニ綱
Echinoidea sp. 殻板 1

サザエ
Turbo cornutus 蓋（石灰質＋角質） 1

クボガイ属あるいはコシダカガンガラ属
Chlorostoma sp.-Omphalius sp. 蓋（角質） 4

クボガイあるいはコシダカガンガラ
Chlorostoma lischkei-Omphalius rusticus 殻頂 1

スガイ？
Turbo coreensis ? 蓋（角質） 6

貝類種不明（巻貝） 螺塔片 1

貝類種不明 蓋（角質） 1
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蓋の形態的特徴から、多旋型の蓋は「クボガイ属あるい
はコシダカガンガラ属」であり、少旋型の蓋はスガイの
可能性が高い（「スガイ？」と記載）と考えられた。スガ
イには石灰質の蓋もあるが、石灰質の蓋は分解して、角
質の蓋のみが残存したものと考えられる。

４　文字資料との比較

　平城宮から出土した動物遺存体と文字資料 ４）を比較
する。ウニ類は「棘甲蠃」や「蕀甲蠃」と記載されてい
たと考えられ、木簡も平城宮・京で出土している。殻板
の破片が出土しており、殻付の状態でウニが運ばれるこ
ともあったことがわかる。
　サザエは「螺」と記される貝類が該当すると考えられ
ており、『出雲国風土記』では島根郡や秋鹿郡の海で獲
れることが記されている。長屋王木簡や二条大路木簡に
も認められている。石灰質の蓋が出土したことから、蓋
のついた状態で持ち込まれたことが確認できた。
　クボガイ、クボガイ属、コシダカガンガラ、コシダカ
ガンガラ属、スガイと同定した分類群は、すべて岩礁域
に生息する小型の巻貝である。文献では「シタダミ（細

螺など）」と呼ばれる貝類が該当する可能性が高く、平城
宮・京で木簡も出土している。殻頂部や蓋が出土してお

り、貝殻ごと持ち込まれる場合もあったことがわかる。
　なお、本研究の一部は、科学研究費補助金・若手研究

（Ｂ）「古代における食生活の復元に関する環境考古学的
研究」（課題番号26870928）の成果によるものである。

（山崎　健）

註
１）	 今井晃樹・神野恵・国武貞克・渡辺晃宏・大林潤「東方

官衙地区の調査―第429・440次」『紀要 2009』。
２）	 今井晃樹「平城宮東方官衙地区SK19189の自然化学分析

―第440次」『紀要 2011』。
３）	『日本後紀』宝亀３年２月丁卯条。
４）	 同定した分類群に該当する文字資料の記載については、

関根真隆『奈良朝食生活の研究』吉川弘文館、1969を参
考とした。

図₂₂₉　SK₁₉₁₈₉から出土した動物遺存体
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１　はじめに

　当調査の調査地は、史跡平城京朱雀大路跡に隣接する
緑地公園として整備されていた朱雀門南東の一帯で、平
城京左京三条一坊一坪の東半部分にあたる。
　当調査は、国土交通省による平城宮跡展示館建設予定
地の事前調査であり、2010年度から奈良文化財研究所が
継続して発掘調査をおこなっている（第478・486・488・

491・495・515次調査、『紀要 2011』『同 2012』『同 2013』『同 

2014』）。また、1980年代から90年代にかけて、奈良市に
よっても周辺の発掘調査がなされており １）、1987年には
奈文研が北方の二条大路との境界付近を調査している

（第180次調査）。
　以下、既往の調査成果の概要を述べる。
　1980年代および90年代の調査により、左京三条一坊一
坪は少なくとも西面（朱雀大路沿い）と北面（二条大路沿い）

には築地塀などの遮蔽施設をもたず、朱雀門前の広場的
な土地として確保されていた可能性が指摘されていた。
また、奈良市の調査では、坪を南北に二分する東西方向
の坪内道路の存在が確認された。なお、2010年度以降の
奈文研の調査では、この坪内道路の東延長部分や一坪と
二坪を画する三条条間北小路などを検出し、一坪では三
条条間北小路に面する南面にも築地塀などが設けられな
かった可能性が高いことを確認するなど、如上の調査所
見を裏づける成果を挙げている。
　加えて、2010年度以降の調査により、この坪の土地利
用の具体相があきらかになった。坪の北端付近では平城
宮造営にともなうとみられる鉄鍛冶工房群が展開してい
たことを確認し、坪の中央やや南寄りではそれに付随す
ると思われる大型の掘立柱建物群を検出した。これによ
り、一坪が広場とされる前、平城遷都前後の一時期のみ
ではあるが、広義の官衙としての土地利用がなされてい
たことが判明した。また、井戸屋形をともない上段正方
形・下段六角形の井戸枠をもつ大型井戸を検出し、中か
らは木簡や木製品・金属製品・土器・瓦など、さまざま
な遺物が出土した。なお、この井戸は鉄鍛冶工房群の廃
絶後に設置されたものであり、坪内道路とともに一坪が

広場として機能していた時期の施設と考えられる。
　当調査では、坪の東辺付近における土地利用のあり方
の解明、およびこれまでの調査で調査区東方外側へ展開
する可能性が想定されていた建物等の確認などを主な目
的とし、既調査区の東側に東西21ｍ・南北93ｍの調査区
を設定した。調査面積は1,953㎡である。2013年12月16
日に調査を開始し、2014年３月28日に終了した。

２　基本層序

　当調査区内の基本層序は、上から、1988年開催の奈良
シルクロード博覧会にともなう整備盛土（厚さ1.0～1.5ｍ

程度）、古代から近代にかけての旧耕作土・床土（厚さ30

～80㎝程度）、奈良時代の整地層（厚さ最大約30㎝）、地山
の順である。ただし、削平により整地層が失われている
箇所も一部ある。整地層は黄褐色砂質土を主体とする
が、粘質土を用いている箇所も認められる。地山は、最
上層が黄褐色のシルトないし粘質土で、その下層には細
砂・粗砂・砂質土などの層がみられる。
　遺構はすべて、この整地土上ないし地山面上で検出
した。遺構検出面の標高は、調査区北端で63.5ｍ、南端
で63.0ｍほどである。現地表の標高は65.0ｍ前後であり、
現地表下1.5～2.0ｍほどで遺構検出面に到達する。
　なお、本調査区には幅2.5ｍほどの現代のボックスカ
ルバート水路が北端から南端までほぼ中軸線上を縦断す
るかたちで設置されているが、その西側の据付掘方西
壁、調査区中央やや北寄りの部分（後述の坪内道路SF9660

の路床部分および北側溝SD9661の北側）において、整地層

平城京左京三条一坊一坪の
調査
－第522次

図₂₃₁　第₅₂₂次調査区位置図　1：₄₀₀₀
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と地山面の間に厚さ５～10㎝ほどの炭層が確認された。
ボックスカルバート東側の掘方壁面では認められないた
め堆積範囲は部分的とみられたが、より正確な範囲の確
定とその性格の究明を意図し、東西方向２本・南北方向
２本のサブトレンチを設定し（図232・233参照）、また土
壌を採取し水洗選別作業により遺物を回収した。その結
果、炭層の土壌には冶金関連遺物が比較的多く含まれる
ことが判明した（詳細は「４　出土遺物」参照）。ここから、
この炭層は、第486・495次調査で検出した鉄鍛冶工房群
の廃絶後にその残滓を含む廃土で坪内のくぼみ状の部分
を地ならしした痕跡（広義の整地層）とみられる。

３　検出遺構

　当調査では、新たに掘立柱建物３棟などを検出し、ま
た既往の調査で検出していた掘立柱建物１棟や掘立柱
塀１条、道路２条の東延長部分などを確認した（図232・

233）。ただし、調査面積に比して顕著な遺構は少なく、
特に調査区南半（後述の坪内道路 SF9660以南）は遺構密度
が非常に低い。
　なお、遺構を検出した整地層が「２　基本層序」で言
及した炭層より上層に位置するため、当調査で検出した
掘立柱建物などはすべて、第486・495次調査で検出した
鉄鍛冶工房群の廃絶後のものとみられる。おそらくは、
坪内道路SF9660などと同時期に機能していたものであ
ろう。
掘立柱建物SB₉₉₀₀　　第486次調査で４基の柱穴を検出
していた掘立柱建物。当調査で東延長部分に新たに柱穴
３基を検出した。第515次調査で検出した柱穴１基とあ
わせて、桁行６間、梁行２間以上の東西棟建物になると
思われるが、調査区北方外側に展開しており、全体規模
は不明。桁行の柱間寸法は平均2.8ｍほどで、９尺（＝約

2.7ｍ）等間で設計されている可能性がある。梁行の柱間
は約2.7ｍ（９尺）か。南側柱列の柱穴が後述の東西棟掘
立柱建物SB10555の柱穴と重複しており、SB10555より
新しい。SB10555を西側に１間分ずらして建て替えた可
能性が考えられる。
掘立柱塀SA₉₉₀₁　　第486次調査で３基の柱穴を検出し
ていた東西方向の掘立柱塀。当調査で東延長部分に新た
に柱穴２基を検出し、規模が４間以上であることが確
かめられた。柱間寸法は3.0～3.3ｍ（10～11尺）ほどで、

やや不揃いである。北に位置する掘立柱建物SB9900・
SB10555と柱筋を揃えるようにもみえるが、両者よりも
やや柱間が広く、特に西端の柱穴は西側へのずれが大
きい。また、調査区東北部で検出した小土坑SK10556も
SA9901の東延長部分の柱穴の可能性があるが、想定さ
れる柱筋からはやや南にずれる。他の建物との時期的な
共存関係などは未詳。
掘立柱建物SB₁₀₅₅₅　　調査区北端付近で検出した掘立
柱建物。本調査では柱穴３基を検出し、第486次調査で
検出した柱穴２基および第515次調査で検出した柱穴
２基とあわせて、桁行６間、梁行２間以上の東西棟建
物になると思われるが、調査区北方外側に展開してお
り、全体規模は不明。桁行の柱間寸法は平均2.8ｍほど
で、９尺（＝約2.7ｍ）等間で設計されている可能性があ
る。梁行の柱間は約2.7ｍ（９尺）か。南側柱列の柱穴が
前述の東西棟掘立柱建物SB9900の柱穴と重複しており、
SB9900に先行する。東側柱列が後述の南北棟掘立柱建
物SB10560の西側柱列と柱筋を揃えている。
掘立柱建物SB₁₀₅₆₀　　調査区東北部で検出した掘立柱
建物。桁行６間、梁行２間以上の南北棟建物と思われる
が、調査区東方外側に展開しており、全体規模は不明。
柱間寸法は、桁行が約３ｍ（10尺）等間、梁行が約３ｍ（10

尺）。後述の掘立柱建物SB10561と重複するが、柱穴そ
のものは重複しておらず、先後関係は未詳。ただし、柱
穴掘方の深さは現状30～60㎝ほどで、SB10561より深い
傾向にある（図234）。西側柱列が前述の東西棟掘立柱建
物SB10555の東側柱列と柱筋を揃えている。
掘立柱建物SB₁₀₅₆₁　　調査区東北部で検出した掘立柱
建物。桁行６間、梁行１間以上の南北棟建物と思われる
が、調査区東方外側に展開しており、全体規模は不明。
塀などである可能性もある。桁行の柱間寸法は平均2.7
ｍほどで、９尺（＝約2.7ｍ）等間で設計されている可能
性がある。前述の掘立柱建物SB10560と重複するが、柱
穴そのものは重複しておらず、先後関係は未詳。ただし、
柱穴掘方の深さは現状15～40㎝ほどで、SB10560より浅
い傾向にある（図234）。
坪内道路SF₉₆₆₀・北側溝SD₉₆₆₁・南側溝SD₉₆₆₂　　第
478・488次調査で検出していた坪内道路および南北両側
溝。路面は削平され遺存しないが、南北両側溝の東延長
部分をそれぞれ約16ｍ分検出した。これにより、検出総
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図₂₃₂　第₅₂₂次調査区遺構図（１）　1：₂₅₀
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図₂₃₃　第₅₂₂次調査区遺構図（２）　1：₂₅₀
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長は約60ｍとなった。現状で、北側溝SD9661は幅0.7～1.2
ｍ、深さ15～25㎝、南側溝SD9662は幅0.9～1.5ｍ、深さ
10～25㎝。溝底の標高から、西から東に向かって排水し
ていたとみられる。両側溝の心心間距離は約９ｍ、現状
での路面幅は約８ｍ。
三条条間北小路SF₉₆₇₀・北側溝SD₉₆₇₁・南側溝SD₉₆₇₂ 　
第478・495・515次調査で検出していた三条条間北小路
および南北両側溝。路面は削平され遺存しないが、北側
溝の東延長部分を約15ｍ分検出した。これにより、検
出総長は約59ｍとなった。北側溝SD9671は、現状で幅
0.9～1.5ｍ、深さ15～35㎝を測るが、東端約２ｍ分は後
述の東西流路NR10567により南肩が壊されている。溝底
の標高から、西から東に向かって排水していたとみられ
る。なお、当調査では南側溝SD9672は確認されなかっ
たが、これについては「５　まとめ」で後述する。

東西溝SD₁₀₅₆₆　　調査区東南部で検出した東西溝。
ボックスカルバートの東側で約３ｍ分、西側で約１ｍ
分、合計約４ｍ（ボックスカルバートにより壊されている部

分を含めると約8.5ｍ）分を検出したが、ボックスカルバー
ト以東の部分は三条条間北小路北側溝SD9671により南
肩が壊されており、SD9671に先行する遺構であること
がわかる。幅は現状で最大0.7ｍ。西端が途中でとぎれ
ていること、および溝底の標高から、西から東に向かっ
て流れていたとみられる。
東西流路NR₁₀₅₆₇　　調査区東南部、ボックスカルバー
トの東側で約４ｍ分を検出した東西方向の自然流路。西
半の幅は約１ｍだが、東半は北肩が急激に拡張して最大
２ｍほどまで幅を広げ、三条条間北小路北側溝SD9671
の南肩を壊している。ボックスカルバートより西側では
検出されなかったことから、ボックスカルバートに沿う

図₂₃₄　柱穴断面図　1：₃₀　（断割位置は図₂₃₂・₂₃₃参照）
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ように南または北に屈曲している可能性がある。溝底の
標高から、西から東に向かって流れていたとみられる。
瓦溜SX₉₆₅₆　　第478・491次調査で西半に検出してい
た瓦溜。当調査では、東延長部分を東西約４ｍ、南北約
４ｍにわたり検出した。これにより、全体の規模が東西
約７ｍ、南北約５ｍであることが判明した。不要となっ
た瓦片を廃棄したものとみられる。� （山本祥隆）

４　出土遺物

土器・土製品

　当調査では、整理用コンテナ５箱分の土器・土製品が
出土した。調査面積に比して出土量は非常に少ない。出
土品としては奈良時代の須恵器・土師器が主体で、古墳
時代の埴輪がそれに次ぐ。柱穴からの出土は少ないが、
調査区東北部で検出した掘立柱建物SB10560の柱穴（抜

取）からは、奈良時代に属する須恵器甕Ｃの体部片がま
とまって出土した。坪内道路南側溝SD9662からは、奈
良時代の須恵器・土師器が少量出土した。また、三条条
間北小路北側溝SD9671からは、円筒埴輪・形象埴輪片
が出土した。円筒埴輪は、第515次調査南区で検出した
古墳SZ10415の周濠SD10416より出土したものと同じく
川西Ⅴ期（６世紀前半頃）に位置付けられ、須恵質の焼成
が特徴的である（『紀要 2014』）。SZ10415にともなうもの
であろう。� （小田裕樹）

瓦 磚 類

　当調査で出土した瓦は表31のとおりである。ボックス
カルバート付設部分を除いた新規掘削面積で比較する
と、面積あたりの瓦の出土量は非常に少なく、西側の第
488・491次調査と同程度の出土量である。西側の地区（坪

の中心部付近）と同様、当調査区内（坪の東辺付近）にも
瓦葺きの建物などはなかったとみてよいであろう。軒瓦
は、平城宮・京瓦編年Ⅳ-１期の軒丸瓦6316Daと近世の
巴文軒丸瓦各１点が出土した。� （川畑　純）

冶金関連遺物

　「２　基本層序」で言及した炭層から冶金関連遺物が
出土した。これらは、炭層に設けたサブトレンチ（東西

方向２本・南北方向２本の計４本）より採取した土壌（土嚢

袋66袋分）から、水洗選別作業により回収したものである。
　遺物は、鞴の羽口片のほか、褐色や灰褐色を呈する鉄
滓片、炉壁片、金床石（安山岩）の剥片などである（図

235）。いずれも完形のものではなく、砕片が多い。内容
から、これらは一坪西北部の鉄鍛冶工房群に由来する遺
物と考えられる。またここから、炭層は、鉄鍛冶工房群
の廃絶後にその残滓を含む廃土で坪内のくぼみ状の低地
部分に地ならしを施した痕跡と推察される。�（芝康次郎）

５　ま と め

　当調査の主な調査成果は以下のとおりである。
　第一に、左京三条一坊一坪が広場的な空間として利用
されていたという、既往の調査による知見が裏付けられ
た。当調査の調査区はこの坪の東辺付近にあたるが、西
側の第488・491次調査などと同様、調査面積に比して建
物などの遺構の密度は低く、また遺物の出土量も少な
い。以上から、この坪の広場としての利用範囲が坪の東
辺付近まで及んでいたことが指摘できる。一坪全体が一
体的に活用されていたとみてよいであろう。
　次に、新たに掘立柱建物３棟などを検出し、坪の東辺
付近における土地の利用状況の詳細があきらかになっ
た。全体的に遺構密度が低いなかで、調査区北半（坪内

道路SF9660以北）では比較的多くの建物などを検出した。
特に南北棟掘立柱建物SB10560とSB10561は重複してお
り共存はしえず、土地利用状況の時期的変遷を示唆する
ものといえる。柱穴どうしは重複しないため両者の先後
関係は確定しがたいが、残存している柱穴の深さは概

図₂₃₅　炭層出土の冶金関連遺物

平瓦
型式 種 点数 重量 53.16㎏

6316 Da １ 点数 1223
巴（近世） １

２

417
22.938㎏

軒丸瓦 丸瓦

計

表₃₁　第₅₂₂次調査出土瓦一覧
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してSB10560のもののほうが深い傾向にあることから、
SB10560が先行し、その廃絶後にSB10561が建てられた
可能性も指摘できる。また、東西棟掘立柱建物SB9900
とSB10555は柱穴同士が重複しており、SB10555が先行
することが確かめられる。さらに、SB10555の東側柱列
とSB10560の西側柱列とが柱筋を揃えていることから、
両者が一連の計画のもとに設計・建造され、同時期に
機能していた可能性も考えられる。以上を勘案すると、
SB10555・10560のペアからSB9900・10561のペアへの建
て替えといった様相を想定することも、あるいは可能で
あろう。広場といっても構造物がまったくなかったわけ
ではなく、坪の東北隅付近を中心に若干ながら建物の存
在が確認され、かつそれらの計画的な建て替えの様相が
推察されることは、この坪の性格や土地利用の状況を解
明するための重要な知見といえる。また、SB9900は第
486次調査で西側の一部を検出していたものであり、当
調査でその東延長部分を検出し、桁行規模を確認したこ
とも成果の一つである。
　さらに、既往の調査で検出していた坪内道路SF9660

および三条条間北小路SF9670の東延長部分を確認した
ことも挙げられる。坪内道路SF9660は、本調査により
この坪の東辺付近まで敷設されていたことが確かめら
れ、坪の西端から東端まで横断していた可能性が高まっ
た。これは一坪全体の一体的な活用という所見を補強す
る一証左ともなろう。三条条間北小路SF9670について
も、特にその北側溝SD9671の東延長部分を検出したこ
とにより、平城京の条坊設定に関する新たなデータを得
たといえる。
　一方、南側溝SD9672については若干の説明を要する。
当調査の調査区南端東半（ボックスカルバート以東）は第
515次調査南区と重複しており、そこでは第515次調査の
際に南側溝SD9672を約４ｍ分検出している（その北肩よ

り50㎝ほどの部分は本調査の調査区内でも確認できる）。対し
て調査区南端西半（ボックスカルバート以西）では、南壁
の法面を一部断ち落としつつ検出をおこなったものの、
南側溝SD9672を確認するには至らなかった。ただし、
第478次調査や第495次調査（特にその東半）で検出した南
側溝SD9672が幅0.9ｍほどであったのに対し、第515次調
査検出分は北肩が1.5ｍ近く拡張し、幅2.2ｍ前後となっ
ている。仮に当調査の調査区南端西半の範囲では南側溝
SD9672の幅が第478・495次調査検出分と同程度であっ
たとしたら、当調査では溝の北肩まで検出が達しなかっ
たと考えて矛盾はない。また以上から、南側溝SD9672
は、ボックスカルバート付近を境に、その東側のみ急激
に北側に幅を広げている可能性も想定しうる。ただその
場合、それが自然崩落などによるものか、あるいは人為
的に溝の掘り直しなどをおこなったことによるかは詳ら
かでない。
　当調査を終えたことにより、平城京左京三条一坊一坪
はその大部分が発掘調査されたこととなる。隣接する
二・七・八坪の状況なども踏まえつつ、一坪全体の土地
利用の実相やその時期的変遷などを、さらに詳細かつ包
括的に解明することが今後の課題である。� （山本）

註
１）	 奈良市教育委員会編『史跡 平城京朱雀大路跡：発掘調査・

整備事業報告』1999。

図₂₃₆　SB₁₀₅₆₀・SB₁₀₅₆₁柱穴検出状況（北から）
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図₂₃₇　平城京左京三条一坊一坪遺構図　1：₅₀₀
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１　はじめに

　中山瓦窯は平城京の北方に広がる奈良山丘陵南西の小
支丘南裾部に所在する。1972年には奈文研により７か所
計10基の瓦窯が発掘された（第79-5次調査『年報 1973』）。
窯体構造にも窖窯と平窯の両者があるとされ、奈良時代
初頭から前半にかけての平城宮所用瓦の生産地として知
られている。
　今回の調査地は1972年に発掘調査がおこなわれた小支
丘の一段上段に位置する。宅地造成および擁壁工事にと
もない2014年１月21日より厳重立会として対応したが、
遺構を検出したため１月22日より緊急発掘へと切り替え
た。また、調査に際し、奈良県立橿原考古学研究所と奈
良市埋蔵文化財調査センターから協力を得た。
　調査区は丘陵の東斜面と西斜面の２ヵ所に分かれる。
ここではそれぞれ東区・西区とする（図239）。東区の調
査は１月22日から29日までおこない、調査面積は約95㎡
である。西区の調査は１月23日から２月10日までおこな
い、調査面積は約40㎡である。東区と西区の間は上記の
発掘調査面積には含めていないが、擁壁工事の掘削によ
り地山面を確認しており、遺構はみられない。�（川畑　純）

２　東　　区

瓦窯SY₃₃₀

　瓦窯SY330は、標高94.7～96.6ｍに位置する窖窯であ
る（図241）。南東を主軸に構築され、少なくとも１回の
大幅な改修が認められる。焼成部から煙道部にかけての
大部分が後世の削平を受けているものの、焼成部、燃焼
部、煙道部、焚口部、灰原まで確認できた。煙道部から
焚口部までの長さは約3.5ｍである。
焼成部　　焼成部は少なくとも第１次床面と第２次床面
が認められる。
　第１次床面は、第２次床面を掘り下げたのちに検出し
た、高温の火をうけ灰白色に硬化した面である。煙道部
へとつながる後方部分が攪乱土坑で削平されており、全
長は不明だが、残存長は約1.6ｍ、最大幅は約1.1ｍ、床
面傾斜角は緩やかで、8.0～11.0°を測る。燃焼部から焼

成部にかけての階の高さは26㎝。焼成部掘方は大きく、
地山由来の土を入れ、スサ入り粘土ブロックで窯壁や床
面を構築する。段や瓦等を並べた焼台はみられない。な
お、第１次床面の下層にもごく薄くだが高い熱を受けた
面があり、小規模な改修や補修の可能性もある。
　第２次床面は、第１次床面上に土や瓦を入れて床面を
上げ、窯壁はスサ入り粘土で補強する。残存長約1.7ｍ、
最大幅約1.1ｍ。上面が削平を受けていることから、床
面の傾斜角、および燃焼部から焼成部にかけての階の高
さは不明だが、現存する階の高さは56㎝。階の下部には
スサ入り粘土ブロックを積み、上部は横方向に丸瓦や平
瓦を積んでいた。
　第２次床面に関しては、上面が削平されており、窯構
造は窖窯、平窯の両方が想定できる。窖窯とすれば、床
面は第１次床面と同様緩やかに傾斜し、残存する床面の
高さから後述する煙道部へと繫がると考えられる。一
方、平窯であれば、煙道部は垂直に立ち上がる奥壁の上
部もしくは天井につくため、検出した煙道とは繋がら
ず、攪乱土坑があった部分に想定できる。第２次床面焼
成部の全長は、焼成部の側壁と攪乱土坑の大きさからお
およそ1.1～1.8ｍと考えられ、全長と幅がほぼ同じ、も
しくは全長が長い構造となる。奈良山丘陵上で発掘され
た平窯の例は、すべて焼成室の全長より幅が0.5ｍ以上
広く、今回検出した焼成室とは形状が大きく異なる。ま
た、第２次床面を平窯とすれば、検出した煙道は第１次
床面に対応することになる。しかし、焼成部第１次床面
の傾斜角は緩く、煙道に繋ぐには奥壁が急角度で立ち上
がると考えねばならず、窖窯の構造としては無理があ

中山瓦窯の調査
－第523次

図₂₃₈　第₅₂₃次調査区位置図　1：₂₅₀₀

523次

79-5次
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る。以上から、第２次床面の窯構造は窖窯と判断した。
燃焼部　　燃焼部も焼成部と同様、少なくとも１回の大
幅な改修の痕跡が認められる。
　第１次床面は、第２次床面を掘り下げた面で検出し
た。焼成部第１次床面と同様、火を受けて硬くしまる。
前方部が一部後世の土坑で壊されており、残存長約1.2
ｍ、最大幅約1.4ｍ。床面はほぼ平坦。掘方は焼成部掘
方より小さく、燃焼部よりひとまわり大きく掘った後、
床面に粘土を貼り、窯壁はスサ入り粘土ブロックで構築
する。床面の厚さは４～６㎝とごく薄く、その下は地山
となる。
　第２次床面は、第１次床面から土を版築状に30㎝積ん
で床面を上げている。前方部が後世の土坑で大きく破壊
されており、現存長約1.7ｍ、最大幅約1.1ｍ。床面はほ
ぼ平坦。側壁は平瓦を立て並べたのち、スサ入り粘土で
補強する。平瓦を除去した後、壁材に用いられた正方形
の粘土ブロックを立った状態で１点検出した。
焚口部　　焼焼部からやや窄まって焚口がある。幅約0.7
ｍ。東壁には粘土で目地を固めた長方形磚が２段積まれ
ていた。長方形磚は検出面の高さからも、第２次床面に
ともなうものと考えられるが、焼土面の上に乗っており、
第２次床面の段階で改修がおこなわれた可能性がある。
煙道部　　煙道部は後世の攪乱穴で焼成部と分断されて
いるうえ、大部分が削平されていたが、西端部分がわず
かに残存していた。煙道部床面は斜面に平瓦を敷いてい
る。残存長約1.1ｍ、高さ32㎝、床面傾斜角は15.0°。検
出高と傾斜角から、第２次床面にともなうと判断できる。
第１次床面にともなう煙道は、床面傾斜角や焼成部掘方

から推定すると、攪乱土坑の位置にあったとみられる。
灰　原　　焚口部から前庭部にかけて、南東方向に灰原
が広がる。灰原の大きさはもっとも広い部分で約3.3ｍ、
深さ約0.5ｍ。灰原は、第２次床面や長方形磚がともな
う焚口の焼土より下層にあり、第１次床面にともなう可
能性が高い。灰原の土は炭が中心であり、瓦磚類は多く
はない。
排水溝SD₃₃₁　　焚口中央から前庭部にかけて、窯の主
軸に沿って丸瓦を並べた排水溝を検出した。大部分が灰

図₂₃₉　第₅₂₃次調査区遺構図　1：₂₀₀

図₂₄₀　瓦窯SY₃₃₀全景（南東から）
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原によって壊される。残存長約1.0ｍ、幅約20㎝。同様
の排水溝は、瀬後谷１号窯などでも確認できる １）。
瓦暗渠SD₃₃₂　　焚口から、約１ｍ南西で窯主軸に直交
する暗渠を検出した。焚口部から前庭部にかけては、窯
を構築する際に、地山を削って整地をおこなっており、
SD332はその整地面を掘り込む。深さ約0.6ｍ、幅約0.9ｍ。
暗渠内には焼けひずんだ丸瓦を並べ、隙間に平瓦や丸瓦
を詰める。灰原で壊され、瓦が一部露出していた。埋土
には炭は全く含まず、SY330周辺に窯を構築する当初に
造られた溝とみられる。� （石田由紀子）

３　西　　区

瓦窯SY₃₄₀

　瓦窯SY340は調査区の西部中央で検出した窖窯である
（図242）。東西方向を主軸に構築され、煙道部を東側に向
ける。焼成部と煙道部を検出した。燃焼部は西側に続く
とみられるが、発掘調査範囲外である。
焼成部　　焼成部は内法で幅約1.8ｍ、奥壁までの長さ
約3.5ｍで、奥壁底には煙道部が開口する。焼成部の窯
壁は地山を現地表面から深さ0.7ｍほど掘り込んだ後に、
粘土積み上げや貼り付けにより構築される。窯壁外側の
掘方には地山由来とみられる黄褐色細砂が充填される。
後述の通り、SY340の北には瓦窯SY345があり、また南
側も削平を受けており、焼成部の掘方が一部壊されてい
るため掘方の範囲は不明である。ただし、煙道部付近で
は掘方がすべて遺存しており、それによれば、掘方の30
～50㎝ほど内側に窯壁を構築したものとみられる。被熱
による赤化は掘方内部のほぼ全域に及ぶ。
　床面は地山の直上に厚さ３～５㎝ほど粘土を貼り付け
て構築される。床面の傾斜角は11.5°で、煙道部側に緩
やかに上がる。非常に堅緻に焼き固められており、黒色
を呈する。焼台として用いられた面ではなく瓦詰めがお
こなわれる以前の空焚きによる床面と考えられ、創業時
には段を構築して焼台としたと考えられる。
　床面の直上には細片化した瓦片を４段程度積み上げ
て、窯主軸に直行する方向に段を構築している。瓦片は
平瓦が大半を占め、一部で丸瓦も含まれる。段の間隔は
およそ30㎝で、調査範囲内で10列確認した。段に用いら
れた瓦片と床面の間ならびに瓦片同士の間には粘土が詰
め込まれており、補充粘土を加えながら床面上に瓦片で

段を構築したことがわかる。奥壁側1.5ｍほどの範囲で
は、それらの段の直上および間で平瓦片が敷きつめられ
るように出土しており別個の焼台を構成していた可能性
が想定できるが、瓦片は細片化したものや乱雑に割れた
ものが多く、段が崩落したものの可能性も高い。また、
燃焼部側では窯壁に用いられた粘土ブロックが倒壊した
状態で段の直上から出土しており、段の上に別個の床面
は認められない。以上から、焼台の大きな改修はおこな
われなかったと考えられる。
　調査区の西端では階とみられる落ち込みを検出してい
る。ただし、調査範囲の問題から落ち込みの存在を確認
したのにとどまっており、階の高さは不明である。階上
端の標高は94.82ｍである。
　焼成部の窯壁は強い被熱により白色化している。窯壁
は奥壁側の1.5ｍ程度では粘土ブロック積み上げの単位
は認められず、粘土を貼り付けるようにして構築された
とみられる。燃焼部側ではスサ入り粘土ブロックを積み
上げ、その内側に粘土を貼り付けて窯壁とする。粘土ブ
ロックは長軸約30～40㎝、高さ約10㎝のものが多いが、
特に下端が不整形のものが多く、凹凸の多い部分には粘
土を詰め込むようにして窯壁が構築されたことがわか
る。そのことから、乾燥により硬化した日干しレンガと
いうよりも、さほど乾燥が進んでいない粘土塊をある程
度方形に整形した上で用いたものとみられる。
　もっとも良好に遺存する南側では粘土ブロックは最大
で４段確認したが、その下では奥壁側から一連で続く粘
土貼り付けによる窯壁が遺存しており、粘土ブロックは
その上に積み上げられている。また、奥壁側から一連で
続く窯壁部分の下に、瓦片が入り込む部分がある。以上
から、奥壁側の窯壁部分の一部と燃焼部側の粘土ブロッ
クはそれぞれ窯壁の補修の際に用いられた可能性があ
る。ただし、粘土ブロックの積み上げについては、当初
の窯壁構築の際の工程の違いによるものの可能性もある。
煙道部　　天井部が遺存する。奥壁には焼成部から向
かって左側底部に幅約50㎝、高さ約35㎝の煙道部が取り
付く。長さは約1.0ｍ。奥壁の煙道部開口部分の標高は
95.6ｍである。煙道部では奥壁から奥に約20㎝の位置か
ら排煙口に向かって幅約10㎝の粘土ブロックが隔壁状に
積み上げられており、煙道部は南北に二分される。隔壁
は煙道部の中軸より南側に寄っており、そのため分割さ
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図₂₄₂　瓦窯SY₃₄₀・₃₄₅遺構図　1：₅₀
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れた部分の煙道部幅は北側で約30㎝、南側で約15㎝と異
なる。煙道部は焼成部床面と一連の11.5°の角度で緩や
かな斜面をなすが、奥壁から50㎝の位置で角度を変え、
35.0°の傾斜角で立ち上がり排煙部に至る。排煙部は北
側で東西30㎝、南側で東西40㎝ほど遺存する。煙道部と
焼成部の間には火楯等の構造物はみられない。
　なお、SY340の南側窯壁には南側から被熱したとみら
れる箇所があり、南側にも別個の瓦窯が存在していたと
みられる。ただし、現状では瓦窯本体は完全に削平され
ており、詳細は不明である。

瓦窯SY₃₄₅

　瓦窯SY345はSY340の北東で検出した窖窯である（図

242）。東西方向を主軸に構築され、煙道部を東側に向け
る。焼成部・燃焼部・灰原の一部を検出した。
焼成部　　焼成部は幅約1.8ｍで、煙道部側の大半が失わ

れており現状で長さ約1.5ｍが遺存する。窯壁は燃焼部
側で高さ10㎝ほど遺存している部分があるものの、ほと
んど失われている。地山を掘り込んだ後に窯壁を構築し
たものとみられ一部で掘方が残るが、削平により詳細は
不明である。
　床面は地山の直上に粘土を３～５㎝ほど貼り付けて構
築されるが、地山削り出しのままの部分もある。床面の
傾斜角は約25°で、非常に堅緻に焼き固められており黒
色を呈する。床面の粘土中には瓦片が入り込んでいる部
分もあるが、床面の貼り替え等は認められないため、当
初から瓦片が塗り込まれるようにして床面が構築された
とみられる。
　床面上には完形の丸瓦５点を窯主軸に直交する方向に
並べて段を造るが、現状では中央部の崩落のため全体と
してＶ字状となっている部分もある。段の間隔はおよそ
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図₂₄₃　瓦窯SY₃₄₀・₃₄₅土層図・断面図　1：₄₀
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30㎝で、現状で４列が遺存する。丸瓦の内側には粘土が
詰め込まれているが、その補充粘土中には瓦片が入る。
床面上に瓦片とともに補充粘土を加え、その上に丸瓦を
据え付けることで段を構築したことがわかる。下段２列
の段では両端側の丸瓦上に平瓦が載せられており、丸瓦
の段による焼台を補修する際には、その上に平瓦を敷き
並べて焼台としたものとみられる。
　焼成部と燃焼部の間には高さ約85㎝の階が設けられて
いる。階の立ち上がりは約74°である。階は現状では粘
土の剥落により中心部分が窪んでおり凹字状をなしてい
るが、その剥落部分の内側には別個の被熱面が認められ
る。そのため、階は当初は地山を削り出しもしくはわず
かに粘土を貼り付けたものであったのが、後に粘土を10
㎝ほど貼り足して改修したものとみられる。
燃焼部　　内法幅約1.8ｍで、焼成部側約2.0ｍを検出し
たが、焚口部側は調査範囲外である。燃焼部の埋土には
被熱したスサ入り粘土ブロックが多量に含まれており、
また一部には倒壊したかのように列をなしていたものも
みられた。これらの粘土ブロックは窯壁に由来するもの
と考えられるが遺存する窯壁部では粘土ブロックの単位
は判然とせず、天井部が粘土ブロックで構築されていた
可能性もある。粘土ブロックは縦10㎝、横30㎝、高さ10
㎝ほどのものが主体を占める。
　燃焼部は焼成部と一連で地山を掘り込んだ内側に構築
されており、掘方は最大で窯壁の外側65㎝に及ぶ。北側
は調査区外のため掘方の規模は不明である。掘方は二段
掘状をなしており、現地表面から約55㎝ほぼ垂直に掘り
込んで一端平坦面をなし、再びほぼ垂直に45㎝ほど掘り
込んでほぼ水平な燃焼部床面に至る。下段部分では厚さ
10㎝ほどの粘土を貼り付けまたは積み上げて窯壁として
おり、上段部分は底部で厚さ30㎝ほどの粘土を積み上げ
て窯壁とする。窯壁には一部で粘土の積み上げ痕跡が残
るが、遺存部位が少なく詳細は不明である。掘方内には
地山由来とみられる砂質土が充填される。
　燃焼部の床面には階の付近25㎝ほどを除いて粘土の貼
り付けはみられず、地山面をそのまま床面としている。
燃焼部には薄い炭層が堆積しているが、地山削り出しの
床面直上ではなく、間に暗黄褐色細砂を挟んでいる。こ
の細砂の性格は不明である。
灰　原　　灰原は東西5.5ｍを検出したが、調査範囲外の

西側にも続く。地山を横断面略台形状に掘り込み、部分
的に10～25㎝ほどの厚さの整地土を加えている。地山の
掘り込みにより、南に位置するSY340の焼成部窯壁が一
部壊されている。焚口や前庭部は調査範囲外のため不
明である。燃焼部床面の標高は西端で約95.65ｍで灰原
東端の標高は約96.30ｍであり、灰原のほうが65㎝ほど
高いが、現状で検出した灰原は灰原掘方の南端付近であ
り、燃焼部中軸と灰原中軸を一連で検出したものではな
いために生じた高低差と考えられる。
　灰原の炭層は２層確認できる。下層炭層は最大で25㎝
ほどの厚さで、東西約1.7ｍに及ぶ。西側では東西約85
㎝の範囲を深さ20㎝ほど掘り下げて炭溜めとしている。
下層炭層の上に最大で20㎝ほどの間層を挟んで上層炭層
が堆積する。上層炭層は調査区西端外に及ぶ。焚口側で
は最大厚10㎝ほどで、西端では最大で35㎝ほど堆積する。
　上層炭層のさらに上には瓦片を多く含む明～褐色シル
トの包含層が堆積し、さらに間層を挟んだ上層の明褐色
極細砂からは焼土片が多量に出土している。調査範囲外
のため不明だが、より北方にも別個の窯が存在していた
可能性があり、これらの瓦片や焼土片は位置する別個の
窯に由来するものの可能性もある。
　灰原の下層では、SY340の焼成部窯壁に近接する位
置で南北約0.7ｍ、東西約1.0ｍの土坑SK346を検出した。
SY340の窯壁を一部削り込むように掘り込んでおり、
SK346はSY340の廃絶後、SY345の操業前のものとわか
るが、出土遺物等はなく、用途は不明である。� （川畑）

４　出土遺物

瓦 磚 類

　出土した瓦磚類の集計は表32に、奈良時代の主要な瓦
を図244に図示した。
SY₃₃₀　　１の6284Cは全体に黒色を呈し、瓦当側面に
笵端痕跡がある。上面の表土出土。このほかの軒丸瓦は
細片で、表土や表土下の包含層から出土している。２の
6663Cは唐草文に彫り直しのないCaで、笵傷はなく、曲
線顎Ⅰである。燃焼部の攪乱土出土。鬼瓦ⅠAは側面と
底面を含む全体の４分の１ほどが残存する。焼成部第２
次床面の構築土内出土。磚は焼成部第２次床面にともな
う焚口の構築材で、寸法は29.6×15.7×8.0㎝である。灰
原からは横位の縄タタキを施す平瓦、凹面に側板痕跡、
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布綴じ合わせ目をもち、凸面は縄タタキで狭端側を幅10
㎝ほどすり消す平瓦が出土した。
SY₃₄₀　　３の6284Dは接合式で黒色を呈する。窯上の
表土出土。その他の軒丸瓦は細片で焼成部内埋土から出
土した。５の鬼瓦ⅠAはほぼ完形で全体に黒色を呈して
おり、文様も鮮明である。右外縁内側に笵傷、側面には
笵端痕跡がみられる。焼けひずみ、二次的な被熱の痕は
みられない。焼成部床面上から出土した。
SY₃₄₅　　6281Bbは外縁と丸瓦部の一部が残存する。灰
原上に堆積する包含層出土。４の6225Cは接合式で圏線
の外側に笵傷が認められる。包含層出土。このほかの
6225Cは包含層と上層灰原から出土している。6663型式
の軒平瓦は焼成部内埋土から出土。
　以上のうち、窯で焼成された製品といえるのは灰原の
出土品である。SY330の凸面横位タタキおよび凸面一部
すり消しの平瓦、SY345の6225Cがそれにあたる。

土　　器

　SY330の焼成部第２次床面の構築土、燃焼部の埋土、
灰原、SY345の上層炭層などからは奈良時代の須恵器や
土師器が極少量出土しているが、細片のため詳しい時期
は不明である。

５　ま と め

立　地　　今回調査したSY330・340・345は奈良山丘陵
の南斜面に位置し、南に向かって突出する小支丘の東西
斜面で検出した。本調査で検出した瓦窯は標高約95ｍ、
1972年に調査した瓦窯は標高約92ｍに位置し、その高低
差は３ｍに達する。また、SY330の軸が南東に振ってい
ることは、SY330の南面に平坦面が存在したことを示唆
する。今回検出した瓦窯は1972年の瓦窯とは連続しない
別の傾斜面に位置していたと考えられ、小支丘は、上下
に２つの斜面をもつ地形であった可能性が高い。

窯構造　　調査地の現状や遺構の残存状況から窯構造
全体をあきらかにすることはできなかった。ただし、
SY330・340・345とも焼成部を検出し、焼成部の大きさ
や床面の傾斜角度などから、すべて窖窯と判断した。ま
た、焼成部の長軸が幅よりも長いという特徴から、３基
の窯は奈良時代前半期（平城還都前）に操業していたも
のであろう。出土瓦でもっとも新しい型式は平城瓦編年
Ⅱ-２期に属する6225C、6663Cであり、その他の瓦もす
べて奈良時代前半期に収まる。上述した遺構の年代観は
出土遺物とも矛盾しない。
　今回の調査では、中山瓦窯における瓦窯構造と生産し
た瓦をあきらかにするうえで重要な資料を提供するとと
もに、瓦窯全体の規模や地形を推測する手がかりを得る
ことができた。� （今井晃樹）

註
１）	 京都府埋蔵文化財調査研究センター『奈良山瓦窯跡群』

1999。

表₃₂　第₅₂₃次調査出土瓦磚類一覧

SY₃₃₀ SY₃₄₀ SY₃₄₅
型式 種 点数 型式 種 点数 種類 点数

6225 C 1 6284 D 1 6225 C 12
6284 C 1 6284 ？ 1 6225 ？ 2
6284 ？ 2 型式不明 3 6281 Bb 1
型式不明 1 型式不明 2
6663 C 2 6663 ？ 1
型式不明 1
鬼　瓦 ⅠA 2 鬼　瓦 ⅠA 3
熨斗瓦 2 熨斗瓦 2
面戸瓦 2
隅切瓦 2

※このほか立会で型式不明軒丸瓦１点出土
丸瓦 平瓦 磚 土管

重　量 281.64㎏ 410.93㎏ 26.40㎏ －
点　数 2461 4116 17 2

図₂₄₄　第₅₂₃次調査出土軒瓦・鬼瓦　１：４（５は１：８）
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１　はじめに

　宅地造成にともなう事前調査である。平城京左京二条
二坊十四坪は、法華寺阿弥陀浄土院が所在する十坪の南
東に位置し、調査地点は坪の北西隅からやや東になる。
なお、調査地点の北側には二条条間路、二条条間路を隔
てて北西には、法華寺の寺域南辺中央部に設けられた門
SB7110（『年報 1998』）、西側５ｍに東二坊坊間東小路が
所在する。

２　基本層序

　調査区は、東西３ｍ、南北16ｍのトレンチを設定した。
基本層序は、現地表面下0.4ｍで水田耕土・床土層（厚さ0.7

ｍ）、その下に菰川の氾濫によるとみられる粗砂層（厚さ

５㎝）が堆積し、現地表面下1.2ｍ（H＝60.50ｍ付近）で奈
良時代の遺構面を検出した。遺構面は整地土上に展開す
るが、調査区南側では整地土を２層にわたり確認した。
上から土器片などを含む整地土１（厚さ20～30㎝）、整地
土２（厚さ20㎝）であり、それぞれの整地土から掘り込
まれる遺構を検出した。これらは、いずれも奈良時代に
属することから、奈良時代の遺構面が上下２面にわたっ
て存在し、出土遺物から奈良時代前半（整地土２）と後
半（整地土１）と少なくとも２時期に分かれる。

３　検出遺構

　 遺 構 は、X－145,410か らX－145,414付 近 に か け て
SD10575とSD10576、X-145,417付近にSD10577、塀ない
しは建物と推定される南北方向の掘立柱列２条、整地土
２（下層の整地土）から掘り込まれた東西溝SD10580など
を検出した。SD10575・10577、および掘立柱列は、い
ずれも整地土１（上層の整地土）から掘り込まれる。なお、
SD10575・10576の新旧２条の東西溝は、位置や周辺の
調査成果などから、いずれも二条条間路南側溝と考えら
れる。
二条条間路南側溝SD₁₀₅₇₅　　奈良時代の二条条間路南
側溝と考えられる素掘りの東西溝。掘り直しの痕跡が
確認できることから、新旧２時期分の溝があり、古い

SD10575とその南側を掘り込むSD10576とに分かれる。
このうちSD10575は、幅４ｍ、深さ0.65ｍを測り、後述
するSD10576より幅広く、断面形態が逆台形状を呈する。
埋土は砂や粘土を主体として厚く堆積しており、豊富な
流水があったと判断されるが、最下層は木屑などの有機
物が主体となっており、SD10580より少量だが、木簡、
木製品、種実などが出土した。
二条条間路南側溝SD₁₀₅₇₆　　奈良時代後半の二条条間
路南側溝と考えられる幅2.5ｍ、深さ0.65ｍを測る素掘り
の東西溝。不整なＶ字状の断面形態を呈し、埋土は砂が
主体で、一定量の流水があったと判断される。埋土から
土器や瓦片などが出土した。
東西溝SD₁₀₅₇₇　　素掘溝で、幅約1.5ｍ、深さ20～25㎝
と浅い。埋土は砂質土が主体で、瓦が多く出土したが、
そのなかには熨斗瓦と推定できるものも含まれる。加
えて、SD10575でも瓦が多く出土した点などを勘案す
ると、SD10575とSD10577との間には築地塀が存在し、
SD10577が築地塀の内溝であった可能性が考えられる。
いずれの溝も整地土１を掘り込むことから、築地塀が展
開したのは奈良時代後半であろう。
掘立柱塀SA₁₀₅₇₈　　SA10578は、一辺１～1.2ｍ、深さ0.4
ｍと大型の方形柱掘方を有する南北塀。SD10577の際ま
で展開することから区画塀と推定した。
掘立柱塀SA₁₀₅₇₉　　SA10578と同様、掘立柱塀と推定
したSA10579は、SA10578のすぐ西脇に位置する径0.4

平城京左京二条二坊十四坪
の調査
－第524次

図₂₄₅　第₅₂₄次調査区位置図　1：₂₀₀₀
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ｍ、深さ0.4ｍの平面円形を呈する南北方向の塀であり、
調査区内で３間分検出した。これら２列の塀は、重複関
係からSA10578→SA10579の順で構築され、今回の調査
で坪内の区画塀の新旧を把握したと考えておきたい。
東西溝SD₁₀₅₈₀　　これまでに取り上げた遺構より下層
に展開する素掘溝であり、南北最大幅4.6ｍ、深さ0.65ｍ。
断面形態は、ゆるやかなＵ字状を呈する。SD10575と後
述する木製品や木簡が出土した木屑層の状況が似通うこ
とや、湧水が多いことなどを勘案して、ここでは溝と推
定したが、全体を把握できておらず、土坑である可能性
も存在する。埋土は、砂質土や粘土を主体とするが、最
下層は厚さ40㎝前後の木屑層からなり、この木屑層から
木簡、木製品、土師器や須恵器などの土器が多数出土し
た。出土土器はいずれも奈良時代前半におさまることか
ら、SD10580は奈良時代前半の所産と考えられる。また
SD10580は、埋没後に整地土１が覆うことから、整地土
１が奈良時代後半の整地と考えるのが妥当だろう。

４　出土遺物

土　　器

　本調査では、整理用コンテナ６箱分の土器が出土し
た。いずれも奈良時代の土師器および須恵器からなり、
SD10580の木屑層から後述する木簡群と共伴する一群と、
二条条間路南側溝から出土した一群とがある（図248）。
　まず、奈良時代前半と考えられる下層の東西溝
SD10580から出土した土器は、土師器および須恵器食器
類（１～３）と貯蔵具（４）、転用硯（10～12）などからな
る。１・２は土師器杯Ｃ。１は復元口径19.2㎝、復元高2.6
㎝。口縁部を横ナデし、外面はヘラケズリ後横方向のヘ
ラミガキ調整を施す。２は口径17.4㎝、器高2.8㎝。口縁
部から外面中位まで横ナデ調整する。内側面に斜放射暗
文、底面に螺旋暗文を施す。３は須恵器皿Ｂ身。復元口
径22.2㎝、器高3.8㎝。４は須恵器平瓶。頸部以上を欠損
し、胴部内面に漆が付着することから、漆容器として使
用されたとみてよい。10～12は須恵器甕転用硯。いずれ
も内面側に墨をすった痕跡が明瞭で、12は墨痕も明瞭。
SD10580出土土器は、暗文を有する土師器など、その特

図₂₄₇　第₅₂₄次調査区全景（北から）

図₂₄₆　第₅₂₄次調査区遺構図・土層図　1：₁₅₀
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徴からみて平城宮土器Ⅲまでにおさまると考えられ、出
土木簡の年代とも調和的である。
　奈良時代後半の二条条間路南側溝SD10576からは、食
器類ばかりが出土し、図化ができた個体はいずれも須恵
器である（５・７・８）。５は皿Ｂ。口径28.0㎝、器高4.5㎝。
７・８はともに小ぶりな杯Ｂ身。復元口径は７が15.1㎝、
８が11.0㎝。７にみられるやや丸みをもつ体部や、８の
ように比較的鋭角に立ち上がる体部といった特徴は、平
城宮土器Ⅳ以降に多く、SD10576が奈良時代後半の所産
であることを示唆する。
　 一 方、SD10576以 前 の 二 条 条 間 路 南 側 溝 で あ る
SD10575出土土器は少量にとどまり、図化できる個体は
１点のみである。６は須恵器杯Ｂ蓋で、復元直径14.6㎝。
均一でない厚みだが、端部を下方へおさめる形状は、平
城宮土器Ⅲ頃の特徴である。� （青木　敬）

瓦 磚 類

　本調査で出土した瓦の一覧は、表33の通りであり、こ
こでは主要な軒瓦を報告する（図249）。SD10575からは
１の6311Baが出土。これまでにも左京二条二坊から比
較的まとまった点数が出土しておりⅡ-１期に位置付け
られる。また、緑釉の平瓦片が１点出土した。SD10576
からは6276Gと３の6751Aが出土。6276Gは高台・峰寺
瓦窯産とされる藤原宮式だが、平城京内では法華寺旧
境内において数点出土している。6751Aは平安時代と

図₂₄₈　第₅₂₄次調査出土土器　１：４

表₃₃　第₅₂₄次調査出土瓦磚類一覧

図₂₄₉　第₅₂₄次調査出土軒瓦　１：４

軒丸瓦 軒平瓦
型式 種 点数 型式 種 点数
6276 G 2 6641 F 1
6311 Ba 1 6702 ？ 1

6721 C 1
G 1

6751 A 1
型式不明（奈良） 4

軒丸瓦計 3 軒平瓦計 9
丸瓦 平瓦 磚

重量 36.933㎏ 124.278㎏ 6.311㎏
点数 363 1445 8
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図₂₅₀　第₅₂₄次調査出土木製品（１～９は１：２、₁₀～₁₈は１：３、₁₉は１：４）
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されるが、法華寺阿弥陀浄土院を中心に出土している。
SD10575の木屑層からは４の6721Cが出土しており、Ⅱ-
２期からⅢ期に位置付けられる。そのほか包含層から２
の6276Gと、５の6721G、6641Fが出土。6641Fは西田中・
内山瓦窯産の藤原宮式。6721GはⅡ-２期。� （川畑　純）

木 製 品

　SD10580から707点、SD10575木屑層から14点の木製
品が出土した。前者の内訳は服飾具（横櫛１点、留針２点）、
遊戯具（琴柱１点）、祭祀具（斎串４点、鏃形１点）、食事具

（匙形木器・杓子状木器７点、箸20点）、容器（曲物底板１点、

曲物側板４点）、その他（付札３点、紐留具１点、ささら棒１

点、部材15点、楔２点、轆轤挽き残欠１点、籌木７点、加工棒

586点、加工板50点）である。後者は、加工棒14点のみで
ある。ここでは、大半を占めるSD10580の主な木製品に
ついて記す（図250）。なお分類については『木器集成図録』
に準ずる。
　１は横櫛。平面が長方形で両端がやや丸みをもつＡⅡ
型である。残存長8.6㎝、高さ4.8㎝、厚さ0.9㎝。２は琴
柱。柾目材を三角形状に整形し、上端に弦受けの切れ込
みを入れ、底面を山形に切り欠き二股に足を作る。幅3.2
㎝、高さ1.9㎝、厚さ0.5㎝。３は付札。断面台形の薄い
板目材を素材として、上部両端に切れ込みを入れる。下
半を欠損する。残存長5.6㎝、幅2.0㎝、厚さ0.6㎝。４は
紐留具か。小ぶりな枝状の素材をラグビーボール状に
整形し、長軸に対して斜めに径0.3㎝程度の孔をあける。
５・６は留針。両者とも頭部を鋲頭状に作り出すＡ型
式。いずれも先端部は欠損する。５は身部径が頭部より
も小さく下方まで直線的に伸びるが、６は頭部と身部の
最大径がほぼ同じで頭部下で窄まる。５は残存長8.5㎝、
頭部径0.9㎝、身部径0.5㎝、６は残存長6.3㎝、身部径・
頭部径ともに0.7㎝。７は箸。完形品で、長さ17.2㎝、径
0.7㎝。下端に向かってわずかに細くなる。８は加工棒。
一端に最大径をもち、他端に向かって細くなる。表面の
加工痕が明瞭に残り、断面は多角形となる。長さ14.2㎝、
最大径1.4㎝。９は鏃形。三角形柳葉鏃を模したもので、
切先を斜めに裁断する。10～12は斎串。10は薄い柾目材
を利用し、下端が尖る。上半部は欠損する。残存長9.8
㎝、幅2.5㎝、厚さ0.2㎝。11・12はやや厚みのある板目
材を素材として、一端あるいは両端を尖らせる。11は長
さ27.0㎝、幅3.8㎝、厚さ0.7㎝。12は両端を斜めに裁断

するAⅠ型式。長さ30.0㎝、幅3.6㎝、厚さ0.5㎝。13は、
匙形木器。身部先端を直線的につくり、柄部先端が山形
をなす。下端をわずかに欠損する。残存長13.4㎝、幅3.4
㎝、厚さ0.6㎝。14、15は杓子状木器。両者とも身部先
端を直線的につくり、身部裏面に先端を薄くする加工を
施す。柄部を欠損する。14は残存長8.7㎝、幅4.3㎝、厚
さ0.6㎝。15は残存長21.1㎝、幅6.9㎝、厚さ1.0㎝。16は
曲物の底板。柾目板を利用する。側面には木釘および木
釘穴を残す。半分以上欠損する。復元径18.8㎝、厚さ0.8
㎝。17はささら棒。板目材を剣状に整形し、片側辺に鋸
歯状の加工を施す。上端は欠損する。残存長41.4㎝、最
大幅3.6㎝、厚さ1.8㎝。18は部材の把手。長方形の板目
材を素材として、長軸両端が幅広で、中央がもっとも幅
狭になる。両端に径1.0㎝の円孔を穿つ。長軸12.1㎝、両
端の短軸3.2㎝、中央の短軸1.8㎝、厚さ1.0㎝。19は、挽
物製作時に轆轤側に残った材。轆轤に固定した面には、
５つの爪跡が中央に１つとその上下２つずつ配置され
る。反対の面は、挽き出しの際の同心円状の痕跡が残り、
中央には径2.5㎝の突起が認められる。また側面に「×」
の刻印が施される。径15.4㎝、厚さ10.5㎝。

金属製品

　SD10580から金銅製環状金具１点と銅製丸鞆１点が出
土した（図251）。１は金銅製環状金具。径1.3㎝、高さ1.0㎝。
大刀などの把頭にみられる眼に用いる金具か。２、３は
丸鞆である。２は表金具で、裏面に３つの鋲足を鋳出す。
表面に黒漆の痕跡がわずかに残る。長軸2.1㎝、短軸1.4
㎝。透孔は縦0.6㎝、横1.6㎝。３は裏金具で、長軸2.1㎝、
短軸1.4㎝。透孔は縦0.6㎝、横1.6㎝。両者は同一個体と
考えられる。

自然遺物

植物種実　　SD10580・10575下層からは多くの植物種実
が出土した。現在整理中であるため、概要のみを示すこ

図₂₅₁　第₅₂₄次調査出土金属製品　２：３
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ととする。木本類では、モモ核、オニグルミ核、サンショ
ウ種子、ナツメ核、キイチゴ属核、ブドウ属種子、アケ
ビ属種子、マタタビ属種子、クリ皮など、草本類として、
メロン仲間種子、ナス属種子、エゴマ果実、シソ属果実、
タデ科果実、イネ頴、アワ有ふ果などがあり、多種にお
よぶ。食用植物でもっとも多いのはメロン仲間で、ナス
属やサンショウが目立つ。雑草と考えられるタデ科果実
も多い。� （芝康次郎）

動物遺体　　SD10580木屑層から、トビウオ科の可能性
がある腹椎が１点出土した（図252）。骨は焼けており白
色化していた。また、種は不明であるが、哺乳類の歯の
破片も出土した。� （山崎　健）

木　　簡

　奈良時代後半の二条条間路南側溝SD10575から14点
（うち削屑13点）、十四坪北西隅の下層の東西溝SD10580か
ら4,355点（うち削屑4,253点）、計4,369点（うち削屑4,266点）

が出土した。現状で１文字以上釈読可能なものは、削屑
を除くと２割弱、削屑では５％弱、全体では約５％とな
る。ここでは主要なものを報告する（図253・254）。
　SD10580出土木簡でもっとも目立つのは、３のような
人名を記す木簡である。煩雑になるため今回は割愛する
が、削屑の大半も人名に由来するものが占めている。14
～17にみえる十二支は出勤日を示すとみられ、１・13・
23などに舎人がみえることともあわせて考えると、舎人
の勤務管理に関わる可能性がある。１によればこれらの
舎人の勤務場所には「高殿」（楼閣建物）があった。
　４・５は接点が明瞭でないため別番号としたが、木目
は酷似する。４の「皇」に続く文字は他の可能性も皆無
ではないが、５の「太子」の上の文字の候補は「皇」以
外に考えにくく、４・５の順で上下に連続する可能性が
ある。そうでない場合も同一木簡の削屑であるのはまず
間違いない。したがって、皇太子付きの者の勤務人数を
書き上げる記載に由来する削屑とみられよう。

　６～９は紀年銘資料。６の養老７年は723年、８の神
亀元年は724年である。８の存在や９との類似、内容・
遺構からうかがえる資料群としての一括性の高さからみ
て、７・９も神亀元年の可能性が高い。19の郷里制の記
載とも矛盾しない。
　７・９・10にみえる主典は第四等官の一般的な表記で、
特定の用字をもたないこの表記は令外官に用いられる。
９にみえる正八位下は概ね官・職・衛府クラスの大主典
に相当するが、官司の具体名は同定できない。
　11は衛門府に宛てた移の削屑とみられる。12の「府」
も某衛府の可能性が高い。２に「下番」（非番ではなく月

の後半の勤務の意であろう）とあり、番上勤務の管理がう
かがえるので、SD10580出土木簡に多数みえる人名に、
舎人だけでなく兵衛が含まれる可能性も考える必要があ
ろう。
　18～20は貢進物付札。18は河内国大県郡の米俵の荷札
とみられる。郡単位の俵の貢進は他に類例がない。19は
類例の少ない庸塩の荷札。庸塩の貢進量は１人あたり１
斗５升で（『平城宮木簡 ３』2892解説参照）、２人分を合成
するのが一般的だったらしい。ここではコザトを越えて
合成されている。なお、備前国賀茂郡児嶋郷からの貢進
には、平城宮跡内裏北外郭官衙の土坑SK820出土の調塩
の荷札２点の事例がある（平城宮木簡322・323号）。20の中
男役物は、養老元年（717）に調副物と中男の調を統合し
て新たに設けられたいわゆる中男作物のことであろう。
税目の名称として確立するのは８世紀後半以降で、文字
通り「中男を役して進」める貢進であったことを示す表
記といえる（『続日本紀』養老元年11月戊午条）。21は鯛腊の
荷札。能登国と若狭国に類例があるが、調と明記のある
のはこれが初めてである。
　22は銭の付札。「下」は某所から下給するの意であろ
う。23は横材木簡の削屑で、位階ごとに帳簿による勤務
管理をおこなっていた様子を示す。24は習書木簡。「春」
を分解して示す。「夷」の異体字といわれる「 」が、「秦」
のほか「春」の一部でもあることを再認識させる興味深
い事例。SD10575出土の25も銭の付札とみられるが、「山
田余」は不詳である。
　以上概観したように、SD10580出土木簡は、内容的に
も一括性の高い一群である。１などにみえる舎人は、４・
５の皇太子の存在や養老・神亀の交わりという年紀から

図₂₅₂　第₅₂₄次調査出土動物遺体（トビウオ科？）

5㎜0
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図₂₅₄　第₅₂₄次調査出土木簡釈文

図₂₅₃　第₅₂₄次調査出土木簡
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考えると、即位前の聖武天皇、すなわち首皇子の春宮舎
人とみてよい。衛府の活動もその警備担当として理解が
可能である。このように全体として皇太子首皇子に関わ
る官司の活動に収斂することが見通せよう。７・９・10
にみえる主典が置かれた官司がその官司そのものなの
か、単に木簡の差し出しであるだけで木簡群と直接関係
ないのかは一概には決めがたいけれども、後者であると
しても、点数的なまとまりからみるなら、密接な関わり
をもって活動していることは確実である。
　即位前の首皇子の居住地としては、平城宮東張り出し
部南半の東宮に求めるのが一般的である。今回の調査地
は二条条間路を挟んで法華寺旧境内南端に接する場所で
あり、藤原不比等とゆかりの深い地域である。また西の
左京二条二坊十一・十二坪には後に離宮とみられる施
設も設けられる（『年報 1997-Ⅲ』・『年報 1998-Ⅲ』を参照）。
SD10580出土木簡は、調査地の平城宮東南に隣接すると
いう地域的な性格を如実に反映するものといってよい。
今後、出土遺構の性格や調査地周辺の遺跡との関わりを
慎重に考慮しながら、さらに究明していく必要があり、
狭小な調査ではあったが極めて重要な資料群が提供され
ることになった。� （渡辺晃宏）

５　ま と め

　本調査の成果をまとめると、以下の３点に集約するこ
とができる。
　まず、平城京二条条間路南側溝を検出した。この側溝
は、新旧２時期にまたがっており、流水にともなう砂が
厚く堆積していたことから、砂の堆積が早く進行し、埋
没が進んだことから、溝を再度掘り直して利用したと考
えられる。なお、調査区内での側溝幅はSD10575で４ｍ、
SD10576で2.5ｍと旧段階のほうが幅広だが、かなりの流

水量が推測できるため、流水にともなって側溝肩が浸食
されたことにより溝幅が広がった可能性もある。
　つぎに、二条条間路南側溝の南側で奈良時代前半の溝
らしき遺構を検出し、最下層の木屑層に木製品や木簡が
大量に出土した。出土木簡は、８世紀第２四半期に位置
付けられるもので、共伴する遺物も木簡とほぼ同じ時期
の所産とみられ、その資料的価値は高い。なお、こうし
た条坊側溝の内側にめぐる性格不明の溝は、近隣調査区
でも検出している。今回、即位前の聖武天皇、すなわち
首皇子に関わる官司の活動がうかがえる木簡がまとまっ
た数量出土した。加えて、漆が付着した須恵器平瓶や挽
物を製作した際に生じた残材が含まれていることから、
付近に皇太子に関わる官司が存在していたと仮定する
と、そこには木工に関わる工房も併設されていた可能性
が浮上する。これらSD10580出土遺物は、奈良時代前半
における二条二坊十四坪に当時皇太子であった首皇子に
関連する施設が存在したことを示唆するものであり、当
該坪の土地利用を考える上で重要な手がかりを提供する
こととなった。
　また、奈良時代後半になると、二条条間路南側溝の南
側は、築地塀によって荘厳されていた可能性が高いこと
もあきらかになった。これは、北側に法華寺阿弥陀浄土
院が建立され、それにともなって周辺も整備された可能
性を示唆する。法華寺阿弥陀浄土院は、光明皇太后の一
周忌斎会に向けて天平宝字４年（760）からその翌年に
かけて造営されたと考えられ、これに近接した時期に、
門SB7110がある二条条間路北側のみならず、南側まで
一体的に整備された可能性を示唆する。寺院など重要施
設の整備は、当該部分にとどまらず周辺までも対象とし
た、広く景観を考慮したものだった可能性があるといえ
よう。� （青木）
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図₂₅₅　SD₁₀₅₈₀全景（中央下の黒色の範囲が木屑層、北西から） 図₂₅₆　SD₁₀₅₇₅（左）とSD₁₀₅₇₇（右）（西から）
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１　はじめに

　本調査は、海龍王寺写経道場建設にともなう発掘調査
である。調査区は、海龍王寺境内西側、海龍王寺西金堂
から西北へ約4.3ｍの地点に位置する。なお調査区の周
辺は、長く民有地となっていたが、昭和以降の換地によ
りふたたび寺地に復した。調査区の規模は、東西10ｍ、
南北３ｍ、調査期間は2014年２月19日から2014年２月28
日までである。なお、後述のとおり西回廊の一部と考え
られる遺構を検出した。協議の結果、写経道場を当初計
画位置より西側へ移して建設する計画変更がおこなわれ
た。それにともない、調査区も西側へ２ｍ拡張して調査
をおこなうとともに、回廊に関わる遺構の保存が図られ
た。海龍王寺をはじめ関係各位に謝意を表する。

２　海龍王寺の沿革と既往の調査

海龍王寺の沿革　　海龍王寺は、『続日本紀』や「正倉院
文書」などに「隅院」や「隅寺」などの名で呼ばれており、
海龍王寺の呼称は中世以降とされる。創建については詳
らかではないが、「正倉院文書」にある写経関係の文書
から、天平８年（736）にはすでに存在していたらしい。
寺地は、左京一条十三・十四坪と一条三坊三・四坪にお
よぶ。平安時代には興福寺の管領であったが、12世紀に
はかなり衰微していたようである。
　ところが鎌倉時代になると、寛元元年（1243）に承久
の乱で没収された河内国八尾の水田を還付する願いを出
し、翌年には金堂・講堂・東西両金堂・僧房の修造を願
い出ている。ここで注意されるのは、回廊の文字がみえ
ない点であり、そこを勘案すると13世紀前半までに回廊
は失われていたと考えるのが妥当であろう。そして、西
大寺復興で名を知られる叡尊が、嘉禎２年（1236）から
暦仁元年（1238）まで海龍王寺に住し、その後正応元年

（1284）に西金堂の大修造や経蔵の造営、堂宇の復興に注
力したことも注意される。
　しかし、その後室町時代に寺勢は衰え、江戸時代には
一層衰微したが、それでも寛文６年（1666）には本堂の
再建など伽藍の修造はおこなわれていた。ただし、この

時点で講堂・食堂・西室・楼門などは失われていた。
既往の調査　　1969年12月、経蔵の東隣接地で実施した
発掘調査では、海龍王寺創建期と推定される南北棟の
掘立柱建物等を検出した（『年報 1970』）。つづく1970年７
月海龍王寺旧境内の防災工事に際し、東門から中門、庫
裏や客殿周辺での消火栓導水管埋設にともなう立会調査
がおこなわれ、東・南面回廊の一部を検出した（『年報 

1971』）。この際に確認された東回廊基壇の羽目石は、高
さ77㎝、幅47㎝、厚さ９㎝を測る。1991年12月に伽藍の
北方で実施した第223-18次調査では、金堂から北へ約30
ｍ付近の地に、食堂と推定される東西長が15ｍ以上を測
る東西棟の基壇建物を検出した（『1991年度 平城概報』）。
　このほか、1965～66年に実施した西金堂の修理工事に
際して、西金堂の構造は無論、中金堂や西面回廊基壇の
構造についても知見が得られている １）。

３　基本層序

　基本層序は、上から順に表土層（厚さ15㎝）、旧耕土（15

㎝）、整地土１（10㎝）、整地土２（40㎝）と２層の整地土
が展開し、さらに黄橙粘質土（地山）と続く。整地土１
の上面は標高68.4ｍ、整地土２では標高68.3ｍで検出し
た。整地土１・２には、いずれも古代～中世の瓦や基壇
外装材とみられる凝灰岩片が混入していることから、整
地は中世以降の所産と考えられるが、それは叡尊が住し
た時期にともなう可能性もある。なお、遺構検出面は、
整地土１・２両方で認められ、計２面が存在する。地山
は、Y－17,855ライン付近以東とY－17,847ライン付近以
西で0.4ｍほど落ち込んでおり、この落ち込み部分を埋

海龍王寺旧境内の調査
－第525次

図₂₅₇　第₅₂₅次調査区位置図　1：₂₀₀₀
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め立てるのが整地土２である。さらに地山と整地土２を
覆うように整地土１が展開する。なお、落ち込み部の地
山は、標高68.9ｍ付近で確認した。

４　検出遺構

整地前の遺構

西回廊SC₁₀₅₉₀　　整地前の遺構として、調査区西側の
地山上面で、海龍王寺西回廊にともなうと考えられる凝
灰岩製基壇外装ならびに雨落溝の残欠を検出した。残存
状態が悪いため正確な規模と構造は不明だが、地覆石ら
しき石材の残欠は認められないことから、基壇外装は地
覆石をもたず、羽目石を直接据え付けたようである。凝
灰岩の残存状況からすると、羽目石は幅40～50㎝前後、
奥行20㎝前後と推定できる。回廊の基壇土は、削平に
よって残存しておらず、羽目石も上部を欠失し、底部付
近をわずかに残すのみである。基壇外装の据付穴は、布
掘状を呈し、幅約40㎝、基壇側に外装材を寄せて据え付

けており、羽目石の背面にある据付穴の埋土は、厚さが
１～３㎝程度とうすい。調査区北端の羽目石は残存せ
ず、抜取穴が検出されたため、当該部分は石材がすべて
抜き取られたと考えられる。
　西回廊の雨落溝は、後世に掘削された南北溝SD10585
によって大半が失われているが、東の溝肩部で玉石敷を
抜き取った痕跡が確認できたこと、南北溝に径20㎝前後
の円礫が数点確認できたことなどから、乱石組だった可
能性が高い。なお、基壇外装の外端から雨落溝の抜取穴
までは30㎝ほど離れており、この間に幅狭の犬走りが存
在していた可能性もある。

整地後の遺構

　整地土２から掘り込まれた中世以降の遺構は、掘立柱
建物１棟、柱穴２基、土坑２基、ピット５基を検出した。
掘立柱建物SB₁₀₅₉₁　　Y－17,846ライン以西で検出した
東西４間の東西棟建物であり、調査区の南側まで展開す
ると考えられる。柱掘方は方形で、一辺0.6～0.8ｍ、深
さ0.25ｍ。柱掘方ならびに柱抜取穴双方に瓦片が混じる。
土坑SK₁₀₅₈₇　　東西1.3ｍ、南北0.95ｍ以上、深さ0.3ｍ
の不整形を呈し、軒瓦をはじめとした瓦片が大量に出土
した。
土坑SK₁₀₅₈₈　　東西3.4ｍ以上、南北1.2ｍ以上、深さ0.3
ｍの不整形を呈し、こちらでも瓦片が大量に出土した。
SK10577・10588とも、瓦などを投棄したゴミ穴であっ
た可能性が高い。

図₂₅₉　西回廊SC₁₀₅₉₀基壇外装残欠（奥に西金堂、北西から）

図₂₅₈　第₅₂₅次調査区遺構図・土層図・断面図　1：₁₀₀
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５　出土遺物

土　器　　本調査区での土器の出土量は少なく、土師器
や須恵器などの土器片が１箱分にとどまる。�（青木　敬）

瓦磚類　　本調査区出土の瓦磚類は表34に示した。大
半が近世以降だが、古代の瓦も一定量ある。特に、
SK10587からは奈良時代の瓦がまとまって出土し、図
260の軒瓦もすべてSK10587出土である。１は6282Dで
やや小型の軒丸瓦。平城宮南西隅でまとまった出土例が
ある。２は6140A。6140Aは外縁が明確に残存する資料
がなかったが、6140B同様、鋸歯文が疎にめぐることが
判明した。平城宮・京内での出土例は少ないが、平城宮
東方官衙等で若干の出土がある。３は6721Eで6721型式
のなかではやや小ぶりの軒平瓦。平城宮東院地区で比較
的多く出土する。４は6734A。直線顎の軒平瓦。平城宮・
京全体での出土例は非常に少なく、平城京左京四条二坊
十五坪（田村第推定地）のほか、西隆寺に同笵がある。５
は6702G。薬師寺所用瓦と同笵。１～５のうち、１と３
は奈良時代前半、それ以外は奈良時代後半である。い
ずれも海龍王寺旧境内では初例となる。これらは回廊
SC10590に葺かれた可能性はあるものの、出土量が少な
く軒瓦の組合せなどは不明である。また、本調査区から
は顎部片だが７世紀後半の重弧文軒平瓦が２点出土し
た。そのうちの１点は、平瓦部に穴をあけ、粘土製の釘
を打ち込んで平瓦部と顎部を留めている。同様の技法を
もつ重弧文軒平瓦は左京八条三坊十五坪（姫寺廃寺）で
も出土している。� （石田由紀子）

６　ま と め

　従前、西金堂と西面回廊との基壇間距離は10尺（3.0ｍ）、
回廊基壇は地覆石が存在せず、羽目石を直接地面に据え

付けたと推定されている。羽目石を直接地面に設置する
例は、今回確認した海龍王寺西回廊以外にも薬師寺食堂
や十字廊などにも例があり、切石積基壇外装の簡略化形
態として用いられたと推定できる。また回廊基壇幅は、
僧房との位置関係から17尺、梁行は８尺との推定値が提
示されている ２）。梁行長からみて西回廊が単廊だったこ
とは確実である。
　今回、西面回廊基壇西端付近を検出したが、岡田がお
こなった回廊推定ラインとほぼ同じ位置で検出したこと
から、岡田の推定を追認することができた。したがって、
回廊基壇内径は東西160尺、南北61尺とした回廊全体の
規模も現状では妥当な数値と評価できる。さらに基壇構
造も羽目石を直接地面に据え付けていたことを確認し、
これも岡田の推定を追認する結果となった。
　加えて、西回廊の雨落溝が乱石組であった可能性が高
く、基壇端から30㎝間隔をおいて位置することから、回
廊の軒の出が5.5尺以上となることもあきらかとなった。
このように狭小な面積の調査であったが、いくつかの注
目すべき調査成果があがった。� （青木）

註
１）	 奈良県教育委員会事務局奈良県文化財保存事務所編『重

要文化財海龍王寺西金堂・経蔵修理工事報告書』、1967。
岡田英男「海龍王寺」『大和古寺大観』５、1978。

２）	 岡田英男の記述によるが、岡田によるとこれらの数値は、
宮本長二郎が導出したという。

図₂₆₀　第₅₂₅次調査出土軒瓦　１：４

1

3

4

5

2

表₃₄　第₅₂₅次調査出土瓦磚類一覧

軒丸瓦 軒平瓦 軒桟瓦
型式 種 点数 型式 種 点数 種類 点数

6140 A 1 6702 G 3 近代 3
6282 D 3 6721 Db? 1 隅切 1
巴（中世） 4 E 2
巴（近代） 1 6734 A 1 軒桟瓦計 4
古代 5 重弧文 2 その他
時代不明 2 古代 2 丸瓦（刻印） 4

中世 1 平瓦（刻印） 6
近世 1 隅切平瓦 1

鬼瓦（近世） 1
熨斗瓦 2
雁振 1
隅木蓋？ 2
目板瓦？ 1
用途不明 3

軒丸瓦計 16 軒平瓦計 13 その他計 21
丸瓦 平瓦 磚 凝灰岩

重量 109.046㎏ 318.752㎏ 0.906㎏ 1.794㎏
点数 554 2468 2 24
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１　第₅₂₆次調査

はじめに

　本調査は、集合住宅建設にともなう発掘調査である。
調査区は、平城京東二坊坊間路に該当する。調査区は東
西３ｍ、南北10ｍ、調査期間は2014年３月６日から2014
年３月18日までである。

基本層序

　調査区の層位は、表土（厚さ10㎝）の下、造成土（20㎝）、
畑の旧耕作土（10㎝前後）、地山（黄褐色粘質土）の順であ
る。黄褐色粘質土の上面が遺構検出面となり、遺構は標
高70.00ｍ付近に展開する。

検出遺構

　遺構は、掘立柱塀１条、南北溝２条、柱穴１基、土坑
１基、ピット群などからなる。
掘立柱塀SA₁₀₅₉₇　　径0.25～0.4ｍを測る円形柱掘方の
南北方向の掘立柱塀で、計６間分を検出した。柱間寸法
は1.4ｍ等間、残存する深さは５～10㎝。出土遺物がなく、
帰属する年代については不明だが、埋土の特徴などから

中世以降の所産だろう。なお、SA10597周辺には、ほか
にも規模や形状が類似した小柱穴が展開しており、調査
区およびその周辺に小規模な塀や建物などがほかにも存
在した可能性が高い。
東二坊坊間路東側溝SD₁₀₅₉₅　　東二坊坊間路東側溝と
推定できる南北方向の素掘溝である。調査区内で長さ10
ｍ、幅0.2～0.6ｍ分を検出した。溝の西肩を調査区東端（Y

－18,039付近）で検出し、深さ0.4ｍ以上。調査終了後、調
査区外でおこなった立会調査において、SD10595の東肩
も検出し、これとあわせると東西幅２ｍ、深さ45㎝とな
る。これは、調査区の北で実施した第202-12次調査にお
いて検出した東二坊坊間路東側溝（SD01）の幅とも一致
する（『1989年 平城概報』）。出土遺物は、古代から中世に
かけての瓦片が中心で、東二坊坊間路東側溝が古代から
中世にかけて継続的に水路として利用されていたと考え
られる。
南北溝SD₁₀₅₉₆　　南北４ｍ以上、幅1.2ｍ以上の素掘溝。
埋土が畑耕作土と酷似することなどから、耕作関連の溝
と推定できる。掘削された時期は近現代であろう。
柱穴SP₁₀₅₉₈　　調査区東側（X－144,960、Y－18,039付近）

で検出した。SD10595の肩部上面から西側へ柱掘方を掘
削した掘立柱穴であり、柱掘方は東西0.6ｍ、南北0.8ｍ、

法華寺旧境内の調査
－第526次・第532次

図₂₆₁　第₅₂₆次・第₅₃₂調査区位置図　1：₄₀₀₀ 図₂₆₂　第₅₂₆次調査区遺構図・土層図　1：₁₅₀
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深さ0.2ｍを測る。位置からみて、SD10595にともなう遺
構と推定できるが、出土遺物がないため、時期は特定で
きない。

出土遺物

　出土遺物は、東二坊坊間路東側溝SD10595から主に出
土し、丸瓦や平瓦片が大半を占め、土器片が少量混じる。
遺物の総量は、古代から中世の丸瓦・平瓦が遺物整理用
コンテナ５箱分、土師器片・須恵器片と埴輪片などの土
器類が１箱分である。

ま と め

　本調査では、東二坊坊間路東側溝と考えられる南北溝
SD10595を検出し、調査区付近で幅２ｍ、深さ0.45ｍを
測ること、出土した遺物からこの南北溝は、奈良時代か
ら中世に至るまでの長期間使用されていたことなどが判
明した。� （青木　敬）

２　第₅₃₂次調査

はじめに

　本調査は道路および住宅建設にともなう事前調査であ
る。調査地は法華寺旧境内にあたり、東側の隣接地では
これまで第82-6次・第442次調査がおこなわれており、
掘立柱建物や鋳造関連遺構などが検出されている（『年報 

1974』、『紀要 2009』）。調査区は東西31ｍ、南北５ｍのＡ区、
東西3.5ｍ、南北８ｍのＢ区・Ｃ区の３ヵ所を設定した。
調査面積は合計209㎡。調査期間は2014年４月22日から
５月30日までである。

基本層序

　基本層序は調査地が東西に広いため場所により異な
る。Ａ区西部では地表から表土、灰色砂質土、地山（灰

色粗砂）。Ａ区中央部では地表から表土、灰色砂質土、黄
白色砂質土、地山（灰白色粗砂）。Ａ区東部では表土、黒
褐色土、地山（白色粗砂）。遺構検出面は黄白色砂質土お
よび地山である。Ｂ区では地表から表土、黄灰色砂質土、
黄褐色砂質土、地山（黄褐色粗砂）。Ｃ区では地表から表土、
灰色砂質土、地山（黄褐色シルト）の順である。遺構検出
面は基本的に地山上面で、Ａ区中央部では黄白色砂質土
上面である。遺構検出面の標高は64.3ｍ前後で、Ａ区中
央部から西南隅にむかってやや落ち込む。

検出遺構

　Ａ区で近世の土坑２基、Ｃ区で奈良時代の掘立柱建物

１棟・掘立柱塀１条がある。Ｂ区では顕著な遺構が検出
されなかった（図263）。
掘立柱建物SB₉₂₀₅　　Ｃ区中央付近で検出した東西棟掘
立柱建物。柱穴２基を検出し、東側の柱穴は東西1.0ｍ
以上、南北1.2ｍ、残存する深さは0.7ｍ、西側の柱穴は
東西0.6ｍ以上、南北1.0ｍである。柱間寸法は約3.0ｍ。
第442次調査で検出した奈良時代の掘立柱建物と柱筋が
揃い、一連の遺構と考えられる。第442次調査とあわせ
ると桁行４間以上の建物となる。
掘立柱塀SA₉₂₁₅　　Ｃ区北部で検出した東西掘立柱塀。
柱穴１基を検出し、東西0.7ｍ、南北1.1ｍ、残存する深
さは15㎝である。第442次調査で検出した掘立柱塀と一
連のものとみられる。柱間寸法は約3.0ｍで、あわせて
３間分となる。
土坑SK₁₀₄₈₁　　Ａ区中央南壁際で検出したすり鉢状の
土坑。東西1.7ｍ、南北1.1ｍ、残存する深さは20㎝。近
世の陶磁器片や瓦片が多量に廃棄されていた。
瓦溜SU₁₀₄₈₀　　Ａ区東南隅で検出した瓦を廃棄した土
坑。東西6.6ｍ、南北3.0ｍ以上の隅丸方形で、残存する
深さは0.7ｍ。土坑内の埋土は何層かに細分が可能であ
るが、遺物からは時期差はみられず、すべて近世以降に
属する。� （庄田慎矢）

出土遺物

瓦塼類　　本調査区で出土した瓦磚類は表35に示した。
以下、軒瓦の主要なものを報告する（図264）。１は奈良
時代前半期の6285Aで法華寺前身遺構（光明子邸）に使用
されたと考えられる瓦である。２～４は中世の巴瓦であ
る。５の6714A、６の6716Aは、法華寺創建時の所用瓦
である。９、10は平安時代、７、８、11は中世に降る。
７～９は法華寺境内から出土例があり、８と同文の瓦は
海龍王寺、不退寺、秋篠寺からも出土している。11は内
区右上に笵傷があり、興福寺の鎌倉時代再建瓦の笵を切
り縮めたものである。
　このほか、奈良時代の施釉磚が多く出土している。緑
釉の水波文磚４点、二彩の刻線文磚４点、単彩の無文磚
７点が出土した。図265は残存長12.0㎝、幅7.0㎝、厚み4.2
㎝で、上面にヘラで水波文を描き、下面には「条十八」
のヘラ書きがある。釉薬は上面のみに施す。ほか３点の
水波文磚の下面にもそれぞれ「九」、「卅」、「八」と読め
るヘラ書きがある。これらの施釉磚については本紀要の
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58頁で考察する。本調査区が法華寺金堂の南西に位置す
ることから、今回出土した瓦磚は同寺の主要伽藍で使用
されていた可能性が高い。� （今井晃樹）

土　器　　整理用コンテナ７箱分の土器が出土した。奈
良時代の須恵器・土師器は少量で、大半は近世の瓦質土
器・土師器である。SK10481・SU10480からは14～15世
紀代の土師器皿・羽釜、瓦質擂鉢が出土した。

（小田裕樹）

おわりに

　今回の調査では、Ｃ区で第442次調査で確認された掘
立柱建物・塀が西に続く様相を確認した。一方、Ａ・Ｂ
区では法華寺伽藍と関わる建物等の遺構は検出されな
かった。本調査区の遺構検出面標高は第82-6次・第442
次調査より約１ｍ低く、本調査区では近現代の造成によ
り遺構面が大きく削平されていることが考えられる。

（庄田・番　光）

図₂₆₄　第₅₃₂次調査出土軒瓦　１：４

図₂₆₅　第₅₃₂次調査出土水波文磚　１：４
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表₃₅　第₅₃₂次調査出土瓦磚類一覧

軒丸瓦 軒平瓦 その他
型式 種 点数 型式 種 点数 種類 点数
6285 A 2 6714 A 1 丸瓦（施釉） 1
6320 A 1 6716 A 1 平瓦（施釉） 1
巴（鎌倉） 3 古代 7 平瓦（刻印） 1
　 （中世） 33 平安 2 平瓦（タタキ） 3
　 （近世） 2 鎌倉 3 平瓦（ヘラ書） 3

古代 4 中世 27 隅切平瓦 1
鎌倉 1 近世 2 ケラバ（顔ナシ） 1
中世 19 時代不明 10 鬼瓦（中世） 2
時代不明 16 鬼瓦 2

軒平瓦計 53 鬼瓦? 1
軒桟瓦 面戸瓦 4

時代不明 2 面戸瓦? 1
雁振瓦 4

軒桟瓦計 2 隅木蓋 3
磚（施釉） 11
水波文磚 4
五輪塔 1
用途不明道具瓦 3

軒丸瓦計 81 その他計 47
丸瓦 平瓦 磚 凝灰岩

重量 196.114㎏ 540.348㎏ 1.555㎏ 1.118㎏
点数 1713 6827 4 12
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１　はじめに

　奈文研本庁舎の建替事業にともない、地下遺構の様
相を探るため、学術目的での発掘調査をおこなった（図

266）。発掘調査の成果は、現在整理中であるため、ここ
では概略を記すのみとし、詳細については、次年度の紀
要で報告する予定である。
　旧庁舎建物は、奈良県立医科大学付属奈良病院（のち

県立奈良病院）として1962年に起工したが、その建設に
先立つ発掘調査はおこなわれなかった。そのため、遺構
の残存状況を確認するため、2005年度（第400次）と2013
年度（第518次）に試掘調査をおこなった。その結果、敷
地東北部で西一坊大路西側溝や掘立柱建物など奈良時代
の遺構が残ることを確認したものの、それより西や南で
は、中世の遺物を含む秋篠川の氾濫原が広がる可能性が
高いと考えるに至った。
　今回の発掘調査では、これら氾濫原の広がりが、実は
秋篠川旧流路の堆積土であることを確認し、平城京造営
時に旧流路が敷葉・敷粗朶工法を用いて埋め立てられた
ことがあきらかとなった。奈良時代の遺構は削平された
部分も多いものの、一条南大路など条坊関連遺構が、想
定より深い位置に残存することがわかった。

２　基本層序と検出遺構の概要

　調査地は、平城宮の西面中門である佐伯門の西に位置
し、佐伯門から西へ延びる一条南大路にかかり、その北
の右京一条二坊四坪、南の右京二条二坊一坪にまたが
る。水田の地割りなどから、この付近には平城京廃絶後
の秋篠川の旧流路があったことが、試掘調査以前から指
摘されていた。
　調査区の基本層序は、旧庁舎の建設にともなう造成土

（最大で厚さ約２ｍ）、旧耕土・床土（20～30㎝）、中世の遺
物包含層（20～30㎝）と続き、その下は場所によって土
層が異なる。調査区南部では洪水の堆積とみられる灰色
砂（10～20㎝）が広がり、調査区西北部でも近世の洪水
砂が部分的に厚く堆積する。一方、調査区東北部では、
奈良時代の整地土が20㎝程度残る部分もある。その下は

明黄灰色～褐色粘土の地山。遺構はおよそ中世の遺物包
含層の下、あるいは灰色砂の下で検出した。遺構検出面
は北部で高く、標高68.6ｍ付近（地表下約1.3ｍ）、もっと
も低い中央部で標高67.5ｍ付近（地表下約2.5ｍ）である。
　検出した主な遺構は、古墳時代から平城京造営直前ま
での秋篠川旧流路のほか、平城京造営期の遺構として秋
篠川旧流路を踏襲しながら改修した斜行大溝がある。奈
良時代の遺構として、一条南大路の南北両側溝と、この
南北両側溝をつなぐ南北溝、大土坑、井戸５基などを検
出した。ただし、第248-12次、第400次北調査などで検
出したような顕著な建物跡などはみつからなかった。そ
の他の遺構には、古墳時代以前の溝や、平安時代から近
世までの井戸、小穴、中世以降の耕作にともなう細溝、
時期不明の掘立柱列などがある。

３　検出遺構

平城京造営前の遺構　　調査区の中央を北西から南東に
流れる自然流路を検出した。この流路の位置をほぼ踏襲
して後述する斜行大溝が造られているため、検出したの
は北東岸と南西岸の一部である。幅約30ｍ、検出面から
の深さは約3.5ｍあり、調査区内で西北西から南南東へ
と屈曲して流れる。北東岸の土層観察によって、幾度と
なく浸食と堆積を繰り返していることがわかる。流路の
埋土からは、古墳時代を中心に弥生時代から８世紀初頭
頃までの遺物が多量に出土した。
　その他、調査区北方を中心に南北大溝、これに注ぐと
みられる東西溝２条、さらにこれらを覆う沼状遺構など
を検出した。これらの遺構は、弥生時代から飛鳥時代ま
でのものとみられる。自然地形は、佐伯門のある東側が
高く、秋篠川旧流路に向かって下がっていることもわ

平城京右京一条二坊四坪・二条
二坊一坪・一条南大路の調査
－第530次

図₂₆₆　第₅₃₀次調査区位置図　1：₂₅₀₀
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かった。
平城京造営期の遺構　　平城京造営期には、秋篠川旧流
路を踏襲するかたちで、斜行大溝が整備された。幅約15
ｍ、深さ約2.5ｍの直線的な溝で、溝底には薄い水成堆
積層が認められる。埋土の中には数層の水成堆積層をは
さむものの、最終的には、ある程度乾いた状態で人為的
に埋め立てられている。
　埋め立てには、敷葉・敷粗朶工法が用いられている（図

268）。敷葉・敷粗朶は、大きく３層に分かれており、枝（粗

朶）を主体とする上層および下層と、葉を主体とする中
層に大別できる。中層と下層の敷葉・敷粗朶の検出面に
は、幹が直径20～55㎝の樹木の切り株が、両岸に沿って
多数投棄されていた（図267）。いずれも斧で幹を伐採し、
根を切断している。
　中・下層の敷葉・敷粗朶をともなう埋め立て土が、ほ
ぼ斜行大溝の全体にわたっているのに対して、上層の敷
葉・敷粗朶とその上に盛り上げられた黒色砂質土は、基
本的に後述する一条南大路の路床部分に限られる。この
黒色砂質土の上面では、70点近い斎串が集中する遺構を
検出した。溝の埋め立て工事の過程でおこなわれた祭祀
に関連すると考えられる。
奈良時代の遺構　　調査区のやや南寄りで、平城宮の西
面中門である佐伯門から西に延びる一条南大路を検出し
た。斜行大溝を埋め立てた後に造られ、路面は削平され
ているものの、路床部分が残る。一条南大路の南北では、
道路側溝となる東西方向の溝を検出した。両者の心々間
距離は70大尺（約25ｍ）で、道路の中軸が発掘調査の成
果から想定された佐伯門の中軸線と、ほぼ一致すること
から、一条南大路の南北両側溝と確認できた（図269）。
　一条南大路の北側溝は、約38ｍ分を検出し、調査区外
に伸びる。溝には３回の改修が認められ、改修によって
位置を変え、溝幅も変化している。南側溝は一部、残存
していない部分もあるが、長さ約32ｍ分を検出した。東
半では、２時期の変遷を確認したが、西半では１時期の

堆積を確認した。
　さらに一条南大路を横断して、その北側溝と南側溝を
つなぐ南北溝が見つかった。埋土の堆積状況から、２時
期の変遷を確認した。大路を横断するため、暗渠として
いた可能性もある。また、一条南大路北側溝の大路側に
あたる南法面には、しがらみによる護岸が施されてい
た。径８㎝前後の杭を約30㎝間隔で千鳥に配し、その間
に粗朶を編みつける。しがらみは秋篠川旧流路を埋め立
てた部分を中心に施されており、主としてこの部分の大
路の法面を保護する目的で施工されたと考えられよう。
　また、右京一条二坊四坪では、大型の井戸を検出した。
井戸の掘方は、深さ約３ｍに達するが、直径約5.8ｍの
円形を呈する抜取穴によって、大部分が壊されていた。
横板組の井戸枠の最下段のみ残存していた。横板は長さ
約2.2ｍ、高さ約25㎝、厚さ約６㎝で、上下の接合は板
の側面に互いにホゾ穴を穿ち、別材で作ったホゾを差し
込んで横板どうしを井籠状に積む。内法寸法は2.16ｍ。
底部には径３～５㎝の円礫を約20㎝の厚さに敷き詰めて
おり、それを除去したところ、中央には曲物を抜き取っ
たとみられる穴を検出した。井戸枠の抜取穴からは、木
簡や墨書土器、三彩瓦、磚などとともに、奈良時代後半
の土器が出土した。
　このほか四坪内からは、奈良時代の井戸を４基検出し
た。坪の南西寄りで検出した井戸枠の抜取穴からは、「左
兵下」と記された墨書土器が出土するなど、この坪の性
格を示唆する可能性がある資料も出土した。一坪内で
は、奈良時代の井戸１基や掘立柱列なども検出した。
　右京二条二坊一坪の東北隅では、東西約６ｍ、南北約
５ｍの大型土坑を検出した。埋土から奈良時代前半の土
器や瓦などとともに、木簡が２点出土した。
　また、一坪の南寄り、一条南大路北側溝と接する場所
に、均質な暗黒褐色の粘土が堆積していた点も注目され
る。同様の粘土堆積は、一坪の東北隅にも広がることが
確認されており、奈良時代前半の土器が出土することか

図₂₆₇　調査区東南部敷葉・敷粗朶検出状況（北東から） 図₂₆₈　調査区西部敷葉・敷粗朶検出状況（東から）
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ら、この時期には、坪内の一部が湿地状を呈していた可
能性が高いと考えられる。
その他の遺構　　平城京廃絶後の遺構として、一条南大
路の路面北縁近くで、円形石組井戸を検出した。石組の
内径は約45㎝で、底部にはほぼ同じ径の曲物を据えてい
た。深さは約30㎝程度しか残存しないが、11世紀前半の
土師器皿が出土し、この時期には一条南大路は当初の規
模では機能していなかったことを推測させる。
　このほか、この調査では液状化現象による砂脈や噴砂
丘などの地震痕跡を数ヵ所で確認した。層序から、歴史
時代には奈良時代以降12～13世紀までと、13世紀以降の
少なくとも２回は、液状化現象が発生するほどの地震が
あったことがわかった。このほか、古墳時代以前にも同
程度の地震があったと考えられる痕跡を確認した。
 （神野　恵・鈴木智大・小田裕樹）

４　出土遺物

土器・土製品　　整理用コンテナ241箱分の土器が出土
し、弥生時代から中近世までの土器を含む。土器は秋篠
川旧流路の埋土から出土した古墳時代のものが大半を占
める。また、条坊関連遺構・京造営関連遺構・整地土層
からは、飛鳥時代末から奈良時代にかけての土器が出土

した。奈良時代の特筆すべき土器としては、墨書土器・
陶硯・転用硯がある。なかでも、墨書土器は約60点出土
した。主に条坊側溝や右京一条二坊四坪内の遺構からの
出土である。判読できたものでは、「左兵下」、「内薬司」、

「大伴千嶋」、「□□［忌厨ヵ］」、「御□」、「老」、「竹田」、
「東」、「林」、「供」などがある。� （小田）

瓦磚類　　整理用コンテナ267箱の瓦磚類が出土した。
大半は奈良時代の瓦である。一条南大路の北側溝から
は、丸瓦、平瓦のほか隅木蓋瓦が、南側溝からは、丸瓦、
平瓦のほか、第一次大極殿所用の軒平瓦6664Cが出土し
た。南北溝からも少量の丸瓦、平瓦が出土した。また、
井戸からは奈良時代後半の軒瓦とともに、丸瓦、平瓦、
三彩平瓦などが出土した。斜行大溝の埋め立て土にも少
量の瓦片が含まれていた。� （今井晃樹）

木　簡　　木簡は計45点（うち削屑12点）が出土した。そ
の内訳は、右京二条二坊一坪の大土坑から２点、一条南
大路北側溝から３点、南北溝から19点（うち削屑11点）、
右京一条二坊四坪内の沼状遺構から１点、同坪内の大
型の井戸抜取穴から４点（うち削屑１点）、斜行大溝の埋
め立て土から16点である。このうち里制下（701～717年）

の荷札木簡が、右京二条二坊一坪の大土坑、一条南大路
部分の中層敷葉層、一条南大路北側溝、右京一条二坊四

図₂₆₉　一条南大路と南北両側溝（西から）
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坪内の斜行大溝埋め立て土から出土した。このほか、習
書木簡や文書木簡もある。文書木簡には「奈良京」（平

城京）とみえるものがあり、「平散（薬物か）」を運ぶ役夫
（駈使丁）が逃亡したことが書かれる。「奈良京」という
言葉の使用とともに、平城京と藤原京を対比的に用いて
いるとみられることから、平城遷都前後の様子を伝える
木簡としても注目される。� （渡辺晃宏）

木器・大型木製品など　　約800点の木器と、井戸枠部材
などの大型木製品約300点が出土した。南北溝中央付近
からは、多量の加工棒、薄板とともに人形１点、斎串３
点が出土した。斜行大溝の埋め立て土（黒色砂質土）の
上面でみつかった祭祀遺構からは、70点近い斎串や横櫛
形木製品１点が折り重なって出土した。斎串は長いもの
で60㎝以上あり、ほとんどが７世紀第Ⅲ四半期には出現
するとされる細長い板材の両端を山形に削り出すもので
ある。これらの斎串の中には、一方の端部を山形に作り、
もう一方を斜めに切り落とし、その端部付近の側面を半
円状に切り欠くという珍しい形状のものもある。また、
右京二条二坊一坪の井戸からは、多数の加工棒とともに
刀子柄１点や箸２点が、大土坑からは挽物椀１点、曲物
１点が出土した。さらに、一条南大路北側溝北の粘土堆
積からは、挽物と考えられる高さ4.7㎝の黒漆塗の薬壺
が１点出土している。� （浦　蓉子）

５　自然科学的分析

　本調査では、年輪年代法をはじめとする自然科学的分
析を視野に入れたサンプリングをおこなった。これら分
析は現在、埋蔵文化財センターを中心に進めており、詳
細は来年度の紀要において報告予定である。ここでは、
年輪年代測定と酸素同位体比による年代測定の結果につ
いて、現時点での概要を記す。� （神野）

右京一条二坊四坪の大型井戸枠部材の年輪年代測定　　調
査対象表面の接写画像より計測した年輪曲線と、当研究
所で蓄積している暦年標準パターン群とのクロスデー
ティングを行い、西側の井戸枠（234層）についてヒノキ
の暦年標準パターンＥ １）と最外年輪が680年で照合した

（ t =7.31）。本試料には、年輪幅を計測できた最外層の外
側に１層分の早材が確認できるため、最外年輪は681年
ということになる。なお、本試料には辺材が確認できな
いため、この年代は原木の伐採年代の上限年代として捉

えられる。� （星野安治）

年輪セルロース酸素同位体比による切り株の年代測定　　
年輪セルロース酸素同位体比とは、出土した樹木の年輪
に含まれるセルロースの酸素同位体比を測定すること
で、年代測定をおこなう方法である ２）。酸素同位体比の
経年変動パターンは、樹種の違いを越えて高い相同性を
示すため、年輪数が50年以下でも、針葉樹・広葉樹を問
わず年代決定できる可能性を有する。参考までに、今回
の調査で出土した樹齢30年余りの切り株の年輪写真と、
その酸素同位体比（黒）を長野県のヒノキなどで作成し
た標準変動パターン（灰）と対比した図を示す（図270）。
　今回、斜行大溝の埋め立て土から出土した樹皮が付い
たままの切り株をサンプリングし、分析をおこなった。
その結果、現時点までに決定できたモミ属の切り株４点
の最外年輪の年代は、それぞれ709年が２個体、701年と
697年が１個体ずつとの結果を得ることができた。最外
年輪が709年ということは、平城京遷都の直前の709年夏
から710年春までの間に伐採されたことを意味する。
　今後、さらに多くの資料を測定し、年輪年代の成果や
発掘出土品の整理・研究成果と充分に重ねあわせた慎重
な議論が必要であるが、現時点のデータからは、発掘調
査の成果とあわせて興味深い知見を得ることができたと
いえる。� （中塚　武／総合地球環境学研究所）

註
１）	 奈文研『年輪に歴史を読む―日本における古年輪学の成

立―』1990。
２）	 中塚　武「環境の日本史 ① 日本史と環境―人と自然」『気

候変動と歴史学』2012、吉川弘文館、38-70頁。

図₂₇₀　斜行大溝の遺構から出土した切り株の薄板写真（上）と
その年輪セルロース酸素同位体比（下）
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１　はじめに

　本調査区は、平城京左京二条二坊十一坪の西辺に位置
し、法華寺の寺域南半部にあった阿弥陀浄土院跡と二条
条間路を挟んで南接する。左京二条二坊十一坪では、こ
れまでの調査で中心部に正殿と東西脇殿が「コ」の字形
もしくは「ロ」の字形に配置され、坪が一括して利用さ
れていたことが判明している（『年報 1997・1998』）。また、
遺構の配置や出土軒瓦の共通性から、平城京左京二条二
坊十二坪 １）との密接な関連も指摘されており、十一・
十二坪を一括した公的な施設の存在が想定されていた

（『年報 1997』）。
　今回の調査は、集合住宅の建設にともなうものであ
り、調査区から約３ｍ北に位置する第281次調査や約10
ｍ西に位置する第282-16次調査では奈良時代の建物や塀
等を確認している。このことから、調査区内にも奈良時
代の遺構の存在が予想された。調査区は東西６ｍ、南北
45ｍ、調査面積は270㎡である。調査期間は2014年７月
２日に開始し2014年８月22日に終了した。

２　基本層序と検出遺構

基本層序

　調査区内の基本層序は、上から①造成土（20～40㎝）、
②耕作土（20～30㎝）、③床土（20～40㎝）、④暗灰黄色砂
質土（整地土１：10㎝）、⑤灰褐色粘質土（整地土２：20㎝）、
地山（灰黄色粗砂～淡黄色粘土）の順である。
　遺構は、東西溝SD10538のみ④層上面で検出したが、
それ以外は⑤層上面および地山面で検出した。

検出遺構

　主な遺構は、溝３条、掘立柱建物３棟、塀８条、柱穴
２基、土坑１基等である（図272）。遺構は重複関係や検出
層位、出土遺物から１～４期に分けることができ、１期
が奈良時代以前、２～４期が奈良時代である。２期に関
しては遺構の位置関係や出土遺物等から、少なくとも２
時期以上の変遷が確認できる。しかし、重複する柱穴が
ないことや東西の幅が狭い調査区に制約されて全容が不
明な遺構も多く、今回は２期のなかに一括して報告する。

１期の遺構

溝SD₁₀₅₃₇　　調査区南端で検出した。幅2.3～2.5ｍ、
深さ45㎝。形状から円形にめぐると思われる。埋土は
黒色粘質土で遺物は含まない。東西塀SA10526 や柱穴
SP10527、南北棟建物SB10536により壊される。古墳等
の周溝の可能性がある。

２期の遺構

東西大溝SD₁₀₅₂₅　　調査区中央やや北寄りで検出した。
幅3.0～3.2ｍ、深さ30～40㎝。流水痕跡がなく、埋土は
黒褐色粘質土で一気に埋め立てられている。埋土からは
奈良時代前半から中頃までの土器が出土した。
東西塀SA₁₀₅₂₆　　調査区南部で検出した。一辺約１ｍ、
柱穴２基を検出し、深さ約45㎝。柱間約3.0ｍ（10尺）。
南に展開する掘立柱建物の可能性もある。柱穴２基は、
いずれも掘方に柱根が残存しており、そのうち、東の柱
穴には柱根のすぐ脇に別の柱根が残存していた（図274）。
この柱根は別の柱穴のものと考えられるが、柱根の沈下
を軽減するための補強材の可能性もある。SB10536と重
複し、SA10526が先行する。
柱穴SP₁₀₅₂₇　　調査区南で検出した。一辺約1.3ｍ、深
さ約0.6ｍ。調査区内には組み合う柱穴がないが、柱間
３ｍ以上の東西塀、または掘立柱建物の北西隅もしくは
北東隅とみられる。掘方底部で板状の礎板を確認した（図

274）。抜取穴からは奈良時代前半の土器が出土した。
東西棟掘立柱建物SB₁₀₅₃₀　　調査区東南部で検出した。
東西棟建物の西妻柱とみられる。柱穴は一辺0.9～1.1ｍ、
深さ45～60㎝。柱間は約1.8ｍ（６尺）。掘方底部では板
状の礎板が14枚、井桁状に組まれた状態で出土した（図

平城京左京二条二坊十一坪
の調査
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図₂₇₂　第₅₃₃次調査区遺構図　1：₂₀₀ 図₂₇₃　第₅₃₃次調査区西壁土層図　1：₁₀₀
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274・279）。
東西塀SA₁₀₅₂₈　　調査区西南部で柱穴１基を検出し
た。一辺0.8ｍ、深さ約40㎝。掘方には柱根が傾いた状
態で残存していた（図274）。SB10530に取り付く東西塀
の可能性がある。SB10530からの距離は3.0ｍ（10尺）。
東西塀SA₁₀₅₂₉　　調査区西南部で柱穴１基を検出し
た。一辺約0.8ｍ、深さ約0.5ｍ。SA10529と同様SB10530
に取り付く東西塀の可能性があるが、SA10529との前後
関係は不明。SB10530からの距離は約3.0ｍ（10尺）。抜取
穴から軒丸瓦6281Bが出土した（図274）。
土坑SK₁₀₅₃₈　　調査区南寄りで検出した。大きさは南
北約1.0ｍ、東西約0.8ｍ、深さは25㎝。埋土から曲物の
底板が出土した（図278）。
東西塀SA₁₀₅₃₁　　調査区中央部やや南寄りで検出し
た。柱穴は調査区東西壁でも確認でき、３基検出した。
一辺約1.0ｍ、深さ約0.6ｍ。柱間約3.0ｍ（10尺）。
東西塀SA₁₀₅₃₂　　調査区中央部で検出した。柱穴は
SA10531同様、東西壁でも確認でき、３基確認した。一
辺約1.1ｍ、深さ約0.75ｍ。柱間約3.0ｍ（10尺）。SA10531

との距離は約６ｍ（20尺）あり、SA10531とSA10532と
が組み合い東西棟建物になる可能性もある。
東西塀SA₁₀₅₃₅　　調査区中央部で柱穴２基、３間分検
出した。一辺約0.8ｍ。深さ約45㎝。柱間約2.4ｍ（８尺）。
SA10532と同じ並びにあるが、重複する柱穴がなく、前
後関係は不明である。
東西塀SA₁₀₅₃₃　　調査区北部で柱穴２基を検出した。
一辺約１ｍ、深さ約0.6ｍ、柱間約３ｍ（10尺）。
柱穴SP₁₀₅₃₉　　調査区西北部で検出した。一辺約0.7ｍ、
深さ約35㎝。調査区内では組み合う柱穴がなく、西に展
開する東西塀の可能性がある。埋土からは墨書土器が出
土した。

３期の遺構

南北棟掘立柱建物SB₁₀₅₃₆　　調査区南部で検出した。
柱穴は一辺約40㎝、深さ約40㎝。桁行３間、梁行２間。
柱間は約2.1ｍ（７尺）等間。北でやや東に振れている。
SD10527およびSA10526を壊す。
南北塀SA₁₀₅₃₄　　調査区北で検出した。一辺40～60㎝、
深さ約0.5ｍ。６間分検出した。北でやや東に振れるた
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めSB10536と同時期と判断した。南端の柱はSD10525の
埋土の上に建てられる。SA10534の並びには多くの柱穴
があり、何度か建て替えられた痕跡がある。

４期の遺構

東西溝SD₁₀₅₄₀　　調査区中央部やや北寄りで検出し
た。幅約2.0ｍ、深さ約30㎝、④層上面で検出した。埋
土から出土した土器の年代から奈良時代後半以降と考え
られる。なお、SD10540を埋め立てた後に10～20㎝大の
礫が大量に敷かれていた。そこからも施釉瓦や墨書土器
等が出土している。� （石田由紀子）

３　出土遺物

土器・土製品

　整理用コンテナ42箱分の土器が出土した。大半は奈良
時代の須恵器・土師器で、特に東西溝SD10540埋め立て
後の礫集中からは奈良時代後半から末頃の土器が大量に
出土した。
　本調査区出土の土器の特徴として、土師器供膳具類

（杯・皿・高杯・杯蓋）が多い点、土師器椀Ｃが多くみられ
る点、須恵器杯蓋の転用硯が多い点が挙げられる。この
他、墨書土器・漆付着土器・土馬・土錘などが出土した。
墨書土器（図₂₇₅）　　本調査区からは約20点の墨書土器
が出土した（釈読は渡辺晃宏による）。１・２は杯Ｂ蓋であ
る。１は外面に「得」と記す。SP10539出土。２は内面
に「左兵□」と記す。表土出土。３～６は杯Ｂ。３は口
縁部外面、４は底部外面にいずれも「上番」と記す。本
調査区からは「上番」と記す土器が他に２点出土してい

る。３はSD10540埋め立て後の礫集中、４はSD10540上
層からの出土。５は底部外面に「上□〔家カ〕」、６は「捄」
と記す。５はSD10540、６は表土出土。７は土師器杯Ｃ、
底部外面に「上」と記す。本調査区からは他に「上」と
記す須恵器が２点出土している。８は土師器椀Ｃであ
る。内面にナデ調整のアタリが残る。底部外面に墨書が
ある。７・８ともにSD10540出土。９は土師器杯蓋の内
面に単層の建物の墨画を描く（図276）。基礎の上に縦に
長い軸部と宝形造の屋根を描く。屋根の両隅には風鐸ら
しき装飾が下がる。屋根の上には装飾が乗るが、最上部
の表現は三つ又に分かれているようにみえ、鳳凰を表現
した可能性もある。また、建物の下方にも墨点が認めら
れることから、他にも何らかの描写が存在したとみられ
る。④層出土。� （小田裕樹）

図₂₇₅　第₅₃₃次調査出土墨書土器　１：４（９は１：３）

図₂₇₆　第₅₃₃次調査出土墨画土器
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瓦磚類

　本調査区から出土した瓦磚類は表36に示した。軒瓦
は、奈良時代前半のものが圧倒的に多い。本調査区で
もっとも出土点数が多いのは6308Iと6682Aであり、と
もに瓦編年のⅡ-２期に位置付けられる。第279次調査
では正殿と脇殿をもつ時期の瓦の組合せは6308I-6682B
とする（『年報 1997』）。本調査区でも6682Aとともに、
6682B・Cも一定量出土しており、6308Iと6682A・B・C
とが組み合う可能性は高い。特に6308Iは、平城宮内で
はほとんど出土しないが、左京二条二坊十一・十二坪で
は集中的に出土し、同坪の所用瓦と考えられる。
　また、Ⅰ-１期の軒瓦が比較的多いことも特徴である。
特に6275Dや6281Bなど藤原宮式軒丸瓦の出土が目立ち、

宮造営当初から当該地が利用されていた状況がうかがえ
る。ほかにもⅠ-１期は6272B-6644Aといった長屋王邸
の所用瓦と同笵の軒瓦もみられる。
　また、6313Aa・C、6314D等、甍棟を想定できる小型
の軒丸瓦も出土した。いずれもⅡ-１期である。
　奈良時代後半の軒瓦は少なく、施釉瓦の6759B、
6760Aの小片が出土した。いずれもⅣ-２期である。
　軒瓦の出土量をみると、100㎡あたり25.1点であり、
第279次調査区同様、軒瓦の出土が濃密である。丸・平
瓦に関しては本調査区の100㎡あたりの出土量は108.3㎏
で、平城宮中枢部の総瓦葺建物の出土量と比べて若干少
ないものの、それでもかなりの出土量といえる。調査面
積が小さいうえ、床土や整地土からの出土がほとんどで
不明な点が多いが、第279次調査でも100㎡あたりの丸・
平瓦の出土量が114.0㎏だったことを勘案すれば、少な
くとも左京二条二坊十一坪内に総瓦葺建物等、瓦を相当
使用する建物が存在した可能性は高い。
　また、本調査では、施釉瓦が多く出土した（巻頭カラー

参照）。左京二条二坊十一坪は、平城宮・京内でも施釉
瓦の出土が突出して多い（『年報 1997』、『年報 1998』）。今
回の調査でも、平瓦47点、丸瓦８点、熨斗瓦９点の施釉
瓦が出土した。ただし、大半は床土やSD10540上面の礫
集中からで、調査区内の遺構にともなうかは不明であ
る。施釉瓦は緑釉単彩と、二彩または三彩がある。施釉
軒瓦は、小片ではあるが軒平瓦6759Bが出土した。
　鬼瓦は唐草文鬼瓦片が１点出土した。平城宮第２次大
極殿院（第152次）で同笵例がある（『平城報告 ⅩⅣ』）。

（石田）

6281B 6285Ba

6135A

6313C

6282Ba

6664C

6721C 6721Ga

6644A 6682A

6682C 6760A 唐草文鬼瓦

6308I

6313Aa

図₂₇₇　第₅₃₃次調査出土軒瓦・鬼瓦　１：４

表₃₆　第₅₃₃次調査出土瓦磚類一覧

軒丸瓦 軒平瓦 その他
型式 種 点数 型式 種 点数 種類 点数
6135 A 1 6644 A 1 施釉平瓦（緑釉） 1
6272 B 3 6663 A 2 　　（三彩） 12
6275 D 3 C 2 　　（施釉/緑・白） 8
6281 B 1 6664 C 1 　　（施釉/緑・黄） 2
6282 Ba 1 6682 A 4 　　（施釉/緑） 22
6284 C 1 B 3 　　（施釉?） 2
6285 Ba 1 C 3 施釉丸瓦（三彩） 3
6308 I 5 6685 A 1 　　（施釉/緑・白） 2
6311 B 1 6691 A 3 　　（施釉/緑） 3
6313 Aa 1 6721 C 2 施釉熨斗瓦（緑釉） 3

C 1 D 1 　　（三彩） 1
6314 D 1 Ga 1 　　（施釉/緑・白） 1
奈良 7 ? 2 　　（施釉/緑） 4
時代不明 1 6759（緑釉） B 1 鬼瓦（唐草文） 1

6760 A 2 熨斗瓦 1
施釉（緑・白） 1 面戸瓦 1
奈良 9 平瓦（ヘラ書） 1
時代不明 1 瓦製円盤 1

軒丸瓦計 28 軒平瓦計 40 その他計 69
丸瓦 平瓦 磚 凝灰岩

重量 79.517㎏ 212.936㎏ 5.315㎏ 2.407㎏
点数 829 2861 5 1
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木製品・木製部材

　曲物底板、加工棒、部材などが出土した。
木製品　　図278は曲物底板である。柾目板を素材とす
る。上端の一部のみ残存し、他の部分は腐食により原形
をとどめておらず、木釘痕なども確認できない。復元径
19.3㎝、最大厚0.9㎝。SK10538出土。
木製部材　　SA10526柱穴などから柱根が出土したほ
か、SB10530 から礎板が14点出土した（図279）。これらは、
長さ30㎝～40㎝、幅５㎝～15㎝、厚さ約１㎝の板目材で
ある。表裏面に加工痕は認められない。同一材とみられ
るものも複数あり、転用品と考えられる。

金属製品

　銅製蛇尾が３点出土した（図280）。１点は表金具、２
点は裏金具で、すべて別個体である。
　１は表金具。裏面に３つの鋲足が残る。それぞれの鋲
足付近には、別の鋲足痕跡をとどめており、残存して
いるものは、後補と考えられる。長軸3.9㎝、短軸3.0㎝、
厚さ0.6㎝。④層より出土。２、３は裏金具。両者とも
に３つの鋲孔を残す。２は、腐食により原型をとどめる
のは下端の一部のみである。残存長3.5㎝、残存幅2.3㎝、
厚さ0.1㎝。④層より出土。３は長さ、幅ともに1.9㎝、
厚さ0.1㎝。耕土より出土。� （芝康次郎）

４　ま と め

　本調査では、奈良時代には少なくとも３時期以上の遺
構変遷が確認でき、左京二条二坊十一坪の西辺でも建物
群が複雑に変遷する状況が看取できた。
　検出した遺構の大半は出土遺物が少ないうえに、重複
関係も少なく、詳細な時期比定は困難である。ただし、
出土軒瓦は瓦編年のⅠ-１期およびⅡ期のものが圧倒的
に多く、主に奈良時代前半に大型の建物群が展開してい

たことが想定できる。
　遺構の全体像がわかるものが少ないため、遺構の組合
せに関しても不明な点が多いが、調査区には柱穴掘方
内に、柱根や礎板が残存するものが比較的多い。これ
らを時期的特徴と想定すれば、掘方底部に礎板が残る
SP10527、SB10530、SA10533、掘方に柱根が残存する
SA10526、SA10528 がそれぞれ同時期となる可能性が
ある。特に坪中心部の正殿SB6994の柱穴掘方には、柱
根が遺存するものと抜き取られたものとがあったことが
確認されている（『年報 1997』）。このような建物解体時の
手法を手かがりにすれば、SA10526、SA10528といった
柱根が遺存する遺構が、正殿や脇殿等の坪中枢部建物群
と同時期であると考えることも可能である。
　また、調査区南辺では奈良時代以前の溝SD10537を確
認した。遺物が出土していないため、断定はできないが
形状から古墳にともなう周溝の可能性があり、奈良時代
以前の当該地の土地利用の一端を知る手がかりを得るこ
とができた。� （石田）

註
１）	 奈良市教育委員会『平城京左京二条二坊十二坪』1984。

0 10㎝

図₂₇₈　第₅₃₃次調査出土曲物底板　１：３
図₂₇₉　第₅₃₃次調査出土礎板
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図₂₈₀　第₅₃₃次調査出土帯金具　１：２
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１　はじめに

　2014年６月３日から７月24日にかけて、店舗新築にと
もなう事前調査として、平城京左京三条一坊十五坪の発
掘調査をおこなった。建物建設予定部分に、東西16ｍ、
南北25ｍの調査区を設定した。調査面積は400㎡である。
　本調査区は、長屋王邸跡の西方にあたる。また過去に
は今回の調査区の北方を調査しており（第118-8次・第230

次・第266次・第349次）、その成果から十五坪とその北の
十六坪は一体となっており、四面に廂を持つ大型の掘立
柱建物や京内最大規模の井戸が検出されているほか、建
物群が密に並ぶ敷地であったことがあきらかにされてい
る（『1979 平城概報』、『1992 平城概報』、『1995 平城概報』、『紀

要 2003』）。また、本調査区の東方は奈文研（第379次、『紀

要 2005』）のほか、奈良市教育委員会による発掘調査が
おこなわれており（市教委94次） １）、後者では奈良時代の
掘立柱建物が確認されている。

２　基本層序

　調査区西部では地表から表土（80㎝、旧駐車場盛土、旧

耕土を含む）、黒褐色シルト質土（10～15㎝）、暗灰黄色シ
ルト質土（10～15㎝）、灰色砂混シルト質土（40㎝前後）の
のち、黒色粗砂からなる地山に至る。遺構検出面は黒褐
色シルト質土上面であるが、一部の遺構はその下層の暗
灰黄色シルト質土上面で検出している。遺構検出面の高
さは、調査区を南北に横断する攪乱溝を基準に西部と東
部に分けた場合、調査区西部では標高60.90m前後であ
るのに対し、調査区東部では標高60.70ｍ前後と相対的
に低い。これは、調査区東部においては畜力による耕作
痕とみられる偶蹄目動物の足跡列が広い範囲で顕著にみ
られたことからもわかるように、耕作による遺構面の削
平が調査区の東部でより深くに及んでいたことによる。

３　検出した遺構

　今回の調査で検出した主な遺構は、南北に廂をもつ東
西棟掘立柱建物１棟、東西掘立柱塀２条、東西掘立柱塀
１条、南北掘立柱塀１条である（図286）。

掘立柱建物SB₁₀₅₀₀　　調査区の中央で検出した東西棟
掘立柱建物。検出したのは21基の柱穴で、桁行４間以上、
梁行４間分である（図283）。柱穴は東西1.2～2.0ｍ、南北
1.2～1.8ｍと大型である。柱間寸法は、桁行・梁行とも
に約3.0ｍである。柱穴が残存する深さは38～76㎝。東
側柱筋から１間東にあたる調査区東壁では柱穴が検出さ
れなかったことから、この建物の東側には廂がつかない
ことがわかる。また、この建物はさらに西に続くと考え
られるが、その規模については今後の調査に委ねるほか
ない。なお、SB10500は掘立柱塀SA10495と２ヵ所で重
複関係があり、SA10495が古く、SB10500が新しいこと
を確認した（図285）。
掘立柱塀SA₁₀₄₉₅　　調査区の中央よりやや北側で検出
した東西掘立柱塀で、６基の柱穴を検出した。柱穴は東
西1.2～1.4ｍ、南北0.9～1.0ｍ、桁行柱間寸法は約2.4ｍで
ある。柱穴が残存する深さは78～108㎝。東端の柱穴か
ら１間東にあたる調査区東壁付近で柱穴が検出されな
かったことから、これより東側には続かないものとみら
れる。
掘立柱塀SA₁₀₄₉₆　　調査区の北端で検出した東西掘立
柱塀で、５基の柱穴を検出した。柱穴は東西1.2～1.6ｍ、
南北1.2ｍ以上、桁行柱間寸法は約2.8ｍである。柱穴が
残存する深さは95㎝で、柱抜取穴からは磚が出土した。
SB10500同様にさらに西に続くと考えられる。SA10496
は柱穴の規模が本調査区の建物に類似し、北側が未調査
であることから掘立柱建物となる可能性もある。
掘立柱塀SA₁₀₄₉₈　　調査区の南部で２基の柱穴を確認
した。攪乱溝によって大半は破壊されており、柱穴の東
端部のみを検出した。柱穴は東西0.6ｍ以上、南北1.2～1.6

平城京左京三条一坊十五坪
の調査
－第534次

図₂₈₁　第₅₃₄次調査区位置図　1：₃₀₀₀
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ｍ、残存する深さは63㎝、桁行柱間寸法は推定で約3.0ｍ。
三条条間路推定位置との関係をふまえると、この柱列が
さらに南へと続く塀である蓋然性は高い。
土坑SK₁₀₄₉₉　　調査区の南部で検出した東西45㎝、南
北62㎝、残存する深さ36㎝の土坑。平城Ⅳ～Ⅴの土器が
まとまって出土した。

土坑SK₁₀₅₀₁　　調査区の東北隅で検出した東西105㎝、
南北134㎝以上、残存深する深さ15㎝以上の土坑。軒丸
瓦6282Gなどが出土した。� （庄田慎矢）

４　出土遺物

瓦磚類　　本調査で出土した瓦磚類は表34に示した。以
下、状態のよい個体を報告する（図287）。
　１は6135Aで外区外縁の鋸歯文は摩滅しているが、そ
のほかの文様は残りがよく、丸瓦部も一部残存してい
る。SK10499出土。２は外区外縁を面取りし、花弁部分
は摩滅しているが、6285Bであろう。北排水溝出土。３
は6282Gで、SK10501出土。
　磚はSA10495の柱抜取穴とSB10496の柱穴から各２点
ずつ出土している。このうち、後者の出土品は完形品で
長さ31.4㎝、幅16.0㎝、厚さ7.5㎝である。

図₂₈₂　調査区全景（北東から）

図₂₈₃　SB₁₀₅₀₀（西から）

図₂₈₄　SA₁₀₉₄₆柱穴断面（南から）
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図₂₈₆　第₅₃₄次調査区遺構図　1：₂₀₀
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　瓦の100㎡あたりの出土量をみると、軒丸瓦が0.75点、
軒平瓦が１点、丸瓦が９㎏、平瓦が29㎏となる。この数
値は総瓦葺きと考えられる平城宮中枢部と比較して極端
に低いことから、本調査区の建物は総瓦葺きではなかっ
た可能性が高い。� （今井晃樹）

土　器　　整理用コンテナ３箱分の土器が出土した。
奈良時代の須恵器・土師器が主体である。SB10500・
SB10496・SA10495の各柱穴からは須恵器・土師器の細
片が出土したのみで、時期比定は難しい。
　SK10499から出土した土器を図示した（図288）。１～
４は土師器。１は椀Ａ。平坦な底部から内彎気味に口縁
部が立ち上がる。外面下位にヘラ削り調整を施した後、
ミガキ調整を施す。２は杯Ａ。平坦な底部から外方に口
縁部が立ち上がる。器面の磨滅が著しく、暗文・ヘラミ
ガキ等は観察できない。３は高杯Ａの脚柱部。円筒状に
作った脚部を杯部に接合するａ手法で成形し、断面九～
十角形になるよう外面に縦方向の面取りを施す。４は甕
Ａ。口縁端部を小さく折り返す。外面に刷毛目調整を施
す。５は須恵器甕Ｂ。口頸部が短く屈曲し、口縁端部を
外方に折り返し、丸くおさめる。肩部が緩やかに降り、

外面は平行叩きの後、カキメを施す。これらの土器は平
城宮土器Ⅳ～Ⅴに位置付けられる。� （小田裕樹）

５　おわりに

　今回の発掘調査により、平城京左京三条一坊十五坪の
南部にも大規模な建物が存在したことがあきらかになっ
た。 東西棟掘立柱建物SB10500は、南北に廂をもつだ
けでなく、柱穴掘方の規模が一辺約1.5ｍと大型である
点が注目される。また、遺構の重複関係からSB10500が
建てられる以前にはこの空間が東西塀SA10495によって
南北に区切られていたこともあきらかになった。このう
ち南側の空間は南北塀SA10498 によってさらに東西に
分かれているが、これらの塀が同時に存在したか否かは
不明である。
　一部の遺構の時期は出土遺物から奈良時代の後半に位
置付けられるが、大半は出土遺物が少なく正確な時期比
定が難しい。ただし、左京三条十五坪・十六坪の整然と
建物群を配置した土地利用のあり方から考えると、本調
査区の建物群も奈良時代に属する可能性は高い。各遺構
の時期比定や、SB10500以南の土地利用の様相の究明が
今後の課題である。� （庄田・番　光）

註
１）	 奈良市教育委員会『奈良市埋蔵文化財調査概要報告　昭

和60年度』1987。

1

2 3
図₂₈₇　第₅₃₄次調査出土軒瓦　１：４

図₂₈₈　第₅₃₄次調査出土土器　１：４

表₃₇　第₅₃₄次調査出土瓦磚類一覧

軒丸瓦 軒平瓦 その他
型式 種 点数 型式 種 点数 種類 点数
6135 A 1 6688 Ab 1 道具瓦 2
6282 G 1 型式不明（奈良） 3
6285 B 1

軒丸瓦計 3 軒平瓦計 4 その他計 2
丸瓦 平瓦 磚

重量 36.329kg 115.089kg 11.151kg
点数 405 2370 11

1

2

3

4

5
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１　はじめに

　国宝薬師寺東塔（以下、東塔と略称）は、薬師寺が平城
京へ移された奈良時代から現在まで伝わる薬師寺唯一の
建物である。三重塔であるが、各層に裳階と呼ばれる差
し掛けの屋根が取り付く、他に例をみない建築様式であ
る。2009年７月から保存修理事業に着手しているが、今
回は解体修理である。
　発掘前の基壇は、明治時代におこなわれた修理の際に
外装が一新され、さらに1952年の修理でも建物外部の敷
石の多くを取り替えているが、いずれの際にも本格的な
調査はおこなわれていなかった。今回の解体修理に際し
て、創建当初の基壇の規模や構造、材料などを調査し、
基壇外装の旧状の確認および後世の改変履歴をあきらか
にし、薬師寺東塔の変遷を解明するため発掘調査をおこ
なうこととした。加えて、不同沈下が著しい礎石の沈下
原因を解明し、修理方法についての検討材料を得ること
なども発掘調査の目的とし、奈良県立橿原考古学研究所
との合同で2014年７月８日より調査を開始し、2015年４
月22日に終了した。なお、現在の基壇外装材および敷石
は、写真撮影および図面作成などの記録化をおこなった
上ですべて除却し発掘調査をおこなっている。ここで
は、2015年２月上旬までにあきらかになった点を以下に
列挙する。なお、発掘調査成果の全容については、別途
作成する発掘調査概報で公表する予定である。

２　調査成果

　主な調査成果は３点である。まず、創建時から現代に
至る基壇外装の構造と規模があきらかになった。今回の
調査で、東塔の基壇外装は、創建時が切石積基壇（一辺

13.3～13.4ｍ）で、中世に乱石積基壇（一辺13.9ｍ）に改修
され、近世には西面のみ乱石積基壇の外側へ切石積基壇
を追加し、さらに明治修理時に花崗岩の壇正積基壇（一

辺14.6～14.7ｍ）へ改装するといった創建以来の変遷が判
明した。基壇は、改修の都度外側へ拡張されたため、古
い基壇外装が完全に壊されることなく残っていた。
　つぎに、創建基壇の版築がほぼ完存することを確認し

た点がある。前述のとおり基壇外装は、後世の改変を受
けていたが、基壇本体は創建時の姿を良好に保ってい
る。版築にともなう突棒痕跡や礎石据付穴の掘削時とみ
られる工具痕、加えて創建時と推定される足場穴や杭跡
など、東塔の造営に関わる痕跡や遺構を多数検出した。
このように創建基壇の残りは良好で、塔造営に関わる情
報も数多く得ることができた。このほか、基壇外周で明
治修理時の足場穴を検出するなど、東塔修理の履歴につ
いての知見も得られた。
　また、裳階柱礎石では、すべてに据え付け直した痕跡
が認められ、いずれも明治修理にともなうと考えられ
る。一方で四天柱礎石や側柱礎石については、多くが創
建時のまま動いていないこともあきらかになった。心礎
についても現状では動かされた痕跡が認められない。
　さいごに、西塔との共通点と相違点とが明白になった
点がある。創建時の東塔の基壇は、一辺約13.7ｍの西塔
基壇よりわずかに小さいが、大差ない規模で、高さもほ
ぼ同じである。基壇上面から掘り込む大型の隅丸方形を
呈する礎石据付穴や、四面に取り付く階段とその規模な
ども含め、東塔・西塔の基壇は共通点が多い。したがっ
て東塔と西塔とは、基本的に同一規模・構造で設計され、
共通した構築技術を用いて建立されたと考えられる。
　一方、東塔の心礎は、柱座や舎利孔が確認されず、西
塔と異なる石材の不定型な礎石である。また階段は、踏
石・地覆石とも凝灰岩の切石で、ともに花崗岩を使用し
た西塔と異なる。さらに基壇外装地覆石は、こちらも花
崗岩で統一された西塔に対し、東塔では複数の種類の石
材を使用し、厚さも不均一である。さらに地覆石自体も
上面の彫り込みが浅く、南辺では彫り込みすらもたない
といった違いがある。このように東塔は、基壇外装など
の細部に西塔と異なる特徴を有することもあきらかと
なった。� （青木　敬、米川裕司・佐々木芽衣／橿考研）

薬師寺東塔の調査
－第536次

図₂₈₉　第₅₃₆次調査区全景（北西から）
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１　はじめに

　本調査地は東向商店街の入口にあり、平城京左京三条
六坊十四坪の東北隅に位置する。『興福寺流記』によれ
ば、左京三条六坊十三～十六坪は天平宝字年間に興福寺
へと施入され、果薗・園地があったとされる。しかし、
左京三条六坊十四坪における古代の様相はあきらかでは
ない。ただし、本調査区から約50ｍ北に位置する第467
次調査では奈良時代の南北溝SD9450を（『紀要 2011』）、
約180ｍ北に位置する第439次調査でも奈良時代の南北
溝SD9300を検出しており（『紀要 2009』）、両者は平城京
東六坊大路西側溝の可能性が指摘されている。しかし、
SD9450はY－15,683付近、SD9300はY－15,668付近と位
置は異なり、いずれも小規模調査であったため、結論は
保留されている。特に、SD9300は本調査区の北延長部
に位置する。
　調査はビル改築にともなうものであり、調査面積は約
50㎡である。発掘調査期間は2014年９月16日に開始し、
同年10月２日に終了した。

２　基本層序と検出遺構

基本層序

　調査区は、後世の開発で北半が大きく削平されてい
る。調査区南半では、厚さ約0.6ｍの造成土を掘り下
げると地山（明黄褐色砂質土）が露出する。遺構は埋甕
SJ10550を大土坑SK10545の上面で検出したほかは、す
べて地山直上で検出した。地山面の標高は、約83.20ｍ
である。

検出遺構

　検出した主な遺構は、土坑６基、埋甕１基等であり、
すべて中世から近世にかけてのものである（図291）。調
査区西部は東六坊大路西側溝の可能性があるSD9300の
南延長に位置するが、古代の遺構は確認できなかった。
大土坑SK₁₀₅₄₅　　東西3.2ｍ以上、南北5.2ｍ以上、深さ
約0.7ｍの大型土坑。埋土からは奈良時代から室町時代
を中心とする大量の瓦磚類および少量の土器が出土し
た。また、掘方が方形を呈すことや底面が平坦なことを

勘案すれば、周辺を整備するための地業であった可能性
も考えられる。
大土坑SK₁₀₅₄₆　　東西3.3ｍ以上、南北3.1ｍ以上、深さ
約30㎝の大型土坑である。SK10545と同様の性格をもつ
とみられ、埋土からは奈良時代から室町時代までの大量
の瓦磚類および少量の土器類が出土した。重複関係から
SK10545に先行する。後述するSK10547に壊される。
廃棄土坑SK₁₀₅₄₇　　調査区東南部で検出した。東西約
2.1ｍ、南北約3.0ｍ、深さ約1.8ｍ。西北隅には土坑から
脱出するための足かけ穴が残る。埋土からは奈良時代か
ら近世までの大量の瓦、土器類、木製品、種実類等が出
土した。不要品を捨て込んだいわゆるゴミ穴と考えられ
る。出土遺物は、土器の年代からおおよそ元和年間（1615

～24）に位置づけられることが可能な一括資料である。
廃棄土坑SK₁₀₅₄₈　　調査区東辺で検出した。東西1.8ｍ、
南北0.5ｍ以上、深さ約1.2ｍ。SK10547と同じく17世紀
前半のゴミ穴と考えられ、大量の瓦、陶磁器片、および
漆器片、木製品、種実類が出土した。
土坑SK₁₀₅₅₁　　調査区中央部やや東寄りで検出した。
直径0.9ｍ以上、深さ約20㎝。SK10545・10546を掘り込
んでおり、西北は削平を受けている。
土坑SK₁₀₅₄₉　　調査区西北部で検出した。直径は約1.2
ｍ、深さは約30㎝である。SK10549の埋土からは中世の
瓦が少量出土した。

興福寺旧境内の調査
－第539次

図₂₉₀　第₅₃₉次調査区位置図　1：₂₅₀₀

483 次 516 次

540 次Ａ区

540 次Ｂ区

540 次Ｃ区

539 次
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埋甕SJ₁₀₅₅₀　　調査区南辺中央で検出した。直径約0.7
ｍ、深さ約15㎝。SK10545を掘り込んで据えられており、
上部は削平されている。甕の底部径は約30㎝。埋甕は近
世の瓦質土器である。

３　出土遺物

瓦 磚 類

　本調査区からは奈良時代から近世までの大量の瓦磚類
が出土した（表38）。出土した瓦磚類は中世の瓦が中心
だが、奈良時代や平安時代の瓦も一定量含まれる。特に
SK10545埋土には大量の瓦が含まれていた。ここでは主
要な軒瓦を報告する（図293）。
　１～８は軒丸瓦。１は6301Ａ。奈良時代初頭の興福寺
創建瓦。２は6235J。奈良時代後半で、東大寺式の文様
構成をもつ興福寺所用瓦である。３～５は中世の「興福

図₂₉₁　第₅₃₉次調査区遺構図・南壁土層図　1：₈₀
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寺」銘軒丸瓦。３は鎌倉時代のもので興福寺食堂で出土
例がある。４・５はそれぞれ笵が異なるが、「興福寺」
銘軒丸瓦のなかではこれまでに出土例がない。両者の詳
細な時期は不明だが、３と比べ瓦当に対して字がやや小
ぶりで、室町時代の「興福寺」銘軒丸瓦の特徴に似る。
６～８は巴文軒丸瓦。６・７は左三巴文軒丸瓦。６は平
安時代末から鎌倉時代。７は鎌倉時代。８は右三巴文軒
丸瓦。鎌倉時代。
　９～17は軒平瓦。９・10は奈良時代後半の6739Ａ。西
隆寺と同笵である。11は均整唐草文軒平瓦。食堂の調査
で出土例がある。平安時代前期。12は外縁が素文で内区
にはパルメットが等間隔で配される。平安時代。13は左
偏行唐草文軒平瓦。外区上面に珠文が疎らに配される。
平安時代後期。興福寺食堂の調査で出土例がある。14・

15は「興福寺」銘軒平瓦。両者は異笵で15のほうがやや
小ぶりである。いずれも鎌倉時代のもので興福寺食堂の
調査で出土例がある。16は内区に右三巴文を配す。鎌倉
時代。17は内区に珠文を配す。室町時代。興福寺食堂の
調査で出土例がある。
　なお、出土位置に関しては、１が廃棄土坑SK10548出
土。２～６、８～12、14・15・17が大土坑SK10545出土。
13が廃棄土坑SK10547出土。７・16が表土からの出土で
ある。
　本調査出土の瓦磚類は、6301Aや「興福寺」銘軒瓦が
示すように興福寺所用瓦である。これらは本調査区の位
置からも興福寺の築地等に使われていたものの可能性が
あるが、軒瓦型式にまとまりがなく断定はできない。

（石田由紀子）

図₂₉₃　第₅₃₉次調査出土軒瓦　１：４
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土 器 類

　整理用コンテナに17箱分の土器・陶磁器が出土した。
大 半 が 廃 棄 土 坑SK10547・10548と 大 土 坑SK10545・
10546からの出土である。SK10545・10546出土品には、
平安時代に遡る土師器や灰釉陶器もわずかに含まれる
が、多くは13世紀以降のものとみられる赤味の強い胎土
の土師器皿で、14世紀半ば以降に出現するとされる白色
系胎土の土師器皿も少量確認できる。したがって、概
ね室町時代の遺物と目されるが、全般的に細片化して
おり、元来は先行する時期の遺構などに含まれていた
ものと考えられる。以下、ほぼ同時期であるSK10547・
10548のうち、出土量の多いSK10548最下層出土分につ
いて報告する（図294）。
　１～29は土師器皿。内面に凹線状の圏線を有する29
は、その特徴から京都近郊産と考えられ、この土器群の
中では異質な存在である。その他の土師器皿は、南都（奈

良）の遺跡に通有のもので、胎土の色調から２群に大別
できる。胎土が赤褐色を呈する一群（１～８）は、口径
８㎝前後のもののみで構成されており、目立った法量分
化は認められない。これに対して、にぶい黄橙褐色を呈
する一群（９～28）には、口径７㎝前後の小型品から口
径12.5㎝前後の大型品まであり、法量的に４ないし５群
に分化するとみられる。口径の大小を問わず、口縁部に
は油煙の付着が認められるもの（７・17・19・20）が少な
からずあり、灯明皿として使用されたと考えられる。
　30～38は美濃焼の施釉陶器。図示した灰釉内禿皿

（30）・灰釉折縁皿（31）・長石釉小杯（32）・長石釉碗（33）・

灰釉碗（34・35）・長石釉小鉢（36）・鉄釉天目茶碗（37）・
鉄釉肩衝茶入（38）のほか、長石釉丸皿や全体の形状は
不明だが織部焼の把手などがある。多種多様な器形が認
められる一方で、後述する唐津焼と比べると量的には少
なく、概して破片が小型化している。
　39～46は唐津焼と俗称される肥前地域産の施釉陶器
で、皿（39～41）・碗（42～45）・向付（46）のほか、図示
しなかったが徳利・片口鉢・大平鉢がある。多くは土灰
釉がかけられただけのものであるが、釉下に鉄絵が施さ
れたいわゆる絵唐津（45・46）も少数認められる。美濃
焼と比べると、器形的な多様性は乏しいが、量的には圧
倒的に多数を占めており、概して破片も大型である。
　47・48は備前焼の焼締陶器である。47の内面には擂り
目状の櫛描波状文が認められるが、擂鉢としての使用痕
跡（摩耗）は確認できない。擂鉢としては異例の小型品
であることを勘案するならば、茶道具の擂盆水指として
製作・使用されたものと考えられる。48は徳利とみられ
る袋物の底部片で、底裏に千鳥風の文様と「浄光□」の
文字が墨書されている。出土地点の性格から、「浄光」
とは興福寺僧の名ではないかと考えられ、判読できない
３文字目を花押とみなしても良さそうであるが、断定は
避けておく。
　49・50は信楽焼の焼締陶器。49には６本、50には５本
を１単位とする擂り目が施されており、いずれにも擂鉢
としての使用痕跡（摩耗）が認められる。
　51～54は中国からの輸入磁器。52・53は青花磁器で、
図示した以外にも小杯や漳州窯系の大型盤がある。53・
54は白磁で、独特の象牙色を呈する54はその特徴から福
建省の徳化窯産と目される。胴部下半しか残存していな
いが、観音立像であろう。
　55は瓦質土器で、胴部外面に８弁の菊花形印花文が約
2.5㎝間隔で施されている。瓦質土器には、図示した小
型浅鉢のほかに擂鉢・灯消壺・甕などがある。
　56は焼塩壺。印・銘は認められない。57は土師器羽釜
の口縁部。58は土師器の焙烙。
　この土器群の年代を推定する上で有力な手がかりとな
るのは、前述の京都近郊産土師器皿（29）で、類品は元
和６年（1620）の火災にともなう廃棄物処理土坑と考え
られる上京遺跡・室町殿跡（京都市）１区土坑12および
１区土坑65 １）から出土している。伴出の美濃焼・唐津

表₃₈　第₅₃₉次調査出土瓦磚類一覧

軒丸瓦 軒平瓦 その他
型式 種 点数 型式 種 点数 種類 点数

6235 J 2 6671 L 1 丸瓦（ヘラ書） 2
6301 A 3 ？ 1 平瓦（刻印） 1
古代 3 6682 ？ 1 　（タタキ） 1
平安 3 6739 A 2 面戸瓦 7
中世 20 古代 3 小型面戸瓦？ 1

（「興福寺」銘） 9 平安 8 割面戸瓦？ 1
巴（中世） 9 中世 29 割熨斗瓦 1
　（中近世） 2 （「興福寺」銘） 16 隅木蓋 3
　（近世） 5 中近世 2 雁振瓦 4
近世 1 近世 1 目板瓦 3
時代不明 6 時代不明 2

軒丸瓦計 63 軒平瓦計 66 その他計 24
丸瓦 平瓦 凝灰岩 レンガ

重量 562.888㎏ 1244.19㎏ 0.263㎏ 0.095㎏
点数 2810 8386 5 1
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図₂₉₄　第₅₃₉次調査SK₁₀₅₄₇出土土器　１：４
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焼・信楽焼・焼塩壺・土師器焙烙についても、高い共
通性をみいだせる個体が少なくなく、SK10548最下層出
土品についても略同時期、すなわち元和年間（1615～24）

頃のものと考えることが許されよう。� （尾野善裕）

木製品など

　廃棄土坑SK10547からは、下駄９点、箸９点、折敷
片１点、漆塗椀蓋１点、漆器片23点、結物桶部材28点、
薄板６点、加工棒４点、織物片１点などが出土した。
SK10547からは、下駄１点、箸14点、漆塗皿１点や漆塗

椀１点、漆器片８点、ほかには結物桶部材や竹籠編物片
などが出土している。
　SK10547から出土した下駄はすべて台と歯を一木で作
り出す連歯下駄で、前壺は前方中央に、後壺は後歯の前
に穿孔されるタイプである（図295-１～３）。台裏には、
歯を削り出す際の工具痕が溝状に残る。下駄の平面形態
には長方形（５点）と楕円形（４点）の二者があるが、明
確に１足として認識できるものはない。１は、足指の圧
痕から左足用と想定される。後壺の中間には×印が刻ま

0 10㎝

1

3

4 5

2

図₂₉₅　第₅₃₉次調査SK₁₀₅₄₇出土木製品　１：２
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れており、個人のものと識別するための印と考えられ
る。台表の線刻については、大坂城跡出土の17世紀のも
のなどに類例がある。長21.5㎝、幅9.0㎝、厚2.7㎝、板
目材。２は全体的に残りがよいが、足の圧痕からは左右
どちらであるか判断できない。長21.3㎝、幅8.1㎝、厚2.2
㎝、追柾目材。３は平面形態が楕円形で、台尻部分の腐
食が激しい。残存長20.7㎝、幅8.3㎝、厚3.0㎝、板目材。
　４、５は箸である。４は残存長17.1㎝、最大径0.7㎝、
断面は多角形で先端は径0.5㎝とやや細くなる。５は残
存長15.8㎝、径0.7㎝で、断面は多角形である。残りの７
点は折損、または腐食している。図296は漆塗椀蓋で、
外面は黒漆塗に赤漆で文様を描き、内面が赤漆塗であ
る。外面全体に模様が描かれている点や厚みなどから蓋
と判断した。復元径12.6㎝、残存高2.45㎝、厚0.3㎝。
　その他の漆器片には、「丸に一文字」の家紋や「丸に
紅葉」紋が入る、内面赤漆、外面黒漆塗の破片がある。
　また図化したもの以外に、結物桶の側板、底板（蓋板）、
木栓、等の部材があるが、残りが悪く同一個体を識別で
きない。側板のうち、２枚には紐を通すための孔が２つ
ずつある。長38.0㎝、幅8.2㎝、厚1.0㎝。底板（蓋板）は、
残存長23.3㎝、残存幅15.8㎝、厚1.2㎝。
　SK10548から出土した下駄１点には、鼻緒が遺存して

いた。前歯は削り出しているが、後歯は別材を木釘で留
めており、後補とみられる。残存長20.0㎝、幅8.3㎝、厚
3.5㎝。

石 製 品

　SK10547から、硯が４点、円板形石製品２点が出土し
た。硯は完形品のものはない。４点とも石材が異なるが、
内幅のわかる３点は、同一幅である。使い減りが著しい。
円板形石製品は直径3.1～3.2㎝、厚みは0.8～0.9㎝。

植物種実類

　SK110547からは、メロン仲間、サンショウ、シソ属
などの食用植物の種実が、SK10548からはカキノキ、シ
ソ属、メロン仲間やハシバミの種実、クリの皮等も出土
している。� （浦　蓉子）

動物遺体

　SK10547から、ウナギ属の腹椎が１点出土した（図

297）。骨は焼けており白色化していた。� （山崎　健）

４　ま と め

　今回の調査では古代の遺構は確認できなかったもの
の、中世から近世初期にかけての興福寺に関連する土坑
群を検出した。
　廃棄土坑SK10547・10548から出土した多量の遺物は
おおよそ元和年間（1615～24）に位置付けられる良好な
一括資料群である。出土遺物は、陶磁器や土師器皿のほ
か、下駄、箸、漆器等、日常生活を示すものであり、当
該期には調査区周辺が生活域であったことをうかがわせ
る。本調査地は、興福寺西面築地のすぐ西側にあたる
が、近世の古絵図では築地の西側は東向通りまで空間
地となっており、民家が建っていた様子はない。興福
寺境内西辺は近世には興福寺の子院が建ち並んでおり、
SK10547・10548出土遺物は子院で使用され、廃棄され
たものの可能性がある。大土坑SK10545・10546で大量
に廃棄された瓦磚類とあわせれば、室町時代以降、調査
区周辺は大幅な改変がなされ、興福寺寺域西辺では子院
が整備されていったと考えることも可能であろう。
　以上のように、中世から近世初期にかけての興福寺に
関連する重要な知見を得ることができた。� （石田）

註
１）	 京都市埋蔵文化財研究所『京都市埋蔵文化財研究所発掘

調査報告2013-8上京遺跡・室町遺跡』2014。

図₂₉₇　第₅₃₉次調査SK₁₀₅₄₇出土動物遺体（ウナギ属）

5mm

図₂₉₆　第₅₃₉次調査SK₁₀₅₄₇出土漆器　１：３

0 10㎝
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１　はじめに

　興福寺では「興福寺境内整備基本構想」（1998年）に基
づき、寺観の復元・整備が進められている。この整備事
業にともない、奈良文化財研究所では1998年以来、中金
堂院、南大門、北円堂院などの発掘調査を継続しておこ
なっている。今回もその一環として、西室（西僧房）お
よび北円堂院を対象として調査をおこなった（第540次）。
また防災設備工事のため、興福寺境内各所で、発掘調査
を実施した（第541次）。
　第540次調査は、３つの調査区に分けておこなった（図

298）。これをＡ、Ｂ、Ｃ区と呼称する。Ａ区は西室北縁
部269㎡、Ｂ区は北円堂院北面回廊の一部138㎡、そして
Ｃ区は北円堂院南面内庭部44㎡である。西室南半は2013
年（第516次）に、北円堂の回廊部分は、南面・東面と北
面の一部を2011年（第483次）に調査している。Ａ区は西
室の規模の確定と小子房の様相把握、Ｂ区は北面回廊未
調査部分の様相把握、Ｃ区は灯篭や参道の痕跡の有無の
確認を調査目的とした。調査は2014年９月29日に着手
し、2015年１月16日に終了した。

２　西室北縁部の調査

西室の概要と既往の調査

西室の概要　　興福寺は、中金堂と講堂の西・北・東を
コの字型に取り囲む三面僧房を有しており、西僧房は

「西室」、北僧房は「北室」、東僧房は「中室」と呼ばれ
ている。西室は大房と小子房からなる。西室の建立年代
は、『興福寺流記』等の史料から720年代と考えられる。
建立以後８度罹災したとみられ、最後の焼失は享保２年

（1717）で、以後再建されることはなかった。また、江戸
時代中頃の絵画資料には、西室大房は描かれるものの小
子房は描かれていないものがあり、小子房は大房より早
く廃絶したと考えられる。
既往の調査と復元　　西室の建物規模については『興福
寺流記』など複数の史料に記述がみられるが、史料によ
り異なる点も多い。西室大房の従来の復元は『興福寺流
記』と地表に露出している礎石の実測をもとにしたも

ので、大岡實による案 １）と鈴木嘉吉による案 ２）がある。
大房について、両案とも梁行方向は４間、総長45尺と
するが、大岡案は桁行９間、総長は202.5尺、柱間寸法
は22.5尺等間とし、北室との規則性を重視する。鈴木案
は、桁行11間、総長は210尺、柱間寸法は北６間は22.5尺、
南５間は15尺とする。鈴木案は1955年にガス管埋設工事
で確認された西室大房の東・南・北面の基壇外装を基に
していた。2013年度調査（第516次）では、大房SB10450
の建物規模は、桁行10間、梁行４間で、南北62.54m（212

尺）、東西11.80m（40尺）、柱間寸法は桁行の南端２間が
各4.72ｍ（16尺）、以北が6.64ｍ（22.5尺）等間、梁行は2.95
ｍ（10尺）等間に復元されている。また、側柱心から地
覆石外縁までの距離は、南面で2.10m、東面で2.70ｍと
する（『紀要 2014』）。

地形と基本層序

　調査前の地形は、礎石が露出している調査区東半部分
では概ね平坦で、調査区の西部では西に向かって標高を
下げる。調査区東面は興福寺現境内の南北参道の位置に
あたり、西室大房SB10450の東側柱筋想定位置は参道の
路面下にある。
　基本層序は、上から表土、褐色砂質土（土師器片を多く

含む）、明黄褐色粘土あるいは黄褐色砂礫土の地山であ
る。調査区中央付近にある南北溝群SD10601～10604よ
り東方、西室大房の基壇の範囲では、基本的には地山上

興福寺境内の調査
－第540次・第541次・第2013-32次

図₂₉₈　第₅₄₀次調査区位置図　1：₂₅₀₀
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面で遺構を検出した。同溝群より西方では、大部分で中
世以降の整地土ないし土坑が認められ、その上面で遺構
を検出した。遺構検出面の標高は、調査区東端で約95.2
ｍ、西端で約94.7ｍである。

検出遺構

　検出遺構は、礎石建物１棟、掘立柱建物１棟、南北溝
４条、円形土坑１基、方形土坑４基、土師器土坑１基、
埋甕土坑11基、その他の土坑20基以上、カマド６基、近
世道路１条である（図299）。これらは、①西室創建期か
ら掘立柱建物廃絶までの１期、②掘立柱建物廃絶後から
西室大房廃絶までの２期、③西室廃絶前後以降の３期
の、３つの時期の遺構群に大きく区分できる。以下、そ
れぞれの時期ごとに概要を述べる。
①１期

　礎石建物（西室大房）１棟、掘立柱建物（小子房か）１
棟で構成される。
礎石建物SB₁₀₄₅₀（西室大房）　　桁行10間、梁行４間の
南北棟礎石建物で、その北端の、桁行１間半分を検出し
た。柱間寸法は、桁行約6.6ｍ（22.5尺）、梁行は中央２間
が約3.2ｍ（11尺）、その他は約3.0ｍ（10尺）である（基準

尺は１尺=0.295ｍとする）。桁行方向の親柱礎石間には間柱
の礎石を２基ずつ配し、それぞれの柱間は約2.2ｍ（7.5

尺）である。親柱礎石位置では据付穴、抜取穴を検出し
た。礎石は安山岩や花崗岩の自然石による。安山岩の礎
石は、長軸0.9～1.1ｍ、短軸0.7～0.85ｍ、成0.6～0.7ｍで
ある。据付穴は径1.3～1.5mの隅丸方形ないし楕円形で、
深さは検出面から30㎝程度である。安山岩の礎石はいず
れも据え替えの痕跡はなく、遺物も出土しない（図300）。
ただし、花崗岩の１石（ハ・十一）は、長軸0.8ｍ、短軸
0.65ｍ、成20㎝で安山岩の礎石よりも薄く、やや小さい。
礎石の下方に古い礎石の抜取穴と据付穴を確認した（図

302）。後世に据え替えられたと考えられるが、抜取穴か
らの遺物は出土せず、その時期は不明である。またロ列
の礎石は、当所位置より若干西方（現参道の西縁）へ動か
されている。この所見は第516次の調査成果と一致する。
また、イ・十一の礎石のみ抜き取られており、抜取穴（径

0.7ｍ前後）には凝灰岩の切石が捨て込まれていた。間柱
の礎石は、残存しているものは８基中２基のみで、大き
さは径0.5～0.6ｍ、高さ25㎝である。そのほかの礎石想
定位置では、調査区際や土層畔の断面で礎石の据付痕跡

を検出した。据付穴は径0.7ｍ、深さは検出面から10㎝
程度。間柱の据付穴からも、遺物は出土していない。
基　壇　　礎石建物SB10450の基壇は、地山削り出しで
造られている。第516次調査では、基壇南縁で上面にわ
ずかな積み土を認めているが、今回の調査では確認でき
なかった。基壇北面では、基壇外装の地覆石と羽目石を
検出した。大房北妻の礎石心から地覆石外面までの距離
は約1.9m（6.5尺）である。これと、第516次調査で検出
した基壇南面の地覆石との外面間距離は約66.5ｍ（225尺）

で、南北の基壇規模が確定した。一方、基壇の東面と西
面では、後世の遺構や攪乱によって削平を受け、基壇外
装は確認できなかった。
　基壇の東面は後世の参道造成で削平されており、西面
は存在しないか、後述の南北溝郡により削平を受けてい
るため、その痕跡すら確認できなかった。北面では地覆
石と羽目石のみを確認し、犬走りや雨落溝などは認めら
れなかった。基壇外装の石材は、すべて二上山産凝灰岩
の切石である。大房礎石ハ列より東方では、凝灰岩２石
が上下に重なり、地覆石と羽目石と考えられるが、上方
にのる凝灰岩が下方の凝灰岩よりも基壇の外に傾く（図

304・305）。一方、ハ列より西方では、地覆石のみが残存
し、地覆石上面には羽目石をのせる仕口を残す。地覆石
の底面には瓦片が混じる整地土が敷き込まれており、後
世に据え替えた可能性が高い。
掘立柱建物SB₁₀₄₄₀　　大房西側柱の約２m西方には数
条の南北溝群があり、この溝埋土を除去して南北棟掘立
柱建物の柱穴を検出した。柱位置や柱間寸法から、第
516次調査で検出した掘立柱建物と一連の建物と考えら
れる。建物全体規模は桁行10間、梁行２間で、今回の調
査では、その北端にあたる。礎石建物SB10450と梁行方
向の柱筋を揃え、またSB10450と同様、親柱と間柱があ
る。検出したのは、東側柱の柱穴５基と、棟通りの位置
にあたる柱穴の２基（底面のみ）である（図301）。そのほ
かの柱穴は、後世の土坑群により削平されている。親柱
の桁行の柱間寸法は、約6.6ｍである。梁行の柱間寸法は、
この調査区では確定できないが、底面付近を検出した棟
通りの柱穴や第516次の調査成果に基づくと、約2.6ｍと
考えられる。建物規模は、桁行はSB10450と同じ約62.5
ｍ（212尺）、梁行は約5.2ｍ（8.5尺）に復元できる。親柱
の柱穴掘方は一辺約0.8ｍで、深さは検出面から約0.8ｍ、
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図₂₉₉　第₅₄₀次調査Ａ区（西室北縁部）遺構図・土層図　1：₁₅₀
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図₃₀₃　第₅₄₀次調査Ａ区東西畦北壁断面図　1：₅₀

図₃₀₁　第₅₄₀次調査Ａ区A︲A’ライン断面図　1：₄₀

図₃₀₀　第₅₄₀次調査Ａ区南北畦西壁断面図　1：₄₀

図₃₀₂　第₅₄₀次調査Ａ区八・十一礎石断面図　1：₄₀
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間柱の柱穴掘方は一辺0.5～0.8ｍで、深さは検出面から
約40㎝である。親柱の柱穴では柱痕跡を残す（図301・

303）。いずれの掘方からも遺物は出土していない。この
建物の東側柱筋と、SB10450の西側柱筋との間の距離は
約2.5ｍである。
②２期

　礎石建物SB10450は存続し、その西方に南北溝４条、
円形土坑１基、土坑20基以上が展開する。
南北溝SD₁₀₆₀₁～₁₀₆₀₄　　SB10450の西方２～３mに南
北溝を４条検出した。SD10601は瓦暗渠で、調査区北端
付近で東に斜行する。それ以外は素掘溝である。幅40
～50㎝、深さ20～40㎝。これらの南北溝は、いずれも
SB10450基壇の西北隅付近で基壇に沿って折れる様相が
認められないため、地覆石の抜取穴や据付穴とは考えに
くい。掘立柱建物SB10440廃絶後にSB10450の雨落溝や
同囲の排水溝などとして機能していたと考えられる。
円形土坑SK₁₀₆₀₀　　径約1.2ｍ、深さ約2.5ｍのほぼ正円
形の土坑。埋土は大きく複数の単位に分けられ、検出面
より50㎝下から底面までの約２ｍの間に、数枚の砂層を
挟んで、14世紀前半に位置付けられる赤土器を多量に含
む（図306）。土坑の底面には平瓦を数枚敷く。井戸の可
能性もあるが湧水はなく、廃棄土坑として利用されたと
考えられる。
土坑SK₁₀₆₀₅～₁₀₆₂₅　　南北溝SD10601～10604よりも
西には、土器や瓦を多量に含む廃棄土坑群が広がる。
大きなもので径10ｍ以上、深さ1.5ｍ以上、小さなもの

で径40㎝前後と多様である。調査区中央では土器の廃
棄土坑が多く、西方では瓦の廃棄土坑が多い。また、
SK10610とSK10622は調査区南西部の一帯に広がる土坑
あるいは整地で、深さは両者とも1.5ｍ以上ある。土坑
は複雑に重複し、全体の把握は困難だが平安時代から江
戸時代にかけて断続的に掘削が繰り返されていたとみら
れる。調査区西部のSK10619やSK10620からは、奈良時
代から平安時代の瓦や土器が出土した。また、調査区中
央部の土器の廃棄土坑SK10605は、平安時代中頃に位置
付けられる。これらが最も古い土坑群で、特に後者は掘
立柱建物SB10440の廃絶年代にも関わる。その他の土坑
で年代がわかるものには、SK10613（17世紀前半）がある。
③３期

　方形土坑４基、土師器廃棄土坑１基、竃５基、埋甕土
坑11基、長方形土坑１基、近世道路がある。
方形土坑SK₁₀₆₃₀～₁₀₆₃₃　　方形土坑を４基検出した。
SK10633は調査区の北端にあり、さらに北に続く。また
SK10632は長方形土坑SK10645に壊されているため、部
分的な検出にとどまる。両土坑とも一辺1.8ｍ前後の方
形で、深さ約30㎝。SK10630は、一辺2.6ｍ前後のほぼ正
方形で、深さは約40ｍ。３回の改修が認められる。形態
は竪穴建物状で、白色粘土の貼床をもつ。詳細に調査し
た最も新しいものでは、貼床とその下の多量の土師器を
重ねて埋めた土器敷きを確認し、貼床を掘り込む小穴を
４基確認した（図307）。小穴はいずれも径15㎝前後、深
さ10㎝ほどで柱穴かどうか判然としない。貼床と土器敷
きは２時期分が認識できる（図309）。上層の貼床は厚さ
10㎝前後、土器敷きは厚さ５㎝前後で、下層の貼床は厚
さ15㎝前後、土器敷きは厚さ10～15㎝である。土坑埋土
および土器敷きの土器の年代は、いずれも17世紀後半か
ら18世紀前半である。この年代観によると、SK10630の
廃絶は、西室大房焼失の年代（1717年）よりも前である
可能性がある。SK10631は長軸約2.1m、短軸約1.9m、深
さ約0.9mで、他の方形土坑より深い。これらの方形土
坑からは、土器が比較的多く出土するのみである。方形
土坑相互の形態が少しずつ異なるのですべて同じ性格と
はいい難いが、一辺1.8～2.6mという規模や、あきらか
に床面を意識したSK10630の状況から、何らかの貯蔵施

図₃₀₄　基壇外装立面図（左）および基壇外装周辺土層図（右）　1：₄₀

図₃₀₅　西室大房基壇外装（北東から）
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設と推察される。
土師器廃棄土坑SK₁₀₆₃₄　　径約1.5ｍ、深さ30㎝程度の
円形土坑。完形の土師器が多量に出土した（図308）。廃
棄土坑と考えられる。土師器は18世紀中頃のものと考え
られる。
竃SL₁₀₆₃₅～₁₀₆₄₀　　調査区北端付近で６基確認した。
これらのうち、SL10638～10640は西室大房SB10450の基
壇外装を壊す。竃の平面は長軸0.7～0.9ｍ、短軸0.5～0.7
ｍの小楕円形で、一端が開き、この部分が焚口と考えら
れる。底面には木炭片が広がり、側壁は被熱により赤化
する。ただし、側壁の立ち上がりは後世にほとんど削平

されている。形態的には大きく次の２つに分かれる。す
なわち、竃SL10635・10636は、それぞれ２基が一連と
なり、平面形状がメガネ状になる。SL10638～10640は
それぞれ１基単独である。両者は、焚口と煙り出しの方
向が異なり、前者はその方向が西→東（SL10635・10636）

と南→北（SL10637）があるのに対して、後者は西→東の
みである。前者の２連竃は、SL10637が新しい。
埋甕土坑群SX₁₀₆₄₁～₁₀₆₄₃　　調査区の西南部で確認し
た。11基検出し（１基は調査区南壁にかかる）、３基から４
基を１単位とし、南北に並ぶ。土坑の大きさは、径0.5
～0.8ｍ、深さ30～50㎝で、うち２基から陶質の甕が出

図₃₀₆　円形土坑SK₁₀₆₀₀土師器投棄状況（左）と断面図（右）　1：₄₀

図₃₀₉　方形土坑SK₁₀₆₃₀とその周辺の断面図（北から）　1：₄₀
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Ｅ
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図₃₀₇　方形土坑SK₁₀₆₃₀（西から） 図₃₀₈　竈SL₁₀₆₃₅～₁₀₆₃₇と土師器廃棄土坑SK₁₀₆₃₄（北から）
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土し、１点はほぼ完形であった。
長方形土坑SK₁₀₆₄₅　　調査区の中央やや北寄りで検出
した。長軸約5.5m、短軸約1.1m、深さ約1.2mで、長軸
が北西―南東方向に向く。短軸は緩やかな傾斜で立ち上
がり、斜面を階段状に成形している。底面には瓦片を敷
く。同形態の土坑は、第516次調査でも２基検出してい
る。出土遺物にガラス瓶など近現代の遺物を含む。太平
洋戦争時の防空壕と考えられる。
近世道路SF₁₀₆₄₄　　調査区の東端部に北東―南西方向
の斜行溝２条と、これに挟まれる小礫敷面を検出した。
これは「奈良町絵図」（19世紀前半）などの資料から北円
堂への参道と考えられる。� （芝康次郎）

出土遺物

土器・陶磁器　　整理用コンテナに約80箱の土器・陶磁
器が出土した。平安・鎌倉時代に遡る遺物も少数認めら
れるが、多くは江戸時代のもので、特に土師器皿が目立
つ。以下、主要遺構からの出土品について記す（図310）。
土坑SK₁₀₆₂₀出土土器　　土師器皿（１～４）のほか、白
色土器の椀（５）と緑釉陶器の小片（６）が出土した。土
師器皿には、口縁部が「て」の字状とも形容される独特
の形状を呈する一群（１・２）と、外反する一群（３・４）

があり、後者には口径15㎝前後の大型品と口径11㎝前後
の小型品が認められる。緑釉陶器は器形を特定すること
が難しいが、内面が二次的に被熱していると見受けられ、
香炉の体部と推定される。土師器皿の形態的特徴から、
11世紀末ないし12世紀初頭頃の遺物群と考えられる。
土坑SK₁₀₆₀₅出土土器　　土師器皿（７～12）を主体とす
るが、少量の瓦器椀・皿をともなう。土師器皿は、基本
的に口縁部外面に２段のナデ調整が施されているもの
で、口径15㎝前後と口径11㎝弱の大小２群に法量分化す
る。SK10620出土品と比べると、概して口縁部が内彎す
る傾向にあり、後出的要素が強く認められるが、外反す
る口縁部を有する個体も少数含まれている。12世紀前半
頃のものと考えられる。
円形土坑SK₁₀₆₀₀出土土器　　南都の中世土師器に特徴
的な、赤褐色の胎土を有する皿（13～30）がまとまって
出土した。径高指数（口径÷器高×100）25未満の浅手の
一群（13～28）と、径高指数30前後の深手の一群（29・

30）に大別でき、浅手の一群は口径９㎝前後と口径12㎝
前後の大小２群に法量分化する。深手の一群にも口径10

㎝前後の小型品と、口径12㎝弱の大型品があるが、浅手
の一群と比べて極端に個体数が少ない。胎土の上で顕著
な違いは認められず、いずれも口縁部外面に１段もしく
は２段のナデ調整を施す点で共通するが、深手の一群は
全般的に丁寧に作られている。暦年代を推定させる共伴
遺物を欠くが、土師器皿の様相が近似する奈良市教育
委員会平城京第559次調査SK638・639出土品 ３）の中に、
京都近郊産と目される土師器皿がともなっていることが
手がかりとなる。SK638・639出土の京都近郊産土師器
皿は、貞和元年（1345）に光明天皇から寺地を賜り、京
都六条堀川に創建された本國寺の造営に際して埋められ
たと考えられる平安京楊梅小路南側溝出土品 ４）との類
似性が高く、概ね14世紀前半のものと考えられるので、
SK10600出土土器についても、ほぼ同時期のものと考え
ることが許されよう。
方形土坑SK₁₀₆₃₀出土土器　　４層に分かれる埋土のう
ち、ほとんど遺物を含まない③層を挟んで、下層の④層
と上層の①・②層からの出土があり、複数個体で破片が
接合できた①・②層出土品については一括する。④層出
土品には、土師器皿（31～35）・肥前地域産の白磁碗（36）・
鉄釉壺（37）・信楽焼の擂鉢（38）・瓦器擂鉢（39）があり、
①・②層出土品には、土師器皿（40～44）・肥前地域産
の施釉陶器碗（45・46）と染付磁器碗（48）・信楽焼の擂
鉢（47）などがある。31・34は灯明皿として用いられた
らしく、口縁部に煤が付着している。①・②層出土の土
師器皿は、口径がやや小型化している点に④層出土品よ
りも年代的に後出する要素を見いだすことができるが、
共伴した陶磁器に際立った年代差は認められない。①・
②層から出土した信楽焼擂鉢（47）、内野山窯系の緑釉
陶器碗（45）、高台内に「冨永」の印銘をもつ京焼風陶
器碗（46）といった国産施釉陶器類は、宝永５年（1707）

の大火にともなう整地層に覆われていた平安京左京北
辺四坊穴蔵SF1387出土品 ５）と高い共通性を示しており、
18世紀初頭頃のものと考えられる。なお、図示していな
いが、SK10630の貼床下からは大量の土師器皿が出土し
ており、形質的には④層出土品との近似性が高いように
見受けられる。
土坑SK₁₀₆₃₄出土土器　　ほとんどが土師器皿（49～63）

で占められているが、肥前地域産の白磁碗（64）などが
わずかにともなう。土師器皿の胎土は、概して緻密で、
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図₃₁₀　第₅₄₀次調査Ａ区出土土器　１：４
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淡い黄橙褐色を呈するものが多い。法量的には、口径７
㎝前後の小型品、口径10.5㎝前後の中型品、口径12㎝前
後の大型品に分けることができ、大型品の口径は方形土
坑SK10630の①・②層出土品に近似するが、口縁部内面
に残るナデ痕跡の幅が極端に狭くなっている点に違いを
見いだすことができる。伴出の白磁碗も、SK10630④層
出土品と比べると、全体に浅手で、高台も低いなど、伊
万里焼とも呼ばれる肥前地域産の磁器碗としては、18世
紀半ば以降の特徴を示す。� （尾野善裕）

瓦磚類　　古代から近世の瓦磚類が出土した。中世の瓦
が主体であり、奈良時代のものは少ない。また、出土し
た軒瓦の型式は分散しており、いずれの時期においても
西室で用いられた軒瓦の組合せは特定できなかった。
　図311の１～７は軒丸瓦。１は複弁蓮華文。外区に線
鋸歯文と珠文を配す。平安時代前期。２は単弁蓮華文。
外縁が素文で外区に珠文を配す。平安時代前期。３は鎌
倉時代の「興福寺」銘軒丸瓦。１～３は興福寺食堂の調
査で同笵出土例がある。４～７は左三巴文軒丸瓦。４は
中央に珠点をもつ。平安時代末から鎌倉時代。５～７は
鎌倉時代から室町時代。８～12は軒平瓦。８は6671Ａ。
奈良時代初頭の興福寺の創建瓦である。９は植物文軒平
瓦。平安時代。10は均整唐草文で中心飾りに菱形の文様
をもつ。平安時代後期。11は「興福寺」銘軒平瓦。10・
11は興福寺食堂の調査で同笵出土例がある。12は均整唐
草文で中心飾りに半裁した蓮華文をおく。室町時代。
　出土位置に関しては、１・８が土坑SK10621、３は

土坑SK10614、６・９・12は方形土坑SK10630、10は土
坑SK10618、11は竃SL10638（竃内に廃棄）、それ以外は、
中世以降の整地土から出土した。� （石田由紀子）

金属製品・銭貨　　鉄釘が51点出土した。いずれも小片
で、頭部形状がわかるものはほとんどない。遺構に関
わるものとして、土坑SK10618から鉄角釘２点、土坑
SK10621から鉄角釘２点、円形土坑SK10600から鉄角釘
１点、SK10630から鉄角釘２点、鉄丸釘10点、SK10632
から鉄角釘11点、鉄丸釘２点がある。また、包含層から
ではあるが、銅製の垂木先金具片と思われる板状品が１
点出土した。長さ約３㎝程度で、全体形状は不明である。
銭貨では、SB10450の礎石（ニ・十一）の周辺で寛永通寶
６点と崇寧通寶１点が出土した。� （芝）

ま と め

礎石建物SB₁₀₄₅₀（西室大房）の規模の確定　　西室大房
の建物規模および基壇の南北規模があきらかとなった。
建物は、桁行10間、梁行４間の南北約62.5ｍ（212尺）、
東西約12.4ｍ（42尺）の南北棟礎石建物である。梁行の
柱間寸法は中央２間が約3.2ｍ（11尺）でそれ以外が約3.0
ｍ（10尺）、桁行の柱間寸法は、南２間分が約4.8ｍ（16尺）

で、それ以外が約6.6ｍ（22.5尺）である。『紀要 2014』
では、梁行規模を2.95ｍ（10尺）等間と報告していたが、
今回の調査成果では、上述の規模とするのがより正確で
ある。基壇規模は南北が約66.5ｍ（225尺）で、基壇の出
は南北それぞれ約1.9ｍ（6.5尺）である。東西の基壇規模
は不明だが、東面の基壇の出は、南北両面と同様に約1.9

図₃₁₁　第₅₄₀次調査Ａ区出土軒瓦　１：４
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図₃₁₃　第₅₄₀次調査Ａ区遺構変遷図（遺構番号）

図₃₁₂　第₅₄₀次調査Ａ区遺構変遷図
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ｍ（6.5尺）である可能性が高い。
掘立柱建物SB₁₀₄₄₀の確認　　西室大房SB10450の約2.5
ｍ西に並列して掘立柱建物SB10440を確認した（図312

上）。今回の調査区では、後世の土坑群あるいは整地で
削平を受け、規模の確定は難しいが、第516次調査の成
果をあわせると、桁行10間、梁行２間である可能性が高
い。建物の位置や規模から小子房の可能性が考えられる
が、SB10450に近接しすぎており、一般的な大房と小子
房の関係と異なる点に問題を残している。
掘立柱建物SB₁₀₄₄₀廃絶後の遺構群の確認　　SB10440の
柱穴に重複する土坑の年代からは、平安時代末（12世紀

後半）にはSB10440は廃絶したことが確認され、その後、
西室大房の西方には瓦や土器の廃棄土坑群が形成され
る。調査区の中央部には土器の廃棄土坑が多く、調査区
西方には瓦の廃棄土坑が多い。これらは重複関係から図
312・313のように変遷し、出土遺物から平安時代後半か
ら江戸時代前半に位置付けられる。
近世遺構群の確認　　西室大房SB10450の焼失（1717年）

に前後して、竃や方形土坑、埋甕などの施設群が造られ
る（図312下）。方形土坑は何らかの貯蔵施設と考えられ
る。これらの遺構群からの出土土器は概ね18世紀以降の
ものであるが、方形土坑SK10630の出土土器の年代観に
よると、その構築がSB10450焼失を遡る可能性もある。
いずれにしても、こうした近世遺構がまとまって検出さ
れたことはなく、享保年間に大部分の堂宇が焼失して以
降の境内の様相を知る上で貴重な成果といえる。� （芝）

３　北円堂院回廊の調査

調査の目的と経過

　2011年に、北円堂の南面・東面回廊および北面回廊の
階段部分周辺を調査しており（第483次）、回廊の礎石抜
取穴、据付穴、基壇外装およびその抜取溝などを確認し
ている ６）。第483次調査では、北面回廊の東半部（桁行４

間分）について、カシやマツの大樹があったため調査を
おこなっていなかった。しかし、復元整備にともなって
樹木を伐採したところ、樹根付近の北面回廊礎石推定位
置に安山岩の巨礫が顔を出していたため、未調査部分の
調査をおこなった。

地形と基本層序

　基本層序は調査区の東西で異なる。東部では、上から

表土、暗褐色砂質土、地山（明褐色砂礫土）となるが、西は、
暗褐色粘質土の下位に褐色粘質土、黄褐色粘質土と砂質
土が互層となる基壇版築土、暗褐色粘土を複数重ねた造
成土が続き、地山（赤褐色砂質土）となる。表土から地山
までの高さは調査区東方では約30㎝であるのに対して、
調査区西方では約1.9ｍであり、地山は西に向かって大
きく標高を下げる。この傾斜変換点は、Ｙ=－15,574付
近である。遺構検出面の標高は約94.9ｍである。

検出遺構

　今回の調査では、北円堂院北面回廊および近世・近代
の土坑群10基を検出した（図314-a）。
北面回廊SC₉₉₅₅　　存在を想定していた８基の礎石抜取
穴のうち、検出したのは南側柱の２基（SP10660・10661）

で、南側柱の残り２基はカシ樹根下あるいはその近くに
あり、検出できなかった。また、北側柱のすべての礎石
は後世の土坑群に壊され、確認できなかった。調査前に
樹根付近にみえていた安山岩巨礫は、ほぼ礎石想定位置
にはあるものの、後世に動かされた痕跡が認められた（図

314-c）。検出した抜取穴の平面形はほぼ円形で径0.6×0.8
ｍほど、深さは検出面から約20㎝。抜取穴からは瓦片が
少量出土した。２基の柱間寸法は、従来の想定どおり9.6
尺とみられる ７）。
基　壇　　基壇築成の方法は、調査区の東西で異なる。
東半では、基本的に地山の明黄褐色礫混じり土を削り出
して造る。一方、西半ではこの地山が西に向かって急
激に標高を下げる。調査区の西端では、GL-1.9m（標高

93.4m）で地山を確認した。この地山上に、褐色土や暗
褐色土などを比較的厚く積む（約1.1ｍ）。その後、地覆
石よりも約１m外側まで版築を施し、地覆石を据えたの
ち基壇の高まり部分に版築をおこなう（図314-d）。掘込
地業は施さない。基壇部分の版築は、黄褐色粘土と黄褐
色砂質土が５㎝ほどの厚さで互層となる。基壇版築の総
厚は最も残存する調査区西端で約0.7ｍである。後述す
る近世以降の土坑群によって基壇北半は完全に壊されて
いる。
基壇外装　　基壇外装は北面回廊南面の一部で、地覆石
と羽目石を確認した（図314-b・315）。これは1975・76年
の境内防災設備工事にともなう発掘調査で確認していた
もので、今回は再検出となる。地覆石は５石、羽目石は
１石残り、前者は幅30～50㎝、奥行15～20㎝、成12～15
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図₃₁₄　第₅₄₀次調査Ｂ区（北円堂北面回廊）遺構図・土層図・立面図・断面図
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a．遺構図　1：₁₅₀

b．基壇外装立面図　1：₄₀ c．礎石抜取穴断面図　1：₄₀

d．西壁土層図　1：₆₀

e．中央南北畦西壁土層図　1：₆₀
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㎝、後者は１石が幅48㎝、奥行12㎝、成18㎝である。い
ずれも地獄谷産凝灰岩の切石を用いる。これらの切石が
残っていない部分では、抜取溝を確認した。しかし、地
覆石の破片らしき凝灰岩片が残存する部分では、据付痕
跡を確認できなかった。これは、上述のように基壇築成
の過程で溝などを掘らずに地覆石を据えたためと考えら
れる。
瓦溜SU₁₀₆₅₉　　調査区西南部の基壇外装の南で検出さ
れた。基壇土の土層で検出し、径３ｍ程度の範囲に瓦が
まばらに広がる。中世の土師器や瓦器を含む。
近世・近代の土坑群SK₁₀₆₅₁～₁₀₆₅₈　　調査区北半に大
小10基の土坑を検出した（図316）。大きなものは、調査
区外にのび、深さは約２mに達し、小さなものは１m前
後、深さ0.5ｍ程度で、これらが重複して掘られている。
これらには多量の土器と瓦を含む。特に、SK10651から
は、多数の土器、瓦のほか、鉄釘などの金属製品、貝殻
など食物残滓が出土した。遺物からこれらの土坑のほと
んどは近世以降のものである。この上面には、大正年間
の銭貨を含む造成土（黒色土）がのる。� （芝）

出土遺物

土　器　　Ｂ区からは整理用コンテナに30箱あまりの土
器・陶磁器が出土した。瓦溜SU10659などから、中世に

遡る土師器や瓦器の細片が出土しているが、廃仏毀釈に
関連して明治時代初期にまとめて廃棄されたとみられる
陶磁器が圧倒的多数を占めている。� （尾野）

瓦磚類　　多量の瓦磚類が出土した。瓦磚類は近世から
近代にかけてのものがほとんどで、古代のものはごくわ
ずかである。特に土坑SK10651、SK10656からは近世か
ら近代までの瓦が多く出土した。
　図317の１は素弁蓮華文軒丸瓦。平安時代。２は興福
寺一乗院所用の一乗院蓮華文軒丸瓦。３は左三巴文軒丸
瓦。内区の巴文が非常に細く、外区の珠文も小さい。４
は右三巴文軒丸瓦。２～４は江戸時代。５は均整唐草文
軒平瓦。平安時代前期。６は均整唐草文で中心飾りに蓮
華文をおく。室町時代。１が基壇上にのる包含層、２～
４・６は土坑SK10656、５はSK10656の上にのる黒色土
から出土した。� （石田）

金属製品・銭貨　　近世土坑群から鉄釘などが出土し
た。遺構に関わるものとして、土坑SK10651からは銅キ
セル雁首１点、貝形銅製品１点、鉄角釘４点が、土坑
SK10656からは鉄角釘28点、鉄丸釘３点、鉄鎹５点、鉄
座金11点がある。図318は、貝形銅製品である。厚さ0.5
㎜の銅板を用いて、イタヤガイ科の貝殻を模して作られ
たものと考えられる。中央右寄りに0.5㎜の小孔を２つ

図₃₁₅　北面回廊基壇外装検出状況（南西から）

図₃₁₆　北面回廊北半を壊す近世土坑群検出状況（北西から） 図₃₁₇　第₅₄₀次調査Ｂ区出土軒瓦　１：４
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穿つ。緊縛用であろう。縦4.6㎝、横5.0㎝。
　銭貨では、近世土坑群から延喜造寶１点、寛永通寶が
３点、世高通寶１点出土した。また、近世土坑群の上に
のる黒色土から一銭銅貨（大正11年）が出土した。� （芝）

動物遺存体　　土坑SK10651やそれを覆う黒色土から、
57点の動物遺存体が出土した（図319）。SK10651からは
マシジミ13点、アカガイ６点、ハマグリ５点、シジミ科
３点、アワビ属１点、バイ１点、種不明の巻貝１点を同
定した。貝類以外にも、マダイの歯骨、種は不明である
が鳥類の上腕骨骨幹部が出土している。黒色土からはハ
マグリ10点、アカガイ８点、マシジミ３点、シジミ科２
点、クロアワビ１点、アワビ属１点を同定した。出土し
た動物遺存体は食用とされる種ばかりで、鳥類の上腕骨
には解体痕跡も多数認められたことから、食糧残滓と考
えられる。大型の個体が多いのが特徴的であり、殻長
12.1㎝のアカガイや殻長13.5㎝のクロアワビも認められ
た。マシジミ、ハマグリ、アカガイは貝合わせができる
個体も多く認められ、廃棄単位の保存性が高いことが示
唆される。また、SK10651と黒色土の動物遺存体は平面
的に同じような場所から出土しており、様相も共通する
ことから、同じ遺構に由来した資料群の可能性が考えら
れる。� （山崎　健）

ま と め

北面回廊基壇の造成過程が判明　　北面回廊は、調査区の
東半では地山削り出しで基壇を造るのに対して、西半で
は比較的厚い暗褐色粘質土を数回に分けて積んだ後、黄
褐色粘質土と砂質土の互層からなる基壇土を版築によっ
て築成していることがあきらかとなった。これらの造成
は、造成土、基壇土ともに遺物をまったく含まないこと
から、少なくとも回廊創建時、すなわち北円堂創建時に
遡る可能性が高い。地山の落ち込みの傾斜変換点は、北
円堂基壇のやや東であり、北円堂創建にともなって大規
模な造成と整地がおこなわれたと考えられる。
北面回廊の礎石抜取穴の確認　　基壇上面では２基の礎石
抜取穴を確認した。ただし出土遺物が少なく、抜き取ら
れた時期を確定することはできなかった。北面回廊の柱

配置や規模はこれまでの所見と変更がない。
北面回廊基壇北側の土坑群の確認　　北面回廊の基壇北辺
は、近世以降の土坑群によって大きく削平されている。
これらの土坑群には、土器、瓦のほか、食糧残滓と考え
られる貝などが出土した。出土遺物は大部分が19世紀中
頃以降のもので、明治期の廃仏毀釈に関わるものと考え
られる。� （芝）

３　北円堂南面の調査

調査の目的

　先述のように、2011年度の調査（第483次）では回廊の
調査を実施したが、その際、北円堂院南面内庭部は未調
査であった。今回の調査では、灯篭や参道の確認を目的
として、北円堂基壇の階段幅で階段と回廊南門の間に約
８×５ｍの調査区を設定した。

検出遺構

　灯篭基礎据付穴３基、出庇の礎石４基、昭和の北円堂
修理時の足場穴２基を検出した（図320）。参道の遺構は
確認できなかった。
灯篭基礎据付穴SP₁₀₆₇₁～₁₀₆₇₃　　北円堂南面に３基検
出した。SP10671は南面階段の中軸ライン上にほぼのり、
階段最下段の踏石南端から約3.2ｍ（11尺）の位置で検出
した。またその他の２基は、SP10671と東西軸を揃え、
SP10671から西に約2.5ｍの位置でSP10672を、東に約2.1
ｍの位置でSP10673を検出した。位置と大きさから、い
ずれも灯篭の据付穴と考えられる。SP10671は径0.6×0.9
ｍ、深さ25㎝（図321）、SP10672は径0.6ｍ、深さ20㎝で
ある（図322）。SP10673は、調査当初に設定したサブトレ
ンチにより、正確な大きさは分からないが、SP10672と

図₃₁₉　第₅₄₀次調査Ｂ区出土貝類

図₃₁₈　第₅₄₀次調査Ｂ区出土貝型銅製品　２：３

0 3㎝
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ほぼ同規模と考えられる。３つの据付穴には径５～10㎝
前後の円礫（花崗岩、チャート、流紋岩）が充填されており、
SP10671からは奈良時代の須恵器平瓶が出土した。
　その他、調査区北端には、出庇の礎石が東西に４基並
び、そのやや南に北円堂修理時の足場穴と考えられる小
穴が認められる。

出土遺物

土　器　　整理用コンテナに２箱分の土器・陶磁器が出
土したのみで、灯篭基礎据付穴SP10671から出土した須
恵器（図323）以外にめぼしい遺物はない。SP10671出土
の須恵器は、頸部を欠いているが平瓶とみられ、肩部に
強い屈曲をもつ独特の形状から、奈良時代のものと考え

図₃₂₀　第₅₄₀次調査Ｃ区（北円堂南面内庭部）遺構図・土層図　1：₈₀
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図₃₂₁　SP₁₀₆₇₁検出状況（北東から） 図₃₂₂　SP₁₀₆₇₂検出状況（東から）

図₃₂₃　第₅₄₀次調査Ｃ区出土土器　１：４
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図₃₂₄　第₅₄₀次調査Ｃ区出土軒丸瓦　１：４
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られる。� （尾野）

瓦磚類　　出土量は少なく、軒瓦に関しては遺構にとも
なうものはなかった。図324は、単弁八弁蓮華文軒丸瓦。
平安時代後期のもので興福寺食堂の調査でも同笵出土例
がある。整地土より出土した。� （石田）

金属製品　　鉄角釘３点、鉄丸釘25点が出土した。いず
れも表土あるいは攪乱からの出土である。� （芝）

ま と め

　北円堂南面に灯篭基礎据付穴とみられる小土坑を３基
検出した。これらは北円堂南面階段の南端から約3.2ｍ
の位置に東西に並ぶ。これらは既存の資料などでは知ら
れていないものだが、今回の調査により、北円堂院に灯
篭が付属していたことがあきらかとなった。

４　境内防災工事にともなう調査

調査の概要と経過

　興福寺では、2013年度以降、1970年代に設置した防災
設備（放水銃やそれに水を供給する水道管など）の取り替え
や新規放水銃設置にともなう水道管などの埋設といっ
た工事（境内防災工事）をおこなっている。第541次調査
は、この工事にともなうものである。工事には、既設管
を撤去して同所に新規管を設置する工程と、新たに水道
管などを埋設するため掘削をおこなう工程とがあり、調
査は新規掘削となる箇所と、主として東金堂周辺の既設
管撤去部分を対象とした。境内各所に合計十数ヵ所の調
査対象地区が発生したため、それらを便宜的にⅠ～Ⅴ区

に分割し、また①～⑤の枝番号を付した（図325）。調査
面積は合計約270㎡で、2014年10月７日に調査を開始し、
2015年２月12日に終了した。なお、2014年３月に工事立
会として対応した際にも五重塔周辺で遺構を確認したた
め（第2013-32次）、あわせてここで報告する。

基本層序

　いずれの調査区も、上から（ⅰ）表土、（ⅱ）現代の造
成土、（ⅲ）中世以降の包含層、（ⅳ）地山、の順である。
ただし、（ⅱ）と（ⅲ）の間に近世または近代の舗装（旧

表土）、（ⅲ）と（ⅳ）の間に古代にさかのぼる可能性のあ
る整地土層（地山由来の土による整地と目され遺物をほとんど

含まない層）などが確認できるトレンチもある。
　なお、北円堂周辺のⅤ区では、東側の①・④と西側の
②・③とで土層が大きく異なるが、これについては「ま
とめ」で後述する。

五重塔周辺の検出遺構

　五重塔南西のⅠ区において、排水設備SX10680を検出
した（図326）。花崗岩製の会所枡１基（SX10681）と陶質
の土管暗渠２系統（東西方向のSD10682および北東―南西方

向のSD10683）からなる。SD10682の据付掘方埋土からガ
ラス片が出土したことから、近代に属する遺構と考えら
れる。土管の接続法や土管上面の標高から、東から西に
向かって水を流し、会所枡で屈曲させて南西方向に排水
していたことがわかる。
　会所枡SX10681は、平面が0.9×0.9ｍほど、高さが0.7
ｍほどで、底石１枚・側石４枚・蓋石２枚からなる。い

図₃₂₅　第₅₄₁次調査区・第₂₀₁₃︲₃₂次立会位置図　1：₂₀₀₀
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ずれも厚さは10㎝ほど。側石は左右両辺の上半または下
半を切り欠く仕口を造る。目地はモルタルと思われる物
質でふさいでいる。会所枡SX10681の上面はGL-1.2ｍ（Ｈ

=93.65ｍ）ほどで、土管暗渠SD10682・10683の据付掘方
はGL-2.0ｍ（Ｈ=93.00ｍ）ほどまで掘り込まれている。
　土 管 暗 渠SD10682・10683の 土 管 は 外 径20 ㎝ ほ ど
で、１個の長さは0.6ｍほどである。SD10682は約1.7ｍ
分、SD10683は約2.8ｍ分を検出した。土管どうしや会所
枡SX10681との目地は、やはりモルタルとみられる物質
でふさいでいる。
　また、第2013-32次立会では、五重塔の東面にて南北
柱穴列SA10711、南面にて東西柱穴列SA10712を検出し
た。いずれも既設水道管を撤去したのちに断面観察に
て確認したものである。ともに柱間寸法は約3.6ｍ（12

尺）等間。SA10711の柱穴は６基、SA10712の柱穴は７
基を確認した。いずれも砂利層（表土）直下の整地土層
上面から掘り込まれており、近世後期以降に属すると思
われる。柱穴の直径は40～60㎝ほどで、底面は未確認。
SA10711・10712とも、五重塔を囲う一連の塀のような

施設の一部であろう。
東金堂周辺の検出遺構

　東金堂の四周をめぐるⅡ区③のうち、東金堂の東西中
軸線の西延長上において、大型の土坑SK10690を検出し

図₃₂₆　第₅₄₁次調査Ⅰ区（五重塔南西）遺構図　1：₅₀
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た（図327）。検出面で、直径約1.4ｍ、深さ約0.8ｍである。
検出面の標高は95.10ｍほどで、地山由来の整地土とみ
られる黄灰褐色粘質土層を掘り込む。埋土から遺物は出
土しておらず、時期は未詳。現在、SK10690の直上やや
東側には東金堂に付随する灯篭が据えられており、これ
に先行する施設の遺構であると考えられる。�︵山本祥隆︶

出土遺物

土　器　　第541次調査では整理用コンテナ３箱分の土
器が出土した。内訳は、土師器、須恵器、瓦器、陶磁器
からなり、古代から近現代まで多岐にわたる。このうち
三重塔北方のⅢ区①では、中世後半の土師器皿がまと
まって出土した。これら土師器皿は、口径が７㎝前後、
８㎝前後、10㎝前後の３種類が認められるほか、胎土の
色調が赤褐色・灰白色・褐色と、こちらも３種類以上に
分類が可能である。� （青木　敬）

瓦磚類　　第541次調査では軒丸瓦２点、軒平瓦１点の
ほか、丸瓦・平瓦が整理用コンテナ18箱分出土した。図
328の１・２は鎌倉時代の右三巴文軒丸瓦。いずれも三
重塔北のⅢ区①より出土。３は鎌倉時代の「興福寺」銘
軒平瓦で、興福寺食堂で同笵出土例がある。北円堂南西
のⅤ区②包含層より出土。また、第2013-32次立会では、
奈良時代後半の軒丸瓦6235Ｊが出土した（４）。五重塔
東南部包含層より出土。� （石田）

ま と め

　第541次調査および第2013-32次立会では、排水設備

SX10680や柱穴列SA10711・10712、土坑SK10690など
の遺構を検出した。これらはいずれも近世以降の時期に
属するとみられるものの、既存の資・史料からは知られ
ていなかったものであり、興福寺の歴史を考察するため
の貴重な資料といえる。
　また、各調査区において、整地土層や地山面などを確
認し、標高の測定や遺物の採取などをおこなった。さら
に、東金堂周辺のⅡ区①・②や三重塔周辺のⅢ区③では、
近世または近代に属すると思われる砂利敷きの舗装（旧

表土）も検出した。これらは、興福寺境内の原地形や各
時代の路面などを復原する際の重要なデータとなるであ
ろう。
　なお、北円堂周辺のⅤ区では、東側の①・④では
GL-40～50㎝（Ｈ=94.80ｍ）で地山面を確認したのに対し、
西側の②・③ではGL-1.8ｍ（Ｈ=93.50ｍ）ほどまで掘削し
たが、造成土層が厚く、地山面を確認できなかった。こ
こから、ちょうど現在の北円堂が建つあたりを境に、そ
の西側（および北側）では地山面が急激に落ち込む地形
であったことが推察される。あわせて、北円堂院、特に
その西面・北面回廊は、大規模な造成により平坦面を形
成した上で建造されたことも指摘できるだろう。とりわ
け③トレンチで確認した造成土層は遺物をほとんど含ま
ない黄褐色土（地山由来か）を主体としており、養老５
年（721）の北円堂院創建に際してなされた造成の痕跡で
ある可能性もある。以上の見通しは、第483次調査や第
540次調査（Ｂ区）で得られた知見とも整合する。�（山本）

註
１）	 大岡實『南都七大寺の研究』中央公論美術出版、1966。
２）	 鈴木嘉吉『奈良時代僧房の研究』奈文研、1957。
３）	 奈良市教育委員会『南都出土中近世土器資料集―奈良市

高天町遺跡（HJ第559次調査）出土資料―』2014。
４）	 京都市埋蔵文化財研究所「平安京左京六条二坊五町・猪

熊殿跡・本國寺跡」『昭和54年度京都市埋蔵文化財調査概
要』2012。

５）	 京都市埋蔵文化財研究所『平安京左京北辺四坊』2004。
６）	 大林潤ほか『興福寺　第１期境内整備事業にともなう発

掘調査概報 Ⅵ』2012。
７）	 前掲註６。

図₃₂₈　第₅₄₁次調査・第₂₀₁₃︲₃₂次立会出土軒瓦　１：４
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１　はじめに

　2014年におこなわれた西大寺旧境内の発掘調査（平城

第521次）において、西大寺創建以前の整地層落ち込み
SX1135より、建築部材未成品と思われるものを含む木
材が４点出土した。調査地は平城京右京一条三坊九坪内
にあたり、西大寺金堂院東面回廊SC1120を確認してい
る。SX1135は金堂院東面回廊造成土の下層で確認され
た大規模な落ち込みで、金堂院造営以前にこれを埋め立
て、整地がおこなわれた（『紀要 2014』）。SX1135から出
土した木材は報告段階では未調査であったが、このたび
調査を終えたので報告したい １）。

２　出土木材

木材１　　全長1225㎜、幅185㎜、成220㎜。芯持ちで、
部材の形状より肘木の未成品とみられる。これに木口か
ら別材の小径丸杭が打ち込まれている。樹種はツガ属、
杭がコナラ属アカガシ亜属。側面（出土時上面）はもっ
とも平滑に加工されているが、加工痕跡は不明瞭で工具
は不明である。下端は全面チョウナ（もしくはノミ）痕跡
が残る。加工痕跡は明瞭で、刃幅55㎜程度の直刃で、間
隔は15～30㎜と比較的細かく、３列平行に規則正しく加
工された痕跡が残る。上端は割れ肌で、中央に部分的に
チョウナはつりの痕跡が残る。チョウナの刃幅や加工の
荒さが下端とは異なる。両木口とも仕上がりは平滑で、
ノミの痕跡が残る。杭は径60㎜で、木口に面取りを施す。
反対の木口には貫通せず、打ち込まれた長さは１ｍ程度
とみられる。
　古代建築の技法・様式の変遷において、肘木の形態の
うち注目すべき特徴として、①下端の曲線、②笹繰の有
無、③舌の有無、④木口の切断方法（下角を外へ出すもの

と垂直に切り落とすもの）があげられる ２）。木材１は、①
下端の曲線は、中心から両木口に向かって大きな弧を描
く。②笹繰の有無は、上端が破損しているため不明であ
る。③舌は現状では無い。下端は加工の途中段階ではあ
るが、この状態から舌を造り出したとも考えにくい。④
木口の切断方法は、木口が一部しか残存せず判断は難し

いが、下角を外へ出すものとみられる。この④の特徴は、
現存する古代建築では法隆寺経蔵（８世紀初期）にみら
れるものがもっとも新しいものである。これらの特徴を
あわせると、木材１は古代の肘木としてはやや古い様相
を示すとみることもできる。しかし、部材は未成品であ
りかつ破損が大きいため、全体が不明で断定は難しい。
木材２　　全長607㎜、幅367㎜、成215㎜。芯持ちで、
長方形断面部材の端材とみられる。樹種はヒノキ属。上
下面・両側面ともチョウナで平坦に仕上げる。元口は刃
幅90㎜程度のチョウナ（またはノミ）で四角錐状に荒く
はつる。
木材３　　全長2615㎜、径280㎜。芯持ちの丸太材。節
が多い。樹種はヒノキ属。末口側にエツリ穴を３方向か
らノミで開け、木口に面取りを施す。元口側の木口には
ノコで切断した痕跡が残る。側面にはヨキの刃痕と割れ
肌が入り混じり、非常に荒くはつったとみられる。
木材４　　全長1630㎜、径300㎜。芯持ちの丸太材。樹
種はヒノキ属。元口側にエツリ穴を３方向からノミで開
ける。末口側は３面からなる尖った形状。側面とも、や
や荒いチョウナ痕跡が残る。

３　ま と め

　SX1135から出土した木材４点はいずれも建築に用い
られた痕跡はみられないが、部材の未成品１点、端材１
点が含まれ、近くで木材加工をおこなっていた可能性が
考えられる。このうち木材9556は肘木の未成品で、奈良
時代前期の特徴がみられる。これらの木材はSX1135の
時期から、西大寺創建以前の建物に関わるものとみら
れ、その時期にも肘木を用いる建物が周辺でつくられて
いた可能性を示唆する。また、調査地の100ｍ南西でお
こなわれた平城第505次調査でも西大寺創建以前の遺構
が３時期確認されている。これらの成果は西大寺創建以
前の土地利用について重要な示唆を与えるものであり、
今後、旧境内域では下層遺構についても慎重な調査をお
こなう必要がある。� （番　光・小田裕樹）

註
１）	 各木材の樹種同定は埋文センター星野安治による。なお

年輪年代調査も試みたものの、年代が判明した資料はな
かった。

２）	 奈文研『山田寺出土建築部材集成』1995、42頁。

西大寺旧境内出土木材
－第521次
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木材１　木口に打ち込まれた小杭 木材１　下端チョウナ痕跡 木材４　側面ヨキはつり痕跡

図₃₃₀　木材１・４細部写真

図₃₂₉　第₅₂₁次調査出土木材　1：₂₀
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